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浴場新築特記仕様書①

浴場新築特記仕様書②

浴場新築特記仕様書③

浴場新築特記仕様書④

新規配置図・案内図

新規浴場1階平面図・R階平面図

新規浴場立面図

Ｓ－01 構造設計特記仕様書　その１

Ｓ－02 構造設計特記仕様書　その２

Ｓ－03 壁式鉄筋コンクリート構造配筋標準図(1)

壁式鉄筋コンクリート構造配筋標準図(2)Ｓ－04

Ｓ－05 基礎伏図 1：100

1階・R階　梁伏図 1：100Ｓ－06

1：100

1：100

1：100

Ｓ－07 軸組図-1

軸組図-2Ｓ－08

軸組図-3Ｓ－09

部材リストＳ－10 1：40

壁長伏図　鉄筋架構配筋詳細図Ｓ－11 1：100・1：40

ー

ー

ー

ー

新規浴場矩計図

新規浴場平面詳細図

新規浴場展開図１

新規浴場展開図２

新規浴場展開図３

新規浴場展開図４

新規ステンレス浴槽特記仕様書

新規浴槽平面配置図

新規浴槽断面詳細図(2)

新規浴槽断面詳細図(1)

新規浴場キープラン・建具表

新規浴場雑詳細図

新規浴場エキスパンジョイント詳細図

新規浴場断面図

新規浴槽配管金物配置図

新規浴槽付属品詳細図(1)

新規浴槽付属品詳細図(2)

新規浴槽付属品詳細図(3)
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1：10

1：10

1：200
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1：50

1：50

1：50

1：50
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1：30

1：10

1：10

1：30

1：10

1：100

1：3

1：100・1：50

1：301：30

1：30

1：30

既存改修特記仕様書①

既存改修特記仕様書②

既存改修特記仕様書③

既存改修特記仕様書④

既存改修特記仕様書⑤

既存建物外部仕上表

既存建物内部仕上表(1)

既存建物内部仕上表(2)

既存1階平面図

既存2階平面図

既存屋上平面図・屋根伏図

改修1階平面図

改修2階平面図

改修屋上平面図・屋根伏図

既存立面図①

既存立面図②

改修立面図②

改修立面図①

既存矩計図①

既存矩計図②

改修矩計図①

改修矩計図②

【既存・改修】玄関・ポーチ・風除室詳細図
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1：100

1：100

1：100

1：100

1：100

1：100

1：100

1：100

1：100

1：100

1：30

1：50

改修1階キープラン

改修2階キープラン

既存建具表

改修雑詳細図

既存第1～第3休養室詳細図

改修第1～第3休養室詳細図

既存身障者脱衣室・身障者浴室詳細図

改修倉庫詳細図(旧身障者脱衣室・身障者浴室)

改修エレベーター詳細図１

改修エレベーター詳細図２

改修エレベーター詳細図３

改修エレベーター詳細図４

改修エレベーター詳細図５

1：50【既存・改修】階段Ａ詳細図

1：30

1：30

1：100

1：100

1：50

1:10・1:20・1:30

1：20・1：50

1：501：100・1：200Ａ－28 外構図詳細図
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改Ａ－23

改Ａ－24

改Ａ－25

改Ａ－26

改Ａ－27

改Ａ－28

改Ａ－29

改Ａ－30

改Ａ－31

改Ａ－32

改Ａ－33

改Ａ－34

改Ａ－35

改Ａ－36

改Ａ－37

新築意匠図 改修意匠図 構造図

改修エレベーター詳細図６

改修エレベーター詳細図７

改修エレベーター詳細図８

改Ａ－38

改Ａ－39

改Ａ－40
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Ａ－29 仮設計画図 1：200

1：2・1：4

1：2・1：3

1：3

1：20・1：50
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工事

建築 電気

設備工事設備工事
衛生

設備工事
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設備工事
別　途 備　考調和
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工事

建築 電気

設備工事設備工事
衛生

設備工事

冷暖房

設備工事
別　途 備　考調和
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雨水竪樋（排水桝まで）

工 事 区 分 表

A-02

鉄筋補強は建築工事

給水引込み工事、排水切回し工事

小規模な機器類の基礎・架台の設置

設備配管、ダクトの躯体貫通スリーブ

同上用鉄筋補強、穴埋め、補修

照明器具及び空調機器・空調吹出、天井扇等の切り込み部分の

天井開口部補強

同上、隅出し・切込みアンカー取付、穴埋め補修、シーリング処理

設備器具取付部内装材穴開け及び開口補強

混合栓

設備用吊ボルト及びインサート類の打込

同上電気及びスイッチ配線

機械設備機器類（給湯機など）の基礎の設置

全熱交換器の設置

衛生器具の取外し、処分及び給排水管の取外し、処分

機械設備機器、付属制御盤への一次側電源供給

空調機器類の動力盤以降の電源、操作線、空調機の屋内外渡り

配管、配線

着工から工事完了引渡し迄の工事用電力、用水、ガス使用料

同上電力基本料金

床、天井に設ける点検口

給水配管・電気配管埋設工事 掘削・埋戻しは

給排水衛生設備工事

建物外壁塗装工事

建物内内装仕上工事(下地共)

アスベスト除去・運搬・処分 配管貫通部分等は

電気・機械設備工事

浴槽内部配管工事

紙巻器、ペーパホルダー、手摺、化粧鏡

屋上・バルコニー防水工事

各種解体、撤去、処分、移設、移植

各種クリーニング

・配線・器具以外は
建築工事

電気・機械設備用配管

建具改修工事(網戸加工取付)

浴槽新設工事・配管工事 浴槽周り配管は

建築工事

春日居福祉会館大規模改修工事 (建築主体 )(債務 )



縮　　尺
No.

工事名称
A-03

図面名称

敷地所在地

鉄筋工事

工事種目
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2

　ただし、他の工事種目は全て今回工事範囲とする。

内装工事

塗装工事

建具工事

左官工事

金属工事

木工事

石工事

防水工事

鉄骨工事

コンクリート工事

鉄筋工事

地業工事

土工事

ユニット及びその他の工事

カーテンウォール工事

屋根及びとい工事

コンクリートブロック・ALCパネル

タイル工事

押出成形セメント板工事

1．共通仕様

2．特記仕様

（1）項目は、番号に　　印の付いたものを適用する。

（5）製造所名は、五十音順とし「株式会社」等の記載は省略する。また（　）内は製品名を示す。

（4）特記事項に記載の（別　　　）は（5.3.7）による別図「各部配筋」の当該項目を示す。

（3）特記事項に記載の（　　　　）内表示番号は、標仕の当該項目、当該図又は当該表を示す。

（1）図面及び特記仕様に記載されていない事項は、国土交通省大臣官房営繕部監修の「公共建築工事標準仕様書（建

（2）特記事項は、　 印の付いたものを適用する。

　　　　印の付かない場合は、※印の付いたものを適用する。

（6）Ｇ 印は「国等による環境物品等の調達の推進に関する法律」の特定調達品目を示す。

都市計画区域

防火指定

特　　記　　事　　項

（1.1.4）

（1.2.2）

（1.3.3）

※適用する

　工事現場におく電気保安技術者は、電気事業法に基づく電気主任技術者の職務を補佐し、

　・要　　　・不要

電気工作物の保安の業務を行うものとする。

３月 ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １ ２１２ ４月３

　（1）品質及び性能に関する試験データが整備されていること

　（2）生産施設及び品質の管理が適切に行われていること

　（4）法令等で定める許可、認可、認定又は免許等を取得していること

　（5）製造又は施工の実績があり、その信頼性があること

　（6）販売、保守等の営業体制が整えられていること

　なお、これらの材料を使用する場合は、設計図書に定める品質及び性能を有することの証

　また、備考欄に商品名が記載された材料は、当該商品又は同等品を使用するものとし、同

明となる資料又は外部機関（（社）公共建築協会　他）が発行する資料等の写しを監督職員

に提出して承諾を受けるものとする。ただし、あらかじめ監督職員の承諾を受けた場合はこ

の限りではない。

ＪＩＳ及びＪＡＳマークの表示のない材料及びその製造者等は、次の（１）～（６）の事項

を満たすものとする。

等品を使用する場合は、監督職員の承諾を受ける。

建築材料の使用制限

を含む）を使用すること。

　建築材料等について、規制の対象となる範囲は下地、仕上げ材共にＦ☆☆☆☆または規制対象外の

　標仕に記載されていない特別な材料の工法については、材料製造所の指定する工法とする。

植栽工事

内装工事

塗装工事

・ボード仕上げ工事作業　・表装（壁装作業）

・プラスチック系床仕上げ工事作業

・造園

・塗装（建築塗装作業）

建具工事

屋根及びとい工事

タイル工事

金属工事

左官工事

木工事

コンクリート工事

鉄骨工事

防水工事

石工事

・鉄筋施工（鉄筋組立て作業）

・ブロック建築　・ALCパネル施工

・石材施工（石張り施工）

・建築大工

・内装仕上げ施工（鋼製下地工事作業）

・タイル張り

・左官

・とび

カーテンウォール工事

・アスファルト防水工事作業　・合成ゴム系シート防水工事作業

ブロック・ALCパネル工事

・建築板金（内外装板金作業）

・サッシ施工　・ガラス施工　・自動ドア施工

・カーテンウォール施工　・サッシ施工　・ガラス施工

適用工事種別 技能検定の職種

（1.5.2）

2

3

4

5

1

工事実績情報の登録

電気保安技術者

6

7

8

発生材の処理等

建築材料等

化学物質を放散する

建築材料等

9 特別な材料の工法

10 技能士

図示の内容全て

工事範囲全て

・型枠施工

・塗膜防水工事作業　　　　　・シーリング防水工事作業

　　工事概要

　　建築工事仕様

・「3．工事種目」のうち　　　　　　　　　　　　　の工事範囲は下記表のとおりとする。

工事着手については監督職員と協議し着手する。

建材を用いることとし、該当する材料が無い場合は監督職員の承諾を受けＦ☆☆☆のものを採用する

・建築工事標準詳細図（国土交通省大臣官房官庁営繕部建築課監修　最新版）

施工計画書

施工条件

・工事関係図書を電子納品すること

・適用基準は以下の通りとする。　（作成・納品の基準、納品する資料の範囲等）

・山梨県総務部営繕課　電子納品要領（最新版）

電子納品

・書面による署名及び捺印の取り扱い（電子成果物の原本性保証に関する処置）

電子署名の導入が求められるが、電子署名の導入は現時点では困難であるため、

電子納品の導入にあたっては、従来の署名または捺印に代わる措置として、

２）　共通仕様書に基づく各書面に対する署名又は捺印は、 上記１） の措置を持って

代えることができる

１）　受注者は電子媒体の内容の原本性を照明するために、電子媒体に署名又は捺印の上、提出する。

・設計図CADデータ貸与する。

・設計図CADデータの著作権は以下の者にある

　　貸与するCADデータを当該工事における施工図面又は完成図の作図のため以外に使用してはならない。

（1.5.9）

施工完了時に室内空気中のホルムアルデヒド、トルエン、キシレン、エチルベンゼン、スチレンの

測定はパッシブ型採取機器により行う。

測定結果の報告

を監督員に提出すること。（測定結果が指針値を超えた場合は、発生源を特定し、換気などの措置を

講じた後、再度測定を行う。）

測定対象科学物質 厚生労働省の指針値（25℃の場合）

キシレン

ホルムアルデヒド

トルエン

エチルベンゼン

スチレン

0.88 ppm（ 3,800μg／m3)

0.20 ppm（ 870μg／m3)

0.05 ppm（ 220μg／m3)

0.07 ppm（ 260μg／m3)

0.08 ppm（ 100μg／m3)

化学物質の濃度測定

下記のものを監督職員に提出する。ただし、原板は撮影業者の保管とする。

※2　・6 ※100×125以上　　　　※キャビネ版

※ 2 　外部（　　）内部（　　）

※ 2 　外部（　　）内部（　　）

・電子データ

撮影業者 ※監督職員の承諾する撮影業者（ただし、建築完成写真撮影の実績のある業者とする）

100×125以上の原板を使う場合は、監督職員にあらかじめべた焼を提出し確認を受ける。

電子データは、RGB（フルカラー）、JPEG形式最高画質とし、CD-Rにて提出とする。

※200万画素以上

※300dpi以上

　　　　324×400（mm）

分類・規格 撮影箇所数 提出部数 原板の大きさ（mm）

・カラー半切木製パネル

完成写真14

（1.7.1～3）（表1.7.1）

　※保全に関する資料　提出部数　　※1部　　　・　　部

　※施工図　　　　　　提出部数　　※1部　　　・　　部

　※施工計画書　　　　提出部数　　※1部　　　・　　部

※作成する　　　・作成しない

　※完成図　　　　　　提出部数　　※各2部　　・　　部（A3版第2原図及び電子媒体（CD-R））

完成図等13

設備機器の位置、取合い等の検討できる施工図を提出して、監督職員の承諾を受ける。

・「営繕工事電子納品要領（案）（平成14年11月改訂版）」による。

設備工事との取合い

設計ＧＬ

工事写真

16

（2.3.1）1 監督職員事務所

（5.2.1）（表5.2.1）

（5.3.4）

（5.3.5）

（別2.1）

（別2.2）

（別7.1）（別表7.1～3）

呼び名19mm以上の柱、梁の主筋　　※ガス圧接　・重ね継手　

最小かぶり厚さは目地底から算定する。

　・耐久性上不利な箇所の鉄筋の最小かぶり厚さは下表による。

・柱、梁、壁及び庇などの外気に接する打放し面

・Ａ形　　　・Ｂ形　　　※図示

※行う　　　・行わない

※Ｈ形（□は除く）　　　

一般壁　　・Ａ形　　　※Ｂ形　　　・図示

耐震壁　　※図示

※Ｈ形　　・ＭＨ形　　・Ｍ形

・Ａ種　　・Ｂ種　　　・Ｃ種　（　　　　ヶ所）

※超音波探傷試験　　　・引張試験

※普通ポルトランドセメント又は混合セメントのＡ種

ものとする。ただし、無筋コンクリートに用いる場合を除く。

普通ポルトランドセメントの品質は、JIS R 5210に示された規定の他、次の規定の全てに適合する

・高炉セメントＢ種　　　（・　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

アルカリシリカ反応による区分

外装タイル後張り面の躯体表面の処理

※Ａ

・SD295A

・SD345

※D16以下　・　

※D19以上　・　

※10　　・　

　施工計画書を監督に提出し承諾を受ける。また、目荒しの状態は、事前に監督職員に承諾を受け

　る。

水和熱

種類の記号 呼び名（mm）

施工箇所

施工箇所

Ｇ

352Ｊ/ｇ以下

402Ｊ/ｇ以下

7ｄ

28ｄ

躯体軸部：高性能AE減水材

※施工範囲は図示による。

適用及び適用個所について

コンクリートの増打ち厚さ　　※20mm　　

（4.6.3）

　　　　　　・場所打ち鋼管コンクリート杭工法

　　　　　　・リバース工法

　　　　　　・オールケーシング工法（孔内の水張　・行う　・行わない）

側壁測定　　・行う（　　　　　　　　　　　　）　・行わない

　　　　　　・拡底杭工法（※安定液使用　・　　　　　）

セメントの種類　6章コンクリート工事のセメントの種類による

コンクリートの種別及び設計基準強度

鉄筋の種類　　5章鉄筋工事の鉄筋の種類による

堀削工法　　・アースドリル工法（・安定液使用　・無水堀削）

※再生クラッシャラン　　　・切込み砂利及び切込み砕石Ｇ

2

3

4

5

6

7

8

9

2

3

4

5

6

7

8

鉄筋の継手

最上階柱頭補強

帯筋

壁開口部の補強

梁貫通孔の補強形式

機械吊上げ用フック

圧接完了後の試験

レディーミクスト

コンクリートの類別

スランプ

セメントの種類

骨材の種類

混和材料

無筋コンクリート

コンクリート躯体

表面の処理

9 断熱材兼用型枠

2

4

コンクリート杭地業

砂利地業

床下防湿層

場所打ち

鉄筋の最小かぶり
厚さ

既製コンクリート杭

の杭頭補強

11

12

着工前の測定　　　・行う

・カラー

外部（７）内部（各室４）

15

現況ＧＬを設計ＧＬとする

17

3

1 鉄筋の種類

10

1 普通コンクリートの

設計基準強度

※設ける

　規模　・１号　　・２号　　・３号　　・４号　　・５号

セメントの種類　6章コンクリート工事のセメントの種類による

先端部形状　　※開放形　　　　　・閉そく平たん形

杭の継手　　　建築基準法に基づく指定又は認定を受けた継手を使用してもよい。

施工法

　・特定埋込み杭工法

　　　　　工法　　・プレボーリング拡大根固め工法　　・中堀拡大根固め工法

　　　　　H13国交告1113号第6による支持力算定式でα=250程度を採用できる工法

　　　　　杭周固定液　　・使用する

杭頭の処理　　※切断しない　　　・　

（4.3.6）

本　杭

試験杭

継手数 セット数 備考杭径（mm）

種類

　※高強度プレストレストコンクリート杭

1 既製コンクリート杭

地業

（3.2.3）（表3.2.1）

（3.2.5）

種別　・Ａ種　　　※Ｂ種　　　・Ｃ種　　　・Ｄ種

　　　・建設汚泥から再生した処理土 Ｇ

1

2

埋戻し及び盛土

建設発生土の処理 ※現場説明書による

・構外搬出適切処理　　　・構内指示の場所にたい積　　　・構内指示の場所に敷き均し

3 工事用電力 構内既存の施設

・利用できる（　※有償　・無償　）　※利用できない

2 工事用水 構内既存の施設

・利用できる（　※有償　・無償　）　※利用できない

・設けない

・備品（必要備品は適宜設置）

18cm

施工箇所　　※建物内の土間スラブ及び土間コンクリート下（ピット下を除く）

混和材　　仕様箇所　　屋外タタキ部分を除く全体：コンクリート躯体防水剤

・ 27

※ 36

５物質について測定し、厚生労働省で定める指針値以下の濃度であることを確認し、測定結果報告書

（4.6.5）

（別4.4）（別表4.3～4）

（6.2.2）

（6.2.1）（6.4.1～2）（表6.2.1）

（6.2.4）

（6.3.1）（6.13.2）（表6.3.1）

　　標仕19章内装工事9断熱材による。

令和　　年

・工事の着手に先立ち、工事の総合的な計画をまとめた施工計画書を作成し、

　監督職員に提出する。

・施工計画の内容を変更する必要が生じた場合は、監督職員に報告するとともに、

　施工に支障がないよう適切な措置を講ずる。

（4.3.8）

（4.3.4～5）

（4.5.4）（表4.5.1）

（4.5.4）

（4.5.5）

（4.5.6）

（6.3.1）

（6.14.1）

（1.3.5）

（1.3.11）

（4.3.1～3）

（4.5.5）

（5.6.5）

※　Ⅰ類　　・　Ⅱ類

表5.3.6 の値に加える寸法（mm）

　　　　 印と ※ 印の付いた場合は、共に適用する。

測定対象室　　・図示　　　・全居室

測定箇所数　　・図示　　　・１２箇所

仕 様 書

　　工事範囲

※「3．工事種目」全てを工事範囲とする。

・工事写真の撮り方（改訂第３版）建築編（国土交通省大臣官房官庁営繕部監修）

適用基準等

章

1

一
般
共
通
事
項

項　　目

2

4

3

土
工
事

仮
設
工
事

5

鉄
筋
工
事

6

コ
ン
ク
リー

ト
工
事

令和　　年　　月（全　　　枚）

※現場説明書による　・構外搬出適切処理

　本工事に使用する材料等は、設計図書に規定する所要の品質及び性能を有するものとし、

　（3）安定的な供給が可能であること

地
業
工
事

杭長（ｍ）及び種別

　MCR工法を行う場合は、せき板面にMCR工法用気泡ポリエチレンシート張りとし、仕上がり面凹凸

仮設工事

　（　　　）種かつ（　　　）Ｎ/mm2以上

設計基準強度Ｆｃ（Ｎ/mm2）

・Ｂ（※コンクリート中のアルカリ総量Ｒt＝3.0kg/ｍ3以下）

　状態とする。高圧水洗工法の目荒しを行う場合は、水圧50Ｎ/mm2以上かつ、2.5分/㎡以上とし、

設計基準強度　※18Ｎ/mm2

春日居福祉会館大規模改修工事　　　　　　　　　　　設計図

笛吹市春日居町寺本142-1

指定なし

敷地面積 2,446.37　㎡

建物の主要用途

工事の種類

福祉・厚生施設(公衆浴場)

増築

構造・階数

最高の高さ

最高の軒高さ

建築面積

延べ床面積

RC造平屋建て

213.2　㎡

213.2　㎡

4,490　mm

3,828.5　mm

・

・
・

都市計画区域内 非線引き

笛吹市

浴場新築特記仕様書①

春日居福祉会館大規模改修工事(建築主体)(債務)

　　　築工事編）（最新版）」（以下、「標仕」という。）による。



縮　　尺
No.

工事名称

図面名称

（7.1.3）

（7.1.4）

（7.2.1）（7.2.10）（表7.2.1）

（7.2.2）（7.12.4）

規格等

※ＪＩＳ規格による

※ＪＩＳ規格による

※ＪＩＳ規格による

※ＪＩＳ規格による

※ＪＩＳ規格による

　　※図示　　　　　　・　

製作工場の加工能力

入熱、パス間温度の溶接条件

　鋼材と溶接材料の組み合わせと溶接条件

　のある工場。

　適用箇所　・図示　　・柱、梁、ブレースのフランジ端部の完全溶け込み溶接部

・建築基準法第77条の45第1項に基づき国土交通大臣から性能評価機関として認可を受けた

　（株）日本鉄骨評価センター又は（社）全国鐵構工業協会の「鉄骨製作工場の性能評価基準」

　に定める「（　　）グレード」として国土交通大臣から認定を受けた工場又は同等以上の能力

種類の記号

適用する

鋼材の材質

使用箇所

改良型スカラップ

鋼製エンドタブ

※トルシア形高力ボルト　 ・JIS形高力ボルト　 ・溶融亜鉛めっき高力ボルト

　切断する個所（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

3

4

5

6

鋼材

スカラップ

エンドタブ

高力ボルト

（8.3.2）

（8.2.2）

種　類 表面形状 厚さ（mm） 幅（mm） 工法種別

適用箇所 厚さ（mm）

※空洞ブロック16　・空洞ブロック16－Ｗ

・衛生配管用裏積みブロック　　　

・塀

・間仕切壁　・地下二重壁　・外壁

・100

・120

・150

※標仕表8.3.1及び下表による

・外壁パネル

・間仕切壁パネル

・屋根パネル

・床パネル ・100　・150・2350　・3530

・980

・床パネルの耐火性能（・1時間　・2時間）

・外壁パネル

※Ｆ　　・Ｆ－Ｒ

・Ｔ　　・Ｔ－Ｒ

※Ｆ　　・Ｆ－Ｒ

・Ｄ　　・Ｄ－Ｒ

・Ｔ　　・Ｔ－Ｒ

・Ａ種

・Ｂ種

・Ｂ種

・Ｃ種

耐火性能　　・有り（　　　　　）

　　　　　　・無し

・　　　　　

・　　　　　

取付け工法種別厚さ（mm）単位荷重（Ｎ/ｍ ）種　類

※100　・　

※100　・　

※100　・　

２

２ｍ以下

２ｍを超える

1

2

3

4

ブロック造

ＡＬＣパネル

コンクリートブロック

帳壁及び塀

（ECP）

・1180　・1960

種　　類 呼び名 仕上げの形状等

施工箇所 平たんさ（mm） 備　　考

混合割合 凝結時間 曲げ及び圧縮強度比 吸水比 透水比

全固形分（％） 吸水量（ｇ） 接着強度（Ｎ/mm　） 界面破断率（％）

吸水調整材

　均質で有害と認められる異物の混入がないこと。

防水剤（防水モルタル塗りの混入剤）

防水剤の種類　建築用のモルタルに用いるセメント防水剤

膨張性のひび割れ及びそりがないこと。

セメント重量の

始発　1時間以上5％以下

95％以下

終結　10時間以内

JIS R 5201の試験において 70％以上 80％以下

・薄付け仕上塗材

・防水形外装薄塗材Ｅ

・内装薄塗材Ｅ

・外装薄塗材Ｅ

・外装薄塗材Ｓ

・複層塗材ＣＥ

・複層塗材Ｓｉ

・複層塗材Ｅ

・内装薄塗材Ｗ

・可とう形複層塗材ＣＥ

※複層塗材ＲＥ

・複層仕上塗材

京壁状じゅらく　

上塗材

　溶媒　※水系　 ・溶剤系

　樹脂　※アクリル系　

・外装薄塗材Ｓｉ

・可とう形外装薄塗材Ｓｉ

・内装薄塗材Ｌ

・内装薄塗材Ｓｉ

50以下30分で1ｇ以下

・砂壁状　　・ゆず肌状　・さざ波状

・ゆず肌状　・さざ波形　・凹凸状

砂壁状　

耐候性　※3種　・　

２

・内装薄塗材Ｃ

1ｍにつき10以下

3ｍにつき7以下

14

2

3

直均し仕上げ

床コンクリートの

仕上塗材仕上げ

15 1

金
属
工
事

（8.4.2～5）（表8.4.2～4）

（8.5.2～4）（表8.5.1～2）

高
さ

・図示

検査水準

AOQL

※第6水準

※4.0％

・図示

・2.5％

完全溶込み溶接部

試験の種別

※超音波探傷試験

・マクロ試験

・放射線試験

種　　別

・耐火材

　吹付け

・湿式ロックウール

・半乾式吹付けロックウール

・乾式吹付けロックウール

・ラス張りモルタル塗り

・耐火板張り

所要性能及び適用構造部位

試験箇所 試験方法

7

8

溶接部の試験

耐火被覆

・監督職員の承諾する製作工場

適用 Ｇ

再生材の
備考

特注標準

色役物

なしあり陶器

きじ形状寸法

（mm）

保水率

（％）

単位容積質量

（ kg/l ） 温冷繰返し後標準時

長さ変化率

（％）

曲げ強さ

4.0以上0.20以下0.40以上1.80程度70.0以上

役物：標準的な曲がり（小口、標準、二丁、屏風）の役物は一体成形とする

　躯体表面の処理　・行わない　　※行う（施工範囲　※図示　・　　　　）

　タイルの試験張り　※行わない　　・行う（※外壁タイル　・　　　　）

タイルの種類

接着剤のホルムアルデヒド放散量　　※規制対象外　　・第三種

外装タイル　　　　※密着張り　　・マスク張り

せっ器 施ゆう無ゆう

うわぐすり

接着強さ（N/mm ）２

（N/mm ）２

施工箇所

11 1

2

3

陶磁器質タイル

張り付け用材料

壁タイル張りの工法 内装タイル　　　　※壁タイル接着剤張り　　・積上げ張り

タ
イ
ル
工
事

（10.1.5）

床石張りの裏面処理　　・行う

屋内のワックス掛け　　・行う

4 床及び階段の石張り

（10.3.2～3）（10.5.2～3）外壁石張り

　工法

　石裏面処理　　　　・行う（・小口共）

　裏打ち処理　　　　・行う

　・乾式工法

　ドレインパイプ　　※ステンレスSUS304　　・　

3 壁の石張り工法

（10.4.2～3）（10.5.2～3）内壁石張り

　工法

　・乾式工法

　・内壁空積工法（※あと施工アンカー横筋流し工法　・あと施工アンカー工法）

9 1 （9.2.2～3）（表9.2.3～9）

（9.2.5）

（9.2.2）

　　　　　　　　　　ただし、特定フロンを含まないもの。

立上り部の保護

・乾式保護材　　　※押出成形セメント板（厚さ　15mm）

断熱工法の断熱材　　厚さ（mm）　※25　　・　

アスファルト　　　※３種　　　・４種

2 改質アスファルト

シート防水

・A-1 ・A-2 ・A-3

・AⅠ-1 ・AⅠ-2 ・AⅠ-3

・DⅠ-1 ・DⅠ-2

・E-1 ・E-2

種　別 施工箇所

種　別

（9.3.2～3）（表9.3.1～3）

・ASⅠ-T1 ・ASⅠ-J1

厚　さ 施工箇所

種　別 厚さ（mm） 施工箇所 使用分類

3 合成高分子系

ルーフィングシート

防水

仕上げ塗料塗り

・シルバー ※非歩行

※1.5　・　

※1.5　・　

・Ｓ－Ｆ２

・Ｓ－Ｍ１

・Ｓ－Ｍ２

※1.2　・1.5　

・軽歩行・カラー

・Ｓ－Ｆ１

屋上※2.0　・1.5

（9.5.2～3）（表9.5.1～2）

脱気装置

２　　・設ける　材質（　　　　　　）　　設置数量（　　　　ｍ 当たり１箇所）

塗膜防水4

種　別 施工個所 備　考

・Ｘ－１

・Ｘ－２

　・カラー

　・シルバー

仕上げ塗料塗り

※適用する　・適用しない

Ｙ－２工法の保護シート・Ｙ－１

・Ｙ－２

5 ケイ酸質系塗布防水 （9.6.2）（表9.6.1）

種　別 施工個所 備　考

施工箇所 シーリング材の種類（記号）

シーリング 下表以外は、標仕表9.7.1による6

（10.2.1）（表10.2.1～2）

施工箇所 種　類 産地・名称 厚さ（mm） 仕上げの種類

石の種類・表面仕上げ10 1

（10.2.1）（表10.2.2）

形状・寸法　　※図示

種石の種類　　※大理石　　　　・　

表面仕上げ　　※本磨き　　　　・　

2 テラゾ張り

石
工
事

（10.6.2～3）

1.00以上
・AS-T3 ・AS-T4 ・AS-J1

・AS-T1 ・AS-T2

（9.4.2～3）（表9.4.1～3）

（7.6.12）

（7.6.12）（表7.6.2）

（9.7.2）（表9.7.1）

（15.3.2）（表15.3.2）

（15.3.2）

（15.6.2）（表15.6.1）

※標仕7.6.12（1）（イ）による

（7.9.2～8）

（7.10.3）（表7.10.1）

（7.2.9）（7.10.3）（表7.10.2）

材齢7日　　収縮しないこと

凝結開始時間　　1時間以上

終結時間　　10時間以内

練混ぜ完了から3分以内の値は 　8±2秒

　　イオン濃度試験方法」による。

Ｊロートによる流下時間

（各重量比）

（セメント＋混和材）：砂＝1：1

２

２

２

３

材齢3日　　25.0Ｎ/mm 以上

材齢28日 　45.0Ｎ/mm 以上

材齢28日 　 3.0Ｎ/mm 以上

0.30kg/ｍ 以下

　　付属書5（規定）「フレッシュコンクリート中の水の塩化物

練り混ぜ2時間後のブリージング率　：　2.0％以下

２）塩化物量は、JIS A 5308「レディミクストコンクリート」

・構造用アンカーボルト　（※図示　　　・　　 　　　　　）

※Ａ種　　　・Ｂ種

　無収縮モルタル

素地ごしらえは、JIS H 9124溶融亜鉛めっき作業指針による。

配合比

砂

セメント

混和材

無収縮性

塩化物量

付着強度

試験方法

コンシステンシー

ブリージング

凝結時間

圧縮強度

A種

B種

C種

亜鉛めっきの種別 材　　料

普通ボルト、アンカーボルト

無収縮モルタルの品質及び試験方法

適用部位

9

10

11

及び埋込み工法

アンカーボルトの保持

柱底均しモルタル工法

溶融亜鉛めっき工法

最低板厚6.0mm以上の形鋼、鋼板

最低板厚3.2mm以上、6.0mm未満の形鋼、鋼板

（7.12.4）（表14.2.2）

・耐火塗料

・建方用アンカーボルト　（・Ａ種　　※Ｂ種）

セメント系膨張材（酸化カルシウム及びカルシウム・サルフォ・ア

ルミネート等によって膨張する性質を利用するもの）とする。

JIS R 5210（ポルトランドセメント）による普通または早強ポルト

ランドセメントとする。

土木学会コンクリート標準示方書に定められた品質を有するもので、

特に精選されたものを絶対乾燥状態で使用する。

１）ＮＥＸＣＯ試験方法「無収縮モルタル品質管理試験方法」

　　312-1999による。

最低板厚1.6mm以上、3.2mm未満の形鋼、鋼板

・Ａ種　・Ｂ種

・Ｃ種　・Ｄ種　・Ｅ種

・Ｆ種

・間仕切壁パネル

・B-1 ・B-2

・BⅠ-1 ・BⅠ-2

・D-1 ・D-2

・シルバー ※非歩行

※1.5　・　

※1.5　・　

※1.2　・1.5　

・軽歩行・カラー※2.0　・1.5

・ＳⅠ－Ｆ１

・ＳⅠ－Ｆ２

・ＳⅠ－Ｍ１

・ＳⅠ－Ｍ２

・Ｓ－Ｃ１ ※　　 ・　

・Ｃ－ＳＵⅠ

・Ｃ－ＳＵＰ

　・外壁湿式工法（※あと施工アンカー横筋流し工法　・流し筋工法　・あと施工アンカー工法）

（11.2.2）

タイルの見本焼き　　※行わない　　・行う（※外壁タイル　・　　　　　　　　　　）　　 （11.1.4）

既製調合モルタル（仕上げ表の仕様により合成樹脂を添加する）　　　　　　　　　　　　　 （11.2.3）

（11.3.3）

（11.3.5）（表11.3.2）

　　躯体表面の処理方法　ＭＣＲ工法（６章８節［型枠］）又は目荒し工法（15.3.4［下地処理］（4））

　下地モルタル塗り　※標仕15.3.5［工法］（4）（イ）（a）

（11.1.4）

（14.7.2）（表14.2.1）（表14.7.1）

（14.6.2）（表14.2.1）

表面処理方法 種　別 施工箇所

寸法（mm） 厚さ（mm）製　法 材　種形　　状 表面処理

備　　考固定間隔表面処理呼称肉厚（mm）種　類

・Ａ種

溶融亜鉛めっき ・Ｂ種

・Ｃ種

・Ｄ種

・Ｅ種

・Ｆ種

電気亜鉛めっき

　（　　　　）・100形

・300形

・250形

・350形

隅角部及び突当たり部等の役固定方法及び間

隔は品質計画で

定めたもの

物は本体製造所の仕様による。

・パネル形 ※プレス

・ロール

・押出し・スパンドレル形 ※アルミニウム製

伸縮調整継手　　※設けない　　・設ける（施工箇所は図示）

1.6以上

1.8以上

2.0以上

種　　別 施工箇所

アルミニウム及び

アルミニウム合金

の表面処理

金属成形板張り

アルミニウム製

笠木

鉄鋼の亜鉛めっき

1

2

3

4

施工箇所種　　類

※ＨＬ程度

・鏡面仕上げ

下記以外の見え掛かり全て

・No.２Ｂ程度

ステンレスの表面

仕上げ

5

・ＢＢ－１種（無着色）

（14.2.1）（表14.2.1）

・ＢＢ－２種（・ブラウン系　・ブラック　・ステンカラー）

（14.2.2）（表14.2.2）

・ＢＢ－１種

・ＢＢ－２種（　　）

※ＢＡー１又は

・ＢＢ－２種

　ＢＢ－１種

表示値±1.0以内

下表以外は標仕表6.2.5及び標仕15.4.2による （表6.2.5）（15.4.2）

・砂壁状　　・ゆず肌状

・砂壁状　　・ゆず肌状

・凹凸上　　・ゆず肌状

・凹凸上　　・ゆず肌状

・砂壁状　　・着色骨材砂壁状

・砂壁状じゅらく　　・ゆず肌状

・砂壁状じゅらく　　・ゆず肌状

・ゆず肌状　　・凸部処理　　※凹凸模様

・防水形複層塗材ＣＥ 　外観　※つやあり　・つやなし

　　　　・メタリック・防水形複層塗材Ｅ

・防水形複層塗材ＲＥ

　※屋内の壁、天井の仕上げ材は防火材料とする。

防火材料の指定

・吹付用軽量塗材

・こて塗用軽量塗材

・軽量骨材仕上塗材 砂壁状

平たん状

建物内部に使用するユリア樹脂等を用いた塗料のホルムアルデヒド放散量

　※規制対象外　　・第三種

鉄骨の製作工場 補強コンクリート

2

押出成形セメント板

施工管理技術者

モルタル塗り材料

左
官
工
事

8

コ
ン
ク
リー

ト
ブ
ロ
ッ
ク
・
Ａ
Ｌ
Ｃ
パ
ネ
ル
・
押
出
成
形
セ
メ
ン
ト
板
工
事

防
水
工
事

アスファルト防水

天然石張り

磁器

0.60以上

・Ｄ　　・Ｄ－Ｒ

・可とう形外装薄塗材Ｅ

1

鉄
骨
工
事

7

（12.2.1）

（13.2.2～3）（表13.2.1）

（13.3.2～3）（表13.2.1）

（13.5.2）（表13.5.1）

品　名 規格・品質 芯材の種類 化粧単板の樹種

下張り用床板

床板

屋根葺形式 長尺金属板の種類 板厚（mm）

・構造用集成材

・造作用集成材

※集成材　　　

・化粧ばり造作用集成材 ・　　　

※標仕12.2.1　　　・市販品

・代用樹種を適用しない箇所（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

・保存処理木材を適用する箇所（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

ホルムアルデヒドの放散量 　　　　※規制対象外　　　・第三種

※一般材　　　

・　　　

・　　　

・　　　

・たも　・なら　・しおじ　　　

　接着剤に含まれる可塑剤は、難揮発性のものとする。

　ユリア樹脂、メラミン樹脂、フェノール樹脂、レゾルシノール樹脂又はホルムアルデヒド系防腐剤

（以下、「ユリア樹脂等」という）を用いた接着剤のホルムアルデヒドの放散量

行う箇所（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　表面処理用木材保存剤（防腐・防蟻剤）は監督職員の承諾するものとする。

　※規制対象外　　・第三種

※無し

ホルムアルデヒドの放散量

ホルムアルデヒドの放散量※合板張り

・板張り　

※単層フローリング

・縁甲板

（標仕19.5.2による）

フローリング及び縁甲板張り床　　　

※規制対象外　　・第三種

※規制対象外　　・第三種

※重ね形　　・はぜ締め形　　・かん合形

※有り　　・無し軒先面戸板

（規格等）

断　熱　材

材　　　料

形　　　式

耐火性能 ※30分耐火　　・無し

※有り（種別：　　　　　　　　　　　　　　厚さ：　　　mm）　・無し

形状（mm）

　鋼板及び鋼帯（CGLCCR-20-AZ150）

掃　除　口　　　　※有り　　　　　・無し

材　　　種　　　　※配管用鋼管　　・硬質塩化ビニル管

　 防露材のホルムアルデヒド放散量

　 ※規制対象外　 ・第三種

※塗装溶融55％アルミニウム－亜鉛合金めっき鋼板及び鋼帯（CGLCCR-20-AZ150）

山高（　　　　　　）　山ピッチ（　　　　　　）　板厚※0.6　・0.8

※塗装溶融55％アルミニウム－亜鉛合金めっき ※0.4　

※ひのき　　　　・　

Ｇ

・１種　※２種　・３種

※１等　・２等

※１等　・２等

・段葺き

12

13

1

4

3

2

5

6

1

2

木材の品質

接着剤

樹種

集成材等

防腐・防蟻処理

床板張り

長尺金属板葺

折板葺

とい

Ｇ

・有り

3

　　　　　　　　　・ステンレスJIS G4305

　　　　　　　　　・既存使用

屋
根
及
び
と
い
工
事

（12.2.2）

（12.3.1）

（12.3.2）

（12.6.1）（表12.6.1）

（12.2.1）

（12.2.1）・特記による（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

・県産材指定箇所（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　防腐・防蟻処理　※行う（※図示　　・　　　　　　　　　　）

　防虫処理　・行う（※図示　　・　　　　　　　　　　）

　防腐・防蟻処理の種類、品質

鋼管製といの防露　※標仕表13.5.4による　　　 （13.5.3）

木
工
事

地下ピット

打継目地

誘発目地

Exp金物

建具周り

ポリウレタン系ポリウレタン系

ポリウレタン系

ポリウレタン系

変性ｼﾘｺｰﾝ系

浴槽縁

洗い場

御影石

御影石

30mm

30mm

本磨き

本磨き

浴場床 100×100

浴場壁 100×100

45×45浴槽床

浴場新築特記仕様書②

A-04

春日居福祉会館大規模改修工事(建築主体)(債務)



縮　　尺
No.

工事名称

図面名称

2 アルミニウム製建具 外部に面する建具

種　別 耐風圧性 気密性 水密性 枠見込み（mm）

※70・Ａ種

・Ｂ種

Ｓ－４ ※Ａ－３ ※Ｗ－４

Ｓ－５

Ｓ－６ 　Ａ－４ 　Ｗ－５

※図示　　　・　

※図示　　　・　

※図示　　　・　

施工箇所

（16.2.2）（16.2.4）（表16.2.1）

（16.1.4）

特記による

1 見本の製作等 ・特殊な建具の仮組（建具符号：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

（注）形式が引き違い・片引き・上げ下げ窓で複層ガラスを使用する場合は枠の見込み100㎜とする。

・Ｃ種

（17.2.2）

（17.2.2）

（17.2.3）（表17.2.1）

（17.3.2）

種　　類 規格等

シーリング材の種別

耐久性による区分記　号
被着体の組合せ

主成分による区分

コンクリートの種類 設計基準強度（Ｆｃ） 所要スランプ（cm）

　※標仕17.3.2による

　・下表による。ただし、下表以外は標仕17.3.2による。

設計図書による規定の他、特記無き事項は（社）日本建築学会JASS 14による。

コンクリートの種類及び品質

　　　　　　　　　・適用する（種類：　　厚さ（mm）　　：施工個所※図示　）　

カーテンウォール材料の種類

※標仕16.2.3のアルミニウム製建具の材料による

　・方立方式

　・スパンドレル方式

カーテンウォール方式

※アルミニウム製

製品の寸法許容差　※標仕表17.2.1による

　　　　　　　　　・製造所標準製作規定寸法許容差による　　　　　

断熱材　　　　　　※適用しない　

　　　　　　　　　・適用する（施工箇所：図示　　　　　　　　　　　　　　）

構造用ガスケット　※適用しない

金属

ガラス ガラス

石、タイル

ガラス

シーリング材及びガラス取付け材料

　・パネル方式

　・小型パネル組み合わせ方式 （・ノックダウン方式　　・ユニット方式）

設計図書による規定の他、特記無き事項は（社）日本建築学会JASS14による。

　・バックマリオン方式 （・単純２辺支持構法　・ＳＳＧ構法）

鉄筋　　※SD295A　　・　

PCカーテンウォール

メタルカーテン

ウォール

（14.2.3）（表14.2.2）

外　　部内　　部金物種類及び部位

上記以外はカーテンウォール製作所の仕様による

※ステンレスボルト

ＰＣ版打込み金物

取付けボルト

ＰＣ版打込み取付けボルト

レベル調整ボルト

取付け用金物の表面処理（鉄の亜鉛めっき）及び材質

２次ファスナー

※Ｅ種　　・　

※Ｅ種　　・　

※Ｅ種　　・　

（17.3.3）（表17.3.1）

施工箇所
記　号 主成分による区分

シーリング材の種別

耐久性による区分

　　　　　　　　　・適用する　（種類：　　　　　　　厚さ（mm）　　　：施工箇所　※図示）

製品の寸法許容差　※標仕表17.3.1による

　　　　　　　　　・製造所標準製作規定寸法許容差による　　　　　

カーテンウォール板間目地

表面仕上げ　　　　（　　　　　　　　　　　　　　　　）

断熱材　　　　　　※適用しない

シーリング材料

（17.1.3）

（17.1.3）

建物の構造種別 層間変位量（h＝支点間距離） 状　　態

鉄骨造

※±（1/200）×h以上　

※±（1/100）×h以上　

　シーリングは補修程度

　ガラス等の破損もない

※部材が損傷せず、破損脱落もしない。

鉄骨鉄筋コンクリート造

鉄筋コンクリート造

耐震性能

　性能値　※建築基準法施行令第87条及び建設省告示第1454号に定められた風圧力に対して

耐風圧性能

　設計用震度　　水平方向（Ｋ　）　※1.0　　・　

　　　　　　　　垂直方向（Ｋ　）　※0.5　　・　

Ｈ

Ｖ

施工部位 種　　別 規格等

・ファスナー部

・取付けブラケット

・層間ふさぎ

・パネル目地部

耐火材料

　下記以外は標仕表9.7.1による （9.7.2）（17.2.2）（表9.7.1）

　下記以外は標仕表9.7.1による　 （9.7.2）（17.3.2）（表9.7.1）

2

3

（17.2.3）（表14.2.1）

（17.1.3）

（17.1.3）

（17.1.3）

（17.1.3）

色彩等種　　別

支点間距離（ｈ）

　シーリングは補修程度

　　　　　かつ絶対量20mm以下

※±（1/150）×ｈ　

※±（1/200）×h以上　

※±（1/100）×h以上　

製造所　　　性能等の確認できる資料を提出し監督職員の承諾を受ける

鉄骨造

映像調整　※行わない　・行う（建具表による）

耐火性能　※適用しない　　・適用する（　　　時間、施工箇所：図示）

　部材に有害な歪みが起こらない

※部材の脱落、ガラスの破損及び主要

鉄骨鉄筋コンクリート造

鉄筋コンクリート造

耐震性能

　有害な変形が起こらないこと

※各部の破損、残留変形

主要部材のたわみ

　性能値　※建築基準法施行令第87条及び建設省告示第1454号に定められた風圧力に対して

耐風圧性能

無着色

※ブラウン系　・ブラック　・ステンカラー　・　

塗装材料（　　　　　　　　　）焼付け方法（　　　）コート（　　　）ベーク・着色塗膜

アルミニウムの表面処理

※4ｍ以下　

・4ｍを超える

水密性　　・Ｗ－４　　・Ｗ－５　　・　

気密性　　・Ａ－３　　・Ａ－４　　・　

　設計用震度　　水平方向（Ｋ　）　※1.0　　・　

　　　　　　　　垂直方向（Ｋ　）　※0.5　　・　

Ｈ

Ｖ

層間変位量（h＝支点間距離）建物の構造種別 状　　態

状　　態たわみ量

　　　　　　　　　・取付け

（17.2.2）

（17.2.5）（表17.2.2～3）

・ＢＢ－１種　　・ＢＢ－２種

・Ｃ種　

※Ｆ種　　・　

※Ｆ種　　・　

※Ｃ種　　・　

※Ｃ種　　・　

※Ｃ種　　・　

※Ｃ種　　・　

屋内の壁及び天井の塗装の仕上げは、建築基準法に基づく基材同等の認定のあるものとする。 (18.1.3)

２．素地ごしらえ 各部の素地ごしらえ

亜鉛めっき鋼面

鉄鋼面

木　部

※Ａ種（継目処理工法）※Ｂ種（その他）

・Ａ種　　・Ｂ種　

ボード面

モルタル・プラスター面

・Ａ種　　※Ｂ種

※Ａ種（不透明塗料塗）※Ｂ種（透明塗料塗）

・Ａ種　　・Ｂ種　　※Ｃ種

・Ａ種　　※Ｂ種

塗料塗り 鉄鋼面

塗料の種別

鉄鋼面 ※Ａ種（見え掛り）　※Ｂ種（見え隠れ）

(18.3.3)
錆止め塗料塗り

亜鉛めっき鋼面

亜鉛めっき鋼面

※Ａ種　※Ｂ種（標準仕様書8節の場合）

３．錆止め

ペイント塗り

（ＳＯＰ）

(18.4.2)

鉄鋼面

※１種　　・２種

・Ａ種　　　　　　　※Ｂ種

合成樹脂調合ペイント塗り

木部 ※Ａ種（屋外）　　　※Ｂ種（屋内）

塗料の種別

５．クリアラッカ
ー塗り（ＣＬ）

・Ａ種　　※Ｂ種

・Ａ種　　※Ｂ種

・Ａ種　　・Ｂ種　　・Ｃ種　種別は表１８．７．３の特記による

８．つや有り合成樹脂

（ＥＰ－Ｇ）

エマルションペイント塗り

・Ａ種　　※Ｂ種

コンクリート・モルタル・プラスター・石こうボード・その他のボード面

鉄鋼面（屋内） ・Ａ種　　※Ｂ種

木部（屋内）（多孔質広葉樹を除く）→仕様工程等は、表１８．８．２による

つや有り合成樹脂エマルションペイント塗り

・Ａ種　　※Ｂ種

コンクリート・モルタル・プラスター・石こうボード・その他のボード面

合成樹脂エマルションペイント塗り９．合成樹脂

（ＥＰ）
エマルションペイント塗り

コンクリート・ＡＬＣパネル面

コンクリート・押出成形セメント板面

塗り工法に応じた節の規定

塗り工法に応じた節の規定

合成樹脂調合ペイント塗り　木部　鉄鋼面　亜鉛めっき鋼板

(表18.4.1～3)

６．アクリル樹脂系

（ＮＡＤ）

４．合成樹脂調合

７．耐候性塗料塗り （ＤＰ）

非水分散形塗料塗り
(屋内)

(屋外)

～特記による上塗りの等級

コンクリート面及び押出成形セメント板面の種別

１．材　料

※Ａ種　・Ｂ種 (標準仕様書8節の場合)

※Ａ種（鋼製建具等）・Ｂ種　

鉄鋼面　工程＜下塗り→研磨→中塗り→上塗り＞は表１８．７．２による

(18.7.4)(表18.7.3)

亜鉛めっき鋼面　工程＜下塗り→研磨→中塗り→上塗り＞は表１８．７．３による

(18.8.1～4)

(18.2.1～7)（表18.2.1～7）

(18.3.1～2)

（18.5.1）（表18.5.1）

(18.7.2～3)(表18.7.1～3)耐候性塗料塗り

木部のクリアラッカー塗り

アクリル樹脂系非水分散形塗料塗り
コンクリート・モルタル面

（ＵＣ）
10．ウレタン樹脂ワニス塗り 木部のウレタン樹脂ワニス塗り ・Ａ種　　※Ｂ種 (18.10.2)

（ＯＳ）

１１．ステイン塗り オイルステイン塗りは特記による。 (18.11.2)

・Ａ種　　※Ｂ種木材保護塗料塗り
（ＷＰ）

12．木材保護塗料塗り
(18.12.1)

・Ａ種　　※Ｂ種　

（18.6.1）（表18.6.1）

合成樹脂塗床 種　　別 仕上げの種類

・エポキシ樹脂塗床材

・弾性ウレタン塗床材 ※平滑仕上げ　　・防滑仕上げ　　・つや消し仕上げ

・防滑仕上げ　　

備　考寸法（mm） 総厚さ（mm）種　類パイル形状

※6.5※500×500

・第二種

※第一種

・カット、ループ併用

・カットパイル

※ループパイル

・タイルカーペット

耐電性　・人体帯電圧3kV以下（フリーアクセスフロア敷設範囲）

4

・　フローリング

ボード

・　フローリング

ブロック

ワニス塗り

・オイルステン

塗りの上

・単層フローリング

種　別 樹種 厚さ(mm) 工法 塗装

※ナラ

※ナラ ※ウレタン樹脂

※１５

※１５ 幅　７５

303×303

・接着工法

・釘止め工法

ワックス

・生地のままワックス

・既塗装品

フローリング張り5

・接着工法

・　モザイク

パーケット

※ナラ ・６ ・９ ・接着工法・８

（19.9.2～3）

種　類 施工箇所 厚さ（mm） 品質等

＝厚さ/熱伝導率

＝0.676以上

ロックウール、グラスウール、フェノールフォーム、ユリア樹脂又はメラミン樹脂を使用した

断熱材のホルムアルデヒドの放散量　　　　※規制対象外　　・第三種

製造所　建設技術評価「建築物の断熱材兼用型枠工法の開

　　　　発」において、評価を取得したもの

※40以下 断熱抵抗

※一般部

※壁（図示の範囲）

製造所　　性能の確認できる資料を監督職員に提出する

※断熱材補修部分

・接地部分

・一般部 しないもの

特定フロンを使用

しないもの

特定フロンを使用

・　

・プラスチック系

・コンクリート系

（スキン層付）

・断熱材兼用型枠 ・木質系

・現場発泡断熱材

　フォーム

　ポリスチレン

　保温板

※２種ｂ

※３種ｂ

・100　

・40　

・押出法

（19.8.2）壁紙のホルムアルデヒドの放散量　　　　※規制対象外　　・第三種

　モルタル、プラスター面　　※Ｂ種　　・Ａ種（施工箇所：　　　　　　　　　　）

　せっこうボード面　　　　　※Ｂ種　　・Ａ種（施工箇所：　　　　　　　　　　）

素地ごしらえ

（表19.7.1）

種　　類 JISの記号 厚さ（mm）

施工箇所

※グラスウール吸音ボード32Ｋ

・ロックウール吸音ボード1号 ※25

※25

ＲＷ－Ｂ

ＧＷ－Ｂ

壁紙張り

種　　類

　ファイバーボード

　（軒天井用）

・ロックウール化粧吸音板

・ロックウール化粧吸音板

・普通木毛セメント板

・硬質木毛セメント板

・化粧せっこうボード（木目）

・せっこうラスボード

・せっこうボード

・強化せっこうボード

・不燃積層せっこうボード

・シージングせっこうボード

・難燃合板

・インシュレーションボード

・ハードボード（素地）

・単板張りパーティクルボード

・ミディアムデンシティ

・メラミン樹脂化粧板

　※適用する　　　・適用しない

　※規制対象外　　・第三種

合板類、繊維板、及びパーティクルボードのホルムアルデヒドの放散量

軽量鉄骨下地ボード遮音壁の遮音シール材

ＨＷ

ＮＷ

0.8ＦＫ

ＤＲ

ＤＲ

ＤＲ（凹凸）

ＤＲ（軒天）

ＧＢ－Ｒ

ＤＲ（軒天凹凸）

ＧＢ－ＮＣ

ＧＢ－Ｓ

ＧＢ－Ｆ

ＧＢ－Ｌ

ＧＢ－Ｄ

ＭＤＦ

ＨＢ

ＩＢ

Ｇ

Ｇ

Ｇ

Ｇ

Ｇ

Ｇ

Ｇ

・ 研磨板 （・スタンダード ・テンパード ）

・ 無研磨板（・スタンダード ・テンパード ）

・無研磨板 ・研磨板

・不透明塗料塗り（しな合板程度）

・生地、透明塗料塗り（ラワン合板程度）

模様（※柾目　・板目） 専用下地材付き

JIS K 6903による　厚さ1.2

12.5（不燃）　15.0（不燃）

9.5

※12.5（不燃）　　・9.5（準不燃）

・凹凸タイプ（※12 ・15）（不燃）

※フラットタイプ 9（不燃）

　　　　　　化粧有（トラバーチン模様）

　　　　　　化粧無（下地張り用）9.5（不燃）

12.5（不燃）

・凹凸タイプ（※12（不燃）・15・19・　　）

※フラットタイプ（※9（不燃）・12　・　　）

タイプ2（無石綿）（・6　・8　・　　）

・ 9　　・ 12　 ・ 15　 ・18 ・　

・ 10　 ・ 12　 ・ 15　 ・18 ・　

・ 3　　・ 7　　・ 9　　・12 ・　

・15　　・20　　・25　　・　

・15　　・20　　・25　　・　

Ａ級（・天井仕上　・内装仕上　・ ）

JISの記号 厚さ（mm）、規格等

9.5（不燃）幅440mm程度

・けい酸カルシウム板

せっこうボード

フローリング

・　大型積層

・複層フローリング

フローリング

・　複合２種

フローリング

・　複合３種

フローリング

・釘止め工法

ワニス塗り

・オイルステン

塗りの上

ワックス

・生地のまま

ワックス

・既塗装品

・特殊張り

工法

(体育館床)

種　別 樹種 工法 塗装種別 防湿処理

・サクラ

※ナラ

・ヒノキ

・行う・Ａ種

・Ｂ種

※Ｃ種

・接着工法

※ウレタン樹脂

・ナラ ・行う

・サクラ ・行わ

ない

畳の種別 ・　Ａ種 ・　Ｂ種

・　Ｄ種（　　　　　　　）

(19.6.2)(表19.6.1)畳敷き

（19.7.2～3）（表19.7.1～5）

及び合板張り

吸音材

6

7

8

（表18.2.4～5）（表18.2.7）

9 断熱・防露

・薄膜流し展べ仕上げ

・厚膜流し展べ仕上げ（・平滑　・防滑）　

・樹脂モルタル仕上げ（・平滑　・防滑）　　
特記による

・行わない

・　Ｃ種

・25

・15

難燃性　・３級　・２級

・　複合１種

その他ボード

・25

（表19.3.2）

（19.4.1～4）（表19.4.1～8）

長さ900以上

・

粘着はく離形接着剤を
使用する。

(19.5.1～7)　　(表19.5.1～6)
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　　　　　・正圧　　　Ｎ/㎡以上及び負圧　　　Ｎ/㎡以上に対して安全であること。 　　　　　　

　　　　　　安全であること。

　　　　　・正圧　　　Ｎ/㎡以上及び負圧　　　Ｎ/㎡以上に対して安全であること。　　　

　　　　　　安全であること。

(18.9.2)（表18.9.1）

　（㎡・k/w）

・不燃・準不燃・難燃

・不燃・準不燃・難燃

紙
繊維

（織物）（ビニル）

プラ その他

(化学繊維)
無機質

防火性能 備　考

壁紙の種類

（19.8.2）

(19.2.1～4）
(表19.2.1～2）ビニル床シート張り

及びゴム床タイル張り

JIS A5705のJIS表示認証製品

・マーブル

色　柄 厚さ(mm)

※　2.0

・　2.5

特殊機能

・帯電防止

・帯動荷重

種　　類

※　発泡層の

ないもの

・　発泡層の

あるもの

記号

※ＦＳ

・ＴＳ

・ＨＳ

・ＫＳ

工法

※熱溶接

・突付け

種類の記号

　　ＦＳ

色 　柄

・　石目調

厚さ(mm)

※　2.0

・　2.5

特殊機能

・帯電防止

・帯動荷重

※熱溶接

・突付け

工　　法

・ビニル床

目又は石目調のもの

シート

床シート

厚さ(mm)

・　2.0

寸法

※300×300

・300×300

・450×450

※ＫＴ

・ＦＴ

記号種　　　類

※　コンポジション

ビニル床タイル

・　ホモジニアス

ビニル床タイル

特殊機能

・帯電防止

・耐動荷重

・帯電防止

・耐動荷重

JIS A5705のJIS表示認証製品

上記以外はすべてビニル床シートに同じ

タイル

帯電防止

・　帯電防止性能評価（JIS A 1445）1.2～3.1程度

又は耐電圧（JIS L 1023)3kv以下

・　帯電防止性能評価（JIS A 1445）3.2～5.1程度

又は漏えい抵抗値(JIS A 1454)0.1×1010オーム未満

・　帯電防止性能評価（JIS A 1445）5.2以上

又は漏えい抵抗値(JIS A 1454)0.1×107オーム未満

耐動荷重

JIS A 1454によるへこみ試験、残留へこみ試験、滑り性試験、層間剥離

強度試験(発泡層のあるビニルシートのみ)およびキャスター性試験等の

試験後異常がないこと。

寸　法（mm）

３００×３００

・視覚障害者用床タイル

材　　　　　　　　　質

・　せっ器質タイル系・　塩化ビニル系

材　種 ※　軟質・ビニル幅木 ・　溶接・　硬質

JIS Ａ5705のJIS表示認証製品で，表面は印刷シートに透明表層を有した木・化粧ビニル

・ビニル床

・特殊機能床材

・　１００高　さ（mm）

厚　さ（mm）

・接着剤 ＪＩＳ　Ａ　5536（床仕上げ材接着剤）により、

種別は表19.2.1による施工箇所に応じたものとする。
ホルムアルデヒト放散量は特記による。特記がなければＦ☆☆☆☆とする。

2

種　別 パイル形状 色柄等

・織じゅうたん

・Ｃ種

※無地

・柄物（標準品）・Ｂ種

・Ａ種 ・カットパイル

・ループパイル

・カット、ループパイル併用

耐電性　※人体帯電圧3kV以下　　　・　

パイル形状 パイル長（mm） 工　　法

※全面接着工法

・レベルループパイル

・カット、ループ併用

・カットパイル

・ループパイル ・グリッパー工法

・タフテッドカーペット

※5～7　 ・　

※4～6　 ・　

※4　　　・　

耐電性　※人体帯電圧3kV以下　　　・　

（19.3.3～4）（表19.3.2）

3　カーペット敷き

・　７５
・　２.０

※　６０

※　１．５

・　2.0

・　木目調

・無地

ビニル床タイル

備　考

（19.3.1～4）（表19.3.1）

備　考

下敷き材を敷く。
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（16.2.3）

（表14.2.1）

屋内建具

（表14.2.1）

網戸 防虫網

　網の種別　※ガラス繊維入り合成樹脂製　・合成樹脂製　・ステンレス製（SUS316）

　形　　式　※外部可動式　・固定式

樹脂製建具 建具の性能及び構造の適用は建具表による （16.3.2）

製造所標準仕様による

鋼製建具

耐風圧性の適用は建具表による

特定防火設備の戸　　・適用あり

（16.4.2）（表16.4.1）

鋼製軽量建具 簡易気密型ドアセットの適用は建具表による （16.5.2）

ステンレス製建具 簡易気密型ドアセットの適用は建具表による

耐風圧性の適用は建具表による

表面仕上げ　※ＨＬ程度　・鏡面仕上げ　・　

曲げ加工　　※普通曲げ　・角出し曲げ（補強あり）

特定防火設備の戸　　・適用あり （表16.6.1）

（16.6.5）

（16.6.4）

枠 ・ 障子　：　

ガ　ラ　ス　：　

3

4

5

（表16.3.3）

6

（表16.7.3～10）ふすまの上張り　　

　※新鳥の子又はビニル紙程度（押入等の裏面は除く）　　 ・鳥の子

建物内部の木製建具に使用する表面材及び接着剤のホルムアルデヒドの放散量

　※規制対象外　　・第三種

（16.7.2）

かまち戸の樹種　　かまち（　　　　　　　　　）　　鏡板（　　　　　　　　）　　 （16.7.2）

マスターキー　※製作する　・製作しない

建具用金物

　錠類はシリンダー箱錠（レバーハンドル）とする

　なお、錠前類は建具製作所の指定するものとし、監督職員の承諾を受ける

（16.8.4）

（16.4.6）（16.5.6）

（16.8.2）

　・丁番（内部建具については、軸を鉄芯としてもよい）

　・ピボットヒンジ

　・フロアヒンジ

（表16.8.1～5）

8

7 木製建具

建具用金物

自動ドア開閉装置

・凍結防止措置（適用箇所は建具表による）

（16.9.2～3）（表16.9.1～3）

開閉方法 センサの種類

・熱線スイッチ　　　・光電スイッチ

※光線スイッチ　　　・音波スイッチ

・マットスイッチ　　・電子マットスイッチ

・スイングドア

※スライデイングドア

自閉式上吊り引戸装置

　　　　　　　・製造所標準仕様による

品質規格　　　※標仕表16.10.1による （16.10.2～3）

9

10

シャッターの種類

・屋内用防煙シャッター

・屋内用防火シャッター

・外壁用防火シャッター

・一般重量シャッター

開閉機能　　　　※上部電動式（手動併用）　・上部手動式　

開閉形式　　　　※手動式　・上部電動式（手動併用）

（16.11.2）

（16.11.2）（表16.11.1）

（16.12.2）（表16.12.1）

危害防止機構

　※障害物感知装置（自動閉鎖型）

　・シャッターの二段降下方式

一般重量シャッターのシャッターケース　　※設ける　・設けない　　 （16.11.2）

スラット　材質　※塗装溶融亜鉛めっき鋼板　　・鋼板

　　　　　形状　※インターロッキング形　　　・オーバーラッピング形

ガイドレール等　※鋼板製　・ステンレス製SUS304（厚さ1.5mm）

（16.12.3）

（16.12.4）

（表16.12.2）

軽量シャッター12

重量シャッター11

（16.13.2～3）

ガイドレール

　（SUS304）

※ステンレス鋼板

・溶融亜鉛めっき鋼板

収納形式

・ローヘッド形

・スタンダード形

・ハイリフト形

・バーチカル形

開閉方式

・チェーン式

※バランス式

・電動式

セクション材料

※スチールタイプ

・アルミニウムタイプ

・ファイバーグラスタイプ

オーバーヘッドドア13

※建具表による

・ガラスブロック　 標仕16.14.5による

（16.14.2）

（16.14.5）

防火性能厚さ（mm） 色調

※クリア ※無し

・有り

表面形状

・正方形

・長方形

呼び寸法（mm）

ガラス留め材 （16.14.2）（表9.7.1）

　防火戸のガラス留め材は建築基準法に基づく防火性能を有するものとする。

※シーリング材　・ガスケット（FIX部はシーリング材）

※シーリング材

※シーリング材

材　　　種建具の種類

アルミニウム製

鋼製及び鋼製軽量

ステンレス製

板ガラスをはめ込む溝の大きさ

　　標仕16.14.3 以外のアルミニウム製建具及び板ガラスの場合は（社）日本建築学会

（16.14.3）

　JASS 17ガラス工事「3.1納まり寸法標準」によるほか、性能値が確認できる資料を

　監督職員に提出する

種　類 張り面 性能値

第2種 ※内張り　・外張り 飛散防止率　Ｄ１

品質　JIS A 5759による　　

※ガラス飛散防止フィルム　　

名　　称

ガラス留め材及び溝

簡易気密型ドアセットの適用は特記による

断熱等級・

　表面処理　※ＢＣ－１種又はＢＣ－２種　　　

　　　　　　・Ｃ２種（・ブラウン系　・ブラック　・ステンカラー）

　表面処理　※ＢＢ－1種　・Ｃ種（・ブラウン系　・ブラック　・ステンカラー）

吊金物

14 ガラス

耐風圧性能（　　　　　）Ｎ/㎡

耐風圧性能（　　　　　）Ｎ/㎡

耐風圧性能（　　　　　　　　）Ｎ/㎡

耐風圧性能（　　　　　　　　）Ｎ/㎡
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23

排
水
工
事

植
栽
工
事

1

2

3

4

排水管

排水桝及びふた

埋戻し土

浸透管及び浸透桝

2

3

1

4

5

路面標示用塗料

植込み用土

土壌改良材

樹木の植栽基盤整備

支柱材

幹巻き用材料

芝張り

Ｇ

屋上緑化

6

7

11

（21.2.2）

（21.2.2）

材　　種 管の種類

種　　類 適用荷重

上面形状メンバーピッチ適用荷重種　類形　式材　質

管形状（接合方法）

排水管用材料

※遠心力鉄筋コンクリート管

鋳鉄製マンホールふた

・水封形　　　　　　　　　　・密閉形（テーパー・パッキン式）

・簡易気密形（パッキン式）　・中ふた付密閉形

グレーチングふた

製造所

※ＶＰ　　・ＶＵ

・ＲＥＰ-ＶＵ

・鋼製

・ステンレス製 ※平形　　

・かさ上げ用ボルト固定

　・図示

　※無し

・溝ふた用

・桝ふた用

※受枠付き ・歩行用

・Ｕ字溝用

※細目　　

・細目

※普通目

・凹凸形　　

※凹凸形　　

Ｂ形（ゴム接合）

・Ｔ－２用

・Ｔ－６用

・Ｔ－１４用

・Ｔ－２０用

・Ｔ－２用

・Ｔ－６用

・Ｔ－１４用

・Ｔ－２０用

※Ｂ種　　・　

※外圧管（※１種　・２種）

Ｇ

・硬質ポリ塩化ビニル管

・排水用リサイクル硬質ポリ塩化ビニル管

（21.2.3）（表21.2.1）（21.3.1～3.2）

車道部の排水管の敷設

　　　※図示

　　　・砂基礎（地業厚さ20cm以上　材料　山砂の類）

・硬質ポリ塩化ビニル管

（21.3.1～2）

（23.2.3）

（23.2.3～4）

（23.3.2）

（23.3.2）

（23.2.2～3）（表23.2.1～2）

（23.2.2～3）（表23.2.1～2）

樹木の樹高（ｍ） 有効土層の厚さ（cm） 工　法 整備範囲

整備範囲工　法有効土層の厚さ（cm）適　用

Ｇ

Ｇ

種類 施工 適用 色 幅（mm） 布厚さ（mm） 揮発性有機溶剤の含有率

常温

加熱

溶融

液状

粉体状

※白 ※150 塗料総質量に対して

5%以下

樹木

　ただし、低木は植栽範囲

・図示

・葉張りの範囲

・Ｃ種

・Ｂ種

・Ｄ種

※Ａ種

工法Ｄ種以外の工法で、現状地盤高と計画地盤高が同一でない場合は、計画地盤高からを有効土層と

する。ただし、計画地盤高が現状地盤高より高い場合は、計画地盤高まで植込み用土で盛土を行う。

・12以上

・3以下

・7超～12未満

・3超～7以下

※行う　・行わない ※20　　 ※Ｂ種　　 ※植栽範囲　　・図示

芝及び地被類

※適用する

バークたい肥

発酵下水汚泥コンポスト

　有機物の含有量（乾物）

　炭素窒素比（C/N比）

　陽イオン交換容量（乾物）

　pH

　水分

　幼植物試験の結果

　窒素全量（現物）

　りん酸全量（現物）

　加里全量（現物）

　ひ素

　カドミウム

　水銀

　ニッケル

　クロム

　鉛

　有機物の含有量（乾物）

　炭素窒素比（C/N比）

　pH

　水分

　窒素全量（現物）

　りん酸全量（現物）

　アルカリ分（現物）

※幹巻き用テープ　・わら及びこも

種類　・こうらい芝　　・野芝

※杉の焼丸太（間伐材）　　　　・真竹

　したもので、植害試験の調査の結果、害が認められないものとする

　「金属等を含む産業廃棄物に係る判定基準を定める省令」の別表第一の基準に適合する原料を使用

※1.0

※100　　・　

※80 　　・　

※60 　　・　

※50 　　・　

Ｇ

：0.005%以下

：0.0005%以下

：0.0002%以下

：0.03%以下

：0.05%以下

：0.01%以下

：35%以上

：8.5以下

：20以下

：50%以下

：0.8%以上

：1.0%以上

：15%以下

：70%以上

：35以下

：70meq/100g以上

：5.5～7.5

：55～65%

：0.5%以上

：0.2%以下

：0.1%以上

：生育阻害その他の異常を認めない

※現場発生土の良質土　　　　・客土（※畑土　・黒土）

　施工箇所　※植栽範囲　　　・図示

・１種

・１種

・３種１号

屋上緑化システム

・管理方法による区分　　・省管理型

　かん水装置　　　　・設ける（工事区分は図示）

　透水層、保水層及び排水層等

　耐荷重性能

　耐根層の材料

　合成樹脂耐根シート（厚さ3mm以上）又は抗根性剤とする（耐根性能の実績を有すること）

　植込み用土　　製造所の仕様による

　植栽の種類　　製造所の指定するものとする

・管理方法による区分　　・管理型

２　質量の上限値　　　（　　　　　　） kg/ｍ

　　保水層及び排水層の鉛直方向の排水性能：240ｌ/ｍ ・ｈ以上２

４　　省管理型：3×10 Ｎ/ｍ 以上の載荷重で異常のないこと。２

Ｇ

（23.4.2）

（23.5.2）

（23.5.3）

・ＤＶ

（21.2.2～3）（表3.2.1）

JIS K 5665（路面標示用塗料）による
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遮断層及び凍上抑制層

舗
装
工
事

1

2

盛り土に用いる材料

の材料

3 路床安定処理

4

5

6

7

8

9

路床締固め度の試験

路盤材料

アスファルト舗装

コンクリート舗装

Ｇ

透水性
アスファルト舗装

ブロック系舗装10

路床土の支持力比試験

・凍上抑制層　　　※再生クラッシャラン　・クラッシャラン　切り込み砂利　　・砂

　　　　　　　　　厚さは図示

（22.2.2～3）（表22.2.1）※添加材料による安定処理

　　　　　・生石灰（　　　　　　　）　　・消石灰（　　　　　　　　）

　添加量　　　　kg/ｍ　（目標ＣＢＲ　※5以上　・　　　　）３

（22.2.5）

（22.2.5）

（22.3.3）

（22.4.2）（表22.4.1）

（22.4.5）

（22.4.6）

（22.5.3）

（22.5.3～4）

（22.5.6）

舗装の種類 車道部の基層 カラー舗装の種類

区分

表層

基層

※行う（※乱した土　・乱さない土）

※行う

　透水性アスファルト舗装にもちいる場合は透水性の高いもの

※無し　・有り

※無し　・有り・カラー舗装

※アスファルト舗装

カラー舗装の着色骨材　　・有色骨材（焼成）　　・着色骨材（樹脂被覆）

加熱アスファルト混合物の種類

※一般地域

・細粒度アスファルト混合物（13）

※密粒度アスファルト混合物（13）

・粗粒度アスファルト混合物（20）

・寒冷地域

・細粒度ギャップアスファルト混合物（13F）

※密粒度アスファルト混合物（13F）

アスファルト　　※再生アスファルト　　　・ストレートアスファルト

シールコート　　※行わない　　　・行う（施工範囲：　　　　　　　　　　）　

アスファルト混合物の抽出試験　　※行わない　　 ・行う　

厚さ試験　　　　　※行わない　　　・行う　

溶接金網　　　　　※有り　　　　　・無し　

注入材料　　　　　※低弾性タイプ　・高弾性タイプ　

早強セメント　　　※使用しない　　・使用する　

アスファルト混合物の抽出試験　※行わない　・行う

※顔料混入加熱アスファルト混合物

・クラッシャラン（C-40）又はクラッシャランスラグ（CS-40）

※再生クラッシャラン（RC-40）

Ｇ

・遮断層　　　　　※川砂、海砂又良質な山砂　　・　

　　　　　　　　　厚さは図示

・フィルター層 ※透水性舗装　車道部150㎜・歩道部50㎜

（22.2.2～3）

（22.4.3）

（22.7.4）（22.7.6）

　種類　・普通ポルトランドセメント　・高炉セメントＢ種　・フライアッシュセメントＢ種

（22.4.4）（表22.4.4）

・Ａ種　　※Ｂ種　　・Ｃ種　　・Ｄ種 （22.2.3）（表3.2.1）

±3

±3

±3

±3

±3

±3

±3

±3

＋5～－1

基　層施工方法厚さ（mm）種　　類

材
　
　
　
料

項　　　目 品　　質　　・　　性　　能

長　　さ 幅 厚　　さ

種　　類 寸法（mm） 厚さ（mm） 目地材

色彩及び表面加工等厚さ（mm）種　　類

・コンクリート平板舗装

※普通平板（Ｎ）　・カラー平板（Ｃ）

・洗出平板（Ｗ）　・擬石平板（Ｓ） ・モルタル

※砂　　

・インターロッキングブロック舗装

・誘導、注意喚起用ブロック

・植生ブロック

※標準ブロック

・透水性ブロック

誘導、注意喚起用は黄色系とする

※標準品

インターロッキングブロック

セメント

※300角 ※60

歩道部　※60　・　

車道部　※80　・　

※80　・100

使用上有害なきず、ひびわれ、欠け、変形等がない。

着色材料

混和材料

骨材

外観

透水性タイプ

植生用タイプ

普通タイプ

普通タイプ

透水性タイプ

植生用タイプ

透水性タイプ

透水性タイプ

普通タイプ

※コンクリート舗装

・アスファルト舗装

※うろこ張り※80～100　・　

寸法許容差（mm）

透水係数（cm/sec）

インターロッキングブロックの品質に有害な影響を及ぼさない。

JIS R 5210ポルトランドセメント、JIS R 5211高炉セメント、

JIS R 5212シリカセメント、JIS R 5213フライアッシュセメン

ト、白色ポルトランドセメントとする。

清浄、強硬、耐久性で、適当な粒度をもち、ごみ、泥、有機物、薄

い石片、細長の石片を含んでいない。

無機質材料を用い、耐候性に優れ、かつインターロッキングブロッ

クの品質及び環境上有害な影響を及ぼさない。

・舗石舗装

※小舗石（花こう岩）　　

5.0以上

3.0以上

4.0以上

32.0以上

17.0以上

２

２

-2

圧縮強度（Ｎ/mm ）

曲げ強度（Ｎ/mm ）

1×10　以上

（22.8.2～4）

（22.8.2～4）

（22.8.2～4）

（22.5.3）（表22.5.2）

縮　　尺
No.

工事名称

図面名称

（20.2.2）20

※ほうろう

※焼付け

　ボード

・ホワイト

・黒板 ※緑　・黒

※緑　・黒

※白

※平面　・曲面　・スクリーン付引分

※平面　・曲面　・スクリーン付引分

ユ
ニ
ッ
ト
及
び
そ
の
他
の
工
事

12 煙突用成形ライニング

11 タラップ

空調用吹き出しパネル　　　※無し

コンセント等の取付け対応　※製造所の標準仕様 （コンセント本体は別途設備工事）

　　　　　　　　　　　　　　コンセントの箇所数は図示

　　　　　　　　　　　　　・有り（※固定式　　・可変式　：施工箇所は図示）　　　

　　　　　　　　　　　フリーアクセスフロア全体面積に対する設置割合

スロープ及びボーダー　　　※製造所の標準仕様　　・図示

表面仕上げ材の品質・規格等は、19章内装工事による

　　　　　　　　　　　※20～30％　　　　・　

配線用取り出しパネル　配線取り出し開口：パネル１枚につき40mm×80mm程度の開口１ヶ所以上

　5,000Ｎについては、平成元年建設省告示第1322号「耐震型フリーアクセスフロアの開発」の建

　設技術評価において評価を取得したもの又は同等品とする。

・溝構法

・溝構法

・溝構法

・パネル構法

・パネル構法

・パネル構法

・タイルカーペット

・タイルカーペット

・タイルカーペット

・帯電防止床タイル

・帯電防止床タイル

・帯電防止床タイル

・1.0Ｇ

・1.0Ｇ

・1.0Ｇ

・0.6Ｇ

・0.6Ｇ

・0.6Ｇ

・3,000Ｎ

・5,000Ｎ

・3,000Ｎ

・5,000Ｎ

・3,000Ｎ

・5,000Ｎ

施工箇所

施工箇所 構　法
仕上り高

（mm）

適用地震時

水平力
耐荷重性能 表面仕上げ材 備　考

15 カーテン

16 カーテンレール

14 ロールスクリーン

13 ブラインド

10 表　示

9 鏡

8 黒板及び
　ホワイトボード

7 床目地棒

6 階段滑止め

5 手すり

4 トイレブース

3 移動間仕切

2 可動間仕切

1 フリーアクセスフロア

種　　別

（20.2.11）

（20.2.13）

（20.2.14）

（20.2.15）

（20.2.16）

（20.2.6）

（20.2.7）

（20.2.5）

材　種　※アルミニウム製　　・ステンレス製

形　式　・片引き　　・引分け（※暗幕用は300mm以上の召合せの重掛けとする）

形　式 スラットの材質 スラットの幅（mm）

備　 考
手引電動

装　　置
施工箇所

・一般タイプ

※鋼板

※鋼板

　　　　　　　・ポリエステル樹脂系化粧板

足形状　　　　※幅木型　・足金物型

　　　　　　　※メラミン樹脂系化粧板（標準色　アルミ製コーナーエッジ付き）

形　　状　　ビニルタイヤ入り

　　　　　　両端フラットエンド　※有り（・ステンレス製　※ビニル製）　・無し

　表面仕上げの壁紙張りの品質は19章内装工事による

材　　種　　ステンレスSUS304

取付け工法　※接着工法　・埋込み工法

※集成材クリアラッカー仕上げ

　（市販品　径　約45mm）

幅（mm）　約35

　遮音性能はJIS A 6512の遮音試験に準拠する

・パネル式

・スタッド式

・スタッドパネル式

※メラミン樹脂又は

　アクリル樹脂焼付け

・　 ・なし

・あり ・あり

（　　）

・焼付け塗装

・壁紙張り

・焼付け塗装

・壁紙張り

　（36db以上）

・手動式　　　・電動式

・手動式　　　・電動式

・部分電動式

・部分電動式

誘導標識、非常用進入口表示等は市販品とし、その他は共通詳細図による。

衝突防止表示　

・クロススラット

・アルミスラット

※アルミニウム合金製※横型

・縦型

・操作棒式

防炎性能　※有り

※25

・100

・80

・煙突用成形ライニング材

・キャスタブル耐火材

　最高使用温度　　※650℃　　・400℃

　工　　法　　　　※こて押さえ

　最高使用温度　　※400℃

※ギヤ式　　・コード式

・なし

　　※図示（市販品　※ステンレス製　径約30mm　　・　　　　　 ）

　　（・両面　・片面）

　　・無し

※鋼板

（※0.6　・0.8）

寸法（mm）　　・図示　　・　

厚さ（mm）　　※5　　　 ・　

表示標識、案内用図記号についてはJIS Z 8210による

・１本操作コード

・２本操作コード

・６０

・既成品

材　　種　　ステンレスSUS304

（20.2.12）種類・仕上げ材は特記による

（20.2.8）

（20.2.9）

（20.2.10）

（20.2.16）

表面仕上げ材

・遮音タイプ

種　類

（20.2.4）

（20.2.3）

（19.2.2）

種　類 寸法（Ｌ＝　mm） 適用内容 規格・品質等

目　地 内壁（幅×深さ） 外壁（幅×深さ）

種　　類 材　　質 高さ（mm） 備　　考

備　　考高さ（mm）厚さ（mm）材　　質

・市販品（アルミニウム製　押出し型材）

・図示

・垂直方向

・水平方向

目地材

※完全（全貫通型）スリット　

シーリング材（見え掛かりのみ）

・耐火型

・非耐火型

・有り

・無し

シーリング材（内外とも）

目地寸法（mm）

枠の材質　　※アルミニウム製

材　　 種

奥行き（mm）

市販品

材　質　・塩化ビニル製（コイル状　ステンレス製受枠）　　・ビニル製（ステンレス製受枠）

市販品

　　　　・硬質アルミニウム製（受枠とも）　　・ステンレス製（受枠とも）

・つり戸棚

・水切り棚

・コンロ台

・流し台 ※1200

※1200

※1200

・1500

※600

・600

・700

・1800

・900

トラップ付き ※優良住宅部品

※市販品

バックガード ※有り （セクショナルキッチンⅠ型）

水平荷重Ⅰ又は水平荷重Ⅱ

・鋼製物品棚

・鋼製書架

JIS S 1040の規格による

JIS S 1039の規格による

材　質　アルミニウム製（※額縁タイプ　　・目地タイプ）

材　質　アルミニウム製（受け枠　※アルミ製　　・ステンレス製）

寸　法

製造所

・可動式

・回転降下式

・垂直降下式

　（巻取り型）

鋼板製又はアルミ製

（不燃認定品）

※不燃布

　※天井材張り

　・可動式（天井収納型）

　※固定式（壁埋込型）

表面仕上げ

ガイドレール

　降下機構　　煙感知器連動及び手動開放装置（埋込型）

※500

※500

・800

・800

・線入り磨板ガラス

※網入り磨板ガラス アルミ製枠付き※500

・固定式

・ビニル被覆エキスパンドフェンス

・樹脂塗装メッシュフェンス

照明器具　※有り　・無し

施　　錠　※有り　・無し

製造所

材　種　ステンレス製SUS304

　　　　・レジンコンクリート製　　　

屋　外　※レジンコンクリート製　・磁器又はせっ器質タイル（※300　・　　　　）

屋　内　※塩化ビニル製　　　　　・磁器又はせっ器質タイル（※300　・　　　　）

色彩は黄色を原則とする

ブロックパターンはJIS T 9251による

材質　・アルミ　・ステンレス

耐火性能　　　　・有り（　　　　）　・無し

防水型　※適用する　　・適用しない

材質

ホルムアルデヒドの放散量　　　※規制対象外　　・第三種

形状・寸法　　　　※図示

固定方法　　・埋込式　・ベース式　・バンド式

操作方法　　※ハンドル式　・ロープ式

形　　式　　※テーパー型　・同一断面型

製造所

地上高さ（ｍ）　・6　・8　・10　・12

　　　　　　　　　　　　　　　　　※スプリング付　　・スプリング無し

※ステンレス製（上下式鎖内蔵型）　径114.3mm　t＝2.5mm　Ｈ＝ＧＬ＋700mm

※6.8

・900

・メラミン樹脂化粧板張り（心材：集成材）　　・人工大理石

・約450　　・約600

　　溝幅×深さ（mm）　・90×150　※120×80　・120×150　・150×80　・　

　　色彩　　　　　　　　※Ｂ－１　・Ｂ－２（※ブラウン系　・ブラック　・ステンカラー）

クリアランス　　・50　・100　・150　・　

表面の材質　※塩ビ発泡シート張り　　・　

形　式　・30組用　・60組用　・120組用　・　

※20×10　　・　※20×10　　・　

材　　質　　※アルミニウム合金製

ステンレス製 ※１段式

※１種　・２種　・３種

コンクリートは表6.2.1 [コンクリートの種別]のII類に準ずる

材料は6章3節[コンクリートの材料及び調合]による

間知石は表面がほぼ方形に近いもので、控えは四方落としとし、控え長さは面の最小辺の

1.2倍とし、材種は特記材料はによる

（20.3.2）

（20.4.2）

コンクリート間知ブロックはJIS A 5371(プレキャスト無筋コンクリート製品）の積み
ブロックに基づき、種類及び質量区分は特記による

種　類 寸法（mm） 色　彩 備　　考

厚さ（mm）

表面材種

総厚さ（mm）

パネル部の
構造形式 表面仕上げ 遮音性能 防火性能

遮音性能 厚さ（mm） 表面材 表面仕上げ 操作方法

施工箇所
形　式

片引 引分

装　置

電動 ひも引 手引
ひだの種類 性　 能 備　 考

間知石及びコンクリート
間知ブロック積み

プレキャスト
コンクリート工事

エキスパンション
・ジョイント金物

車止め支柱

収納家具

屋外掲示板

フェンス

旗竿受金物

旗竿

視覚障害者用床タイル

（誘導用及び

　　注意喚起用床材）

洗面カウンター27

28 防煙垂れ壁

29

30

31

32

33

34

35

36

37

38

17 ブラインドボックス

及びカーテンボックス

耐震スリット18

19 止水板

20 天井点検口

床点検口21

22 鋼製書架及び物品棚

23 かぎ箱

24 くつふきマット

25 流し台ユニット

26 屋内掲示板

形　状　　・据置式　　・壁張り式　　・差込式

方　向 タイプ 耐火性能 防水性能

耐荷重による種類規格等種　類

浴場新築特記仕様書④

A-06
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承認 設計 縮　　尺

設計年月日

工事名称

図面名称

No.1/200

A-07新 規 配 置 図 ・ 案 内 図
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承認 設計 縮　　尺

設計年月日

工事名称

図面名称

No.1/100
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床：磁器質タイル100角

床:ビニール床タイル

床：磁器質タイル100角

床:ビニール床タイル

外部仕上表

内部仕上表

室 　 　 名 天 井 高

浴 　 　 室 3,000

床 巾 　 木

防水立上げ:H1200

モルタル金ゴテの上

ビニール床タイル(藤模様)

モルタル金ゴテの上

長尺塩ビシートt=2.0mm

ソフト巾木

H=100

H=100

浴槽内:磁器質タイル45角

壁

磁器質タイル貼り100角磁器質タイル貼り100角

耐水石膏ボードt=12.5

ビニールクロス

耐水石膏ボードt=12.5

ビニールクロス

天 　 　 井

バスリブ
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外 　 　 壁
目 地 切 ＠ 900内 外 (ﾀﾃﾖｺ)　 誘 発 目 地 ・ 打 継 目 地 ・ 化 粧 目 地

屋 　 　 上 合 成 高 分 子 系 ル ー フ ィ ン グ シ ー ト 防 水 断 熱 工 法 (SI-M2)、 立 上 り (S-F2)

ﾊﾟ ﾗ ﾍﾟ ｯ ﾄ

建 　 　 具 ア ル ミ 製

コ ン ク リ ー ト 素 地 の 上 、 吹 付 タ イ ル 　 躯 体 よ り 300ま で 防 水 層 　 ｱﾙﾐ笠 木 W240

コ ン ク リ ー ト 打 放 シ (増 コ ン @20mm)の 上 吹 付 タ イ ル 、 複 層 塗 材 RE

横引ドレン

外 巾 木 コ ン ク リ ー ト 打 放 シ の 上 撥 水 材 塗 布

ド レ ン

縦 　 　 樋

ヨ コ 引 き φ 100

縦樋:硬質塩化ビニル管φ100

硬 質 塩 化 ビ ニ ル 管 φ 100　 ｶﾗｰOP塗 装 　 SUS支 持金 物 ＠ 1,200共

新 規 浴 場 1階 平 面 図 ・ R階 平 面 図

1階平面図　1/100 R階平面図　1/100
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Ｎ
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施設仕様

用 途
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ﾏｯｻｰｼﾞ浴 槽

各 10人

各 5人

各 10人

利 用 想 定 人数 面 積

6.00㎡

11.45㎡

18.40㎡

脱 衣 所 各 24人 28.38㎡

ｼｬﾜｰﾌﾞｰｽ 各 1人 0.79㎡

121110987

1

ﾛｯｶｰ

2

3

4

5

6

冷
水
器

121110987

1

ﾛｯｶｰ

2

3

4

5

6

冷
水
器

213.2000ｍ2

木製巾木CL

2,600

8
,
2
8
0

6
,
0
8
5

遮音ﾌｪﾝｽ

800

8
0
0

給湯機基礎

遮音ﾌｪﾝｽ基礎300角H=500

春日居福祉会館大規模改修工事(建築主体)(債務)



承認 設計 縮　　尺

設計年月日

工事名称

図面名称

No.1/100

東立面図

F F F F F F F F F F

アルミ笠木W240

硬質塩化ビニル管φ100

目 地 切 ＠ 900内 外 (ﾀﾃﾖｺ)　 誘 発 目 地 ・ 打 継 目 地 ・ 化 粧 目 地

コ ン ク リ ー ト 打 放 シ (増 コ ン @20mm)の 上 吹 付 タ イ ル 、 複 層 塗 材 RE

南立面図

F F F F F

2
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西立面図 北立面図

FFFFF

Exp.J

新 規 浴 場 立 面 図 A-09
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承認 設計 縮　　尺

設計年月日

工事名称

図面名称

No.1/100

16,400

4,7451,5001,5004,745

Y1 Y2 Y3 Y4 Y5 Y6 Y7 Y8 Y9

575 1,850 575

2
,
0
0
0

4
,
4
9
0

3
,
9
9
0

5
0
0

▽ 設 計 GL

▽ ﾊﾟﾗﾍﾟｯﾄ天

▽ RSL(水 上 ）

▽ 1SL

3
,
7
2
0

2
7
0

1 , 95 5 1,955

1
,
8
0
0

1
,
5
0
0

3
0
0

1 6 ,4 0 0

Y1 Y2 Y3 Y4 Y5 Y6 Y7 Y8 Y9

1,000 180 1,000

8,200 8,200

4
,
4
9
0

3
,
9
9
0

5
0
0

▽ 設 計 GL

▽ ﾊﾟﾗﾍﾟｯﾄ天

▽ RSL(水 上 ）

▽ 1SL

3
,
7
2
0

2
7
0

1
,
8
0
0

1
,
5
0
0

3
0
0

男子浴室 女子浴室

13,000

X5X3X2X1

1,330 3,970 3,850 3,850

1,330

4
,
4
9
0

3
,
9
9
0

5
0
0

▽ 設 計 GL

▽ ﾊﾟﾗﾍﾟｯﾄ天

▽ RSL(水 上 ）

▽ 1SL

2
7
0

3
,
7
2
0

2,457

1,518 2,332

X4 X4a

1
,
8
0
0

3
0
0

1
,
5
0
0

ピット ピット ピット ピット
ピット

浴室WC

3
,
0
0
0

2
,
7
0
0

浴槽

脱衣室

ピット ピット

男子更衣室 女子更衣室女子WC男子 WC

ピット ピット ピット ピット ピット ピット

2
,
7
0
0

3
,
0
0
0

断 面 図

新 規 浴 場 断 面 図 A-10

春日居福祉会館大規模改修工事(建築主体)(債務)



承認 設計 縮　　尺

設計年月日

工事名称

図面名称

No.1/30

新 規 浴 室 矩 計 図

発泡ウレタンt20

100

3
0
0

M浴室

ピット
300

1

壁：コンクリート下地

磁器質タイル貼

3
0
0
0

1
5
0

ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞW250

ｽﾃﾝﾚｽ製

200 250

300

4
0
0

立上り(S-F2)H300

床：ビニール床タイル

2
,
7
0
0

御影石(本磨き)W200 t=30

御影石(本磨き)5000×1500 t=30

45□磁器質タイル貼り

コンクリート下地

3
4
0

M脱衣所

M脱衣所WC

ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞW250

ｽﾃﾝﾚｽ製

200 2002,100

5
5
0

2
50

30
0

5
0

▼WL=FL+250

御影石(本磨き)W300 t=3.0

1
5
0

ピット

1
,
8
0
0

耐水石膏ボードt12.5　ビニールクロス貼

壁：コンクリート下地

ｸﾞﾗｽｳｰﾙt100敷込

天井内：

天井：LGS

天井：LGS

耐水石膏ボードt9.5ビニルクロス張り

耐水石膏ボードt9.5ビニルクロス張り

浴室天井用バスリブ

発泡ウレタンt20

アルミ曲加工既製品

ステンカラー

笠木：

水切り

(不燃)

ルーフドレン

横引き用鋳鉄製

φ100　OP

竪樋:硬質塩ビ製既製品

合成高分子系ルーフィングシート防水断熱工法(SI-M2)　

御影石(本磨き)W300 t=30

御影石(本磨き)800×1500 t=30

スタイロフォームt20

シンダーコンクリート

磁器質100角ﾉﾝｽﾘｯﾌﾟﾀｲﾙ

△設計GL

▽最高の高さ

設
計

GL
か

ら
の

高
さ

　
4,
4
90

5
00

▽1FL

27
0

3,
72
0

13,000

7
0
0

ピット
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普通浴

承認 設計 縮　　尺

設計年月日

工事名称

図面名称

No.

冷
水

器

冷
水
器

(11.45㎡)

ｽﾃﾝﾚｽｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞW250

ｽﾃﾝﾚｽｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞW250 ｽﾃﾝﾚｽｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞW250

ｽﾃﾝﾚｽｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞW250

マッサージ浴

(6.00㎡)

普通浴

(11.45㎡)

マッサージ浴

(6.00㎡)

600×600
床下点検口

床:磁器質100角ﾀｲﾙ

1,560 5,650 990 990 5,650 1,560

8,200 8,200

16,400

9
9
0

5
,
6
5
0

1
,
0
6
0

5
,
3
0
0

7
,
7
0
0

1
3
,
0
0
0

3
,
9
1
0

2
,
4
0
0

1,230 1,500

女子脱衣室 男子脱衣室

男子浴室女子浴室

1 2 3 4 5

6 7 8 9 10

1 2 3 4 5

6 7 8 9 10

ｼｬﾜｰﾌﾞｰｽｼｬﾜｰﾌﾞｰｽ

洗面

洗面

洗面

洗面

洗面

洗面

1

ﾛｯｶｰ

23456

7

8

9

10

11

12

ｸﾘｰﾝﾛｯｶｰ

ﾛｯｶｰ

1 2 3 4 5 6

7

8

9

10

11

12

新 規 浴 場 平 面 詳 細 図

1/50

2
5
0

2
,
5
4
5

2
5
0

ｽﾃﾝﾚｽ手摺

4
5
0

1
,
4
0
0

4
5
0

2
5
0

A-12

8
0
0

8
0
0

8
0
0

床下点検口
600×600

550550

8
0
0

8
0
0

8
0
0

1,000 180 1,000

2
,
0
4
5

2
5

9
7
5

800

200 100100 5,0002,600

1,955

180

1
,
3
3
0

1,955

1
,
3
3
0

3,000

180

1
8
0

4,745 1,955 575 1,850 575 1,955 4,745

16,400

25 975 25 975 25 975 25 975 25

床:磁器質100角ﾀｲﾙ

ｽﾃﾝﾚｽｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞW250

25 975 25 975 25 975 25 975 25 977

977 977 25 975 25 975 25 975 25 975 25

ｽﾃﾝﾚｽｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞW250

977 25 975 25 975 25 975 25 975 25

473 1,850 473

295 825 8351
,
3
6
5

825 2951
,
3
6
5

835

413 825 825 544

450 900 1,257

浴槽内床:磁器質45角ﾀｲﾙ浴槽内床:磁器質45角ﾀｲﾙ

SUS304 38φ×1.5

1,025 205 1,295

205 1,0251,295

1
,
1
8
51,800 2,455 1,8002,4551,010 1,010

FL±0

FL±0

FL±0
FL±0

FL±0

FL±0

FL±0

FL-450 FL-450 FL-450 FL-450

FL-100FL-100

600 900

水勾配2％ 水勾配2％

790

1
3
,
0
0
0

3,000

8
2
5

2
,
0
4
5

7
9
0

1
,
3
5
0

床 :ﾓﾙﾀﾙ金ゴテの上
長尺塩ビシート t=2.0

床:ﾓﾙﾀﾙ金ゴテの上
長尺塩ビシート t=2.0

床:ﾓﾙﾀﾙ金ゴテの上
ビニール床タイル(藤模様)

床:ﾓﾙﾀﾙ金ゴテの上
ビニール床タイル(藤模様)

床:ﾓﾙﾀﾙ金ゴテの上
ビニール床タイル(藤模様)

X5

X1

X2

X3

X4

Y1Y2Y3Y4Y5Y6Y7Y8Y9

水勾配2％

水勾配2％

春日居福祉会館大規模改修工事(建築主体)(債務)



承認 設計 縮　　尺

設計年月日

工事名称

図面名称

No.

5,300

2
,
7
0
0

2
,
1
0
0

6
0
0

2
,
7
0
0

6,700

5,470 1,230 1,3302,490 1,480

5,300

2
,
0
0
0

7
0
0

2
,
7
0
0

1,330 1,955 1,330 1,955

5,300

2
,
0
0
0

7
0
0

2
,
7
0
0

5,3003,000

1,500 1,500

3,000

通路

1/50

床：ビニール床タイル

床：ビニール床タイル

床：ビニール床タイル

1,955 4,745

6,700

2
,
7
0
0

女子脱衣室 Ｂ ＣＡ

Ａ Ｂ Ｃ ＤＤ

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

女子ＷＣ

天井：LGS下地耐水石膏ボードt9.5ビニールクロス貼

壁：耐水石膏ボードt=12.5㎜下地ビニールクロス貼

壁：耐水石膏ボード12.5㎜下地ビニールクロス貼

天井：LGS下地耐水石膏ボードt=9.5㎜ビニールクロス貼

天井：LGS下地耐水石膏ボードt=9.5㎜ビニールクロス貼

壁：耐水石膏ボード12.5㎜下地ビニールクロス貼 Exp.J

新 規 浴 場 展 開 図 １ A-13
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承認 設計 縮　　尺

設計年月日

工事名称

図面名称

No.1/50

1,330 2,4901,480

5,300 6,700

5,4701,230

5,300

2
,
7
0
0

2
,
1
0
0

6
0
0

2
,
7
0
0

2
,
7
0
0

1,330 1,955

床：ビニール床タイル

2
,
7
0
0

床：ビニール床タイル

1,9554,745

6,700

1,330 1,955

2
,
0
0
0

7
0
0

ＢＡ Ｃ

Ｄ

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

男子脱衣室

男子ＷＣ

天井：LGS下地耐水石膏ボードt=9.5㎜ビニールクロス貼

壁：耐水石膏ボードt=12.5㎜下地ビニールクロス貼

天井：LGS下地耐水石膏ボードt=9.5㎜ビニールクロス貼

壁：耐水石膏ボードt=12.5㎜下地ビニールクロス貼

新 規 浴 場 展 開 図 ２ A-14
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承認 設計 縮　　尺

設計年月日

工事名称

図面名称

No.1/50

7,700

2
,
1
0
0

9
0
0

3
,
0
0
0

2
,
3
0
0

5
0
0

2
0
0

2
,
1
0
0

8,200 8,200

3
5
0

7,700 8,200 8,200

3
,
0
0
0

床：磁器質100角ノンスリップタイル

女 子 浴 室

1
,
5
0
0

天井：バスリブ

壁：磁器質タイル張

Ａ Ｂ Ｂ

Ｃ Ｄ Ｄ

新 規 浴 場 展 開 図 ３

1
5
0

3
5
0

1
5
0

3
5
0

2
5
0
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承認 設計 縮　　尺

設計年月日

工事名称

図面名称

No.1/50

3
5
0

7,700

3
,
0
0
0

8,200

2
,
3
0
0

5
0
0

2
0
0

3
,
0
0
0

2
,
3
0
0

5
0
0

2
0
0

2
,
1
0
0

2
,
1
0
0

9
0
0

3
,
0
0
0

7,700

3
,
0
0
0

8,200 8,200

床：磁器質100角ノンスリップタイル

3
,
0
0
0

壁：磁器質タイル張100角

天井：バスリブ

8,200

Ａ Ｂ Ｂ

Ｃ Ｄ Ｄ

新 規 浴 場 展 開 図 ４

1
5
0

1
5
0

3
5
0

2
5
0

3
5
0

2
5
0

男 子 浴 室
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承認 設計 縮　　尺

設計年月日

工事名称

図面名称

No.

1ヶ

SUS304 桝t=2.5加工 パンチングフタ バフ仕上1) 循環吸込兼排水桝

SUS304 ボックスt=2.5加工

2) 循環吐出ノズル

3) ｵｰﾊﾞｰﾌﾛｰｽｷﾏｰﾎﾞｯｸｽ

1. 規　 　模

t=4.0mm ステンレス鋼板 SUS3041) 側　　板
2. 使 用 材 料

ステンレス鋼板 SUS3042) 底　　板

3) 天 端 材 ステンレス鋼板 SUS304

4) 補強材類 ステンレス鋼板 SUS304アングル及び鋼板

ステンレス鋼被覆アーク溶接棒 JIS Z 3221 D308 溶接用ステンレス鋼線材 JIS Z 3321 Y3085) 溶 接 棒

1) 切　　断 ステンレス鋼板の切断は機械切断又はガス切断にて行う。その際、切断面は平滑にし有害な
3. 製　缶　工　事 工 場 加 工

歪み・カエリ、切欠等がない様にする。

ステンレス鋼板の曲げ加工はプレス成型法により冷間で加工する。2) 曲　　げ

3) 溶　　接 溶接の姿勢は下向きを原則とするが水平・立向き・上向きの場合は特に慎重に施工する。

使用電流には注意し運棒及びその速度を適切にしスラグの巻込み・ブロ－ホ－ル・アンダ－カット

クレ－タ－脚の不揃い等不良部の生じない様、細心の注意を払う事。

材端のまわしを励行しスパッタ－・スラグは完全に除去する。

1) 仮設計画 製品搬入路・製品置場・加工場・機器設置・位置等の仮設計画を係員と打合せし承認を得る。
現 場 加 工

現場組立順序・附属物の取付け等に関しては事前に係員と打合せし施工計画書を提出する。2) 施工計画

3) 搬　　入 製品の搬入は重機を利用し行う。

4) 現場溶接 現場溶接はTIG溶接にて歪みのおきない様に溶接順序を考慮し施工を行う。

スパッタ－・スラグは除去する。5) 仕 上 げ

1) 長　　さ 0 ～ +20mm
4. プール許容誤差

2) 　 幅 ±30mm

±5mm3) 水面ﾚﾍﾞﾙ

±30mm4) 水　　深

名　　　　称

5. 附属部品

天端・側面・底面：タイル貼

t=1.5mm

SUS304 桝t=2.5加工 パンチングフタ バフ仕上

天端・側面・底面：タイル貼

仕　　　　　様
数　量

男性浴室 女性浴室

6. 配管部品

名　　　　称 仕　　　　　様
数　量

男性浴室 女性浴室

1) 循環吸込兼排水桝

SUS304 ボックスt=2.5加工

SUS304 ボックスt=2.5加工 タイル仕上

普
　
通
　
浴

2) 循環吐出ノズル

3) ｵｰﾊﾞｰﾌﾛｰｽｷﾏｰﾎﾞｯｸｽ

4) 源水給水ボックス

1ヶ 1ヶ

2ヶ 2ヶ

1ヶ 1ヶ

1ヶ 1ヶ

1ヶ

1ヶ

2ヶ

1ヶ

1ヶ

2ヶ

1) 循環吸込兼排水桝接続管

2) 循環吐出ノズル接続管

3) オーバーフロー接続管

4) 源水給水接続管

普
　
通
　
浴

1) 溶接部検査　底面：バキュームテスト　側面及びコーナー部：カラーチェック
10. 注　　記

缶体漏水検査
8. 検査方法

1) 工事用電源　 200V 45KVA (建築工事)
9. 本体外工事

2) 揚重用重機 最大重量　底板梱包1ton　(建築工事)

12) 各ノズル以降の相フランジ、パッキン、ボルト・ナット(SUS)の取付及び配管工事　　(設備工事)

7) 浴槽タイル下地コンクリート　　オーバーフロー及び底部　　底部はSUS304メッシュ100×100×6φ　　(建築工事)

8) 浴槽タイル工事用副資材　　砂・硅砂・セメント　　(建築工事)

9) 伸縮目地工事　　浴槽床タイル目地部ー外周及び@5m　　(建築工事)

10) 浴槽タイル基準墨出し工事　 　 (建築工事)

11) 浴槽見切り、コーキング工事　　(建築工事)

6) 浴槽据付用基礎墨出し工事　　通り墨・浴槽位置墨・レベル基準墨　　(建築工事)

バキュームテスター(底面溶接部全数)及びカラーチェック(バキュームテスト部

除く全数)に依り溶接面の不良部を検査する。

7. タイル 工 事
1) 浴槽天端・側面・底面

マ

ッ

サ

ー

ジ

浴

1) 循環吸込兼排水桝接続管

2) 循環吐出ノズル接続管

3) オーバーフロー接続管

マ

ッ

サ

ー

ジ

浴

SUS304 40A　ソケット

1ヶ

2ヶ

1ヶ

1ヶ

SUS304 40A　ソケット

2ヶ

1ヶ

SUS304 40A　フランジJIS10K

SUS304 50A　フランジJIS10K

1ヶ

1ヶ

2ヶ

1ヶ

1ヶ

2ヶ

1ヶ

タイル貼　45x45 t=7

3) 浴室躯体工事　(建築工事)

5) 洗い場防水工事　　(建築工事)

ステンレス製浴槽本体特記仕様書

普通浴槽

マッサージ浴槽

水深　550

水深　550

t=4.0mm

新 規 浴 槽 　 特 記 仕 様 書

NS

SUS304 38φ×1.5　バフ仕上 2本 2本5) 入水階段手摺

1ヶ 1ヶ

13) 浴槽用配管スリーブ工事、配管後無収縮モルタル詰め工事　　(建築工事)

14) 酸洗い　　 (建築工事)

15) あく抜き　　 (建築工事)

16) 引渡し満水　　(建築工事)

SUS304 25A　フランジJIS10K

4,900×2,100

2,500×2,100

5) 水位計接続管 SUS304 50A　ソケット

SUS304 桝t=2.5加工 パンチングフタ バフ仕上

SUS304 38φ×1.5　バフ仕上

SUS304 2連　0.2MPa時 110L/min(ﾉｽﾞﾙ1ヶあたり）

1ヶ

5組

1本

1ヶ

5組

1本

SUS304 ボックスt=2.5加工 タイル仕上4) 源水給水ボックス 1ヶ 1ヶ

5) ジェット吸込桝

6) ジェットノズル

7) 入水階段手摺

1ヶSUS304 65A　フランジJIS10K 1ヶ

SUS304 25A ﾚｼﾞｭｰｻｰ65x25　接続管65A ﾌﾗﾝｼﾞJIS10K

SUS304 80A　ソケット 1ヶ

5ヶ

1ヶ1ヶ

1ヶ

5ヶ

4) 源水給水接続管 1ヶ 1ヶSUS304 25A　フランジJIS10K

5) ジェット吸込桝接続管

6) ジェットノズル接続管

7) 連通接続管

SUS304 40A用

SUS304 40A用

SUS304 40A　フランジJIS10K

SUS304 40A　フランジJIS10K

タイル貼　45x45 t=72) 源水給水ボックス

4) 浴槽基礎・設備機器基礎工事　　(建築工事)

A-17
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承認 設計 縮　　尺

設計年月日

工事名称

図面名称

No.

2
0
0

4
,
9
0
0

2
0
0

2
,
5
0
0

1
0
7

1
0
7

4
0
0

8
5
0

8
5
0

4
0
0

8
,
2
0
0

2 0 0 1 07

通 り 芯 ま で 7,700

450

200 17

90 90

2
0
0

4
,
9
0
0

2
0
0

2
,
5
0
0

1
0
7

1
0
7

4
0
0

8
5
0

8
5
0

4
0
0

8
,
2
0
0

2 0 0 17

90 90

200 107

通 り 芯 ま で 7,700

450

女
子

浴
室

男
子

浴
室

女子浴槽　平面配置図　1/30

新 規 浴 槽 　 平 面 配 置 図

A

A

B

B

B

B

A

A
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承認 設計 縮　　尺

設計年月日

工事名称

図面名称

No.

新 規 浴 槽 　 断 面 詳 細 図 (1)

1/10

浴槽　A - A 断面詳細図　1/10

1) 材質の特記なき部材はSUS304とする。

注 記

2)　 印はコーキング材を示す（建築工事）

3）アンカープレート据付は建築工事とする。
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200 107

17 180
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FL±0
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5
0

配 管 ピ ッ ト
配 管 経 路 部 ス リ ー ブ 又 は 開 口

(建 築 工 事 )

防 水 +保 護 モ ル タ ル

(建 築 工 事 )
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1 50 1 5 0

浴槽基礎天端
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9 4
4 5x 45x7

座 面 タ イ ル 貼

45x45x7
天 端 タ イ ル 貼

溶 接 ア ン カ ー 固 定

壁 仕 上 タ イ ル

(建 築 工 事 )

RP-2.5(L30曲 げ )L
@1000

側 板 t=4

L-65x40 t=2.5

@500

ア ン カ ー プ レ ー ト

(据 付 建 築 工 事 )

躯 体 欠 き 込 み

(建 築 工 事 )

側 面 タ イ ル 貼
45x45x7

(通 し 材 )

t=4加 工

5
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2
5
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3
0
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5
5
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1
5
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1 5 0 1 5 0220

8
0

4 9

4 5 x45x7
天 端 タ イ ル 貼

側 面 タ イ ル 貼
45x45x7

45x45x7
座 面 タ イ ル 貼

ア ン カ ー プ レ ー ト

(据 付 建 築 工 事 )

側 板 t=4

L-65x40 t=2.5
@500

普 通 浴 槽 ・ ﾏｯｻｰｼﾞ浴 槽

底 面 ﾀｲﾙ貼 45x45 t=7

ｼﾝﾀﾞｰｺﾝｸﾘｰﾄ(建 築 工 事 )

ﾜｲﾔｰﾒｯｼｭ6φ 100× 100(建 築 工 事 )

底 板 t=1.5

浴 槽 基 礎 (建 築 工 事 )

WL(FL+100)

1
5
0

9
3
0

(通 し 材 )

t=4加 工

6
0
0

A -1 9

(据 付 建 築 工 事 )

レ ベ リ ン グ 材 (ス テ ン レ ス )

(据 付 建 築 工 事 )

レ ベ リ ン グ 材 (ス テ ン レ ス )

春日居福祉会館大規模改修工事(建築主体)(債務)

浴槽断熱材t=15

浴槽断熱材 t=15



承認 設計 縮　　尺

設計年月日

工事名称

図面名称

No.

新 規 浴 槽 　 断 面 詳 細 図 (2)

1/10

浴槽　B - B 断面詳細図　1/10

1) 材質の特記なき部材はSUS304とする。

注 記

2)　 印はコーキング材を示す（建築工事）

3）アンカープレート据付は建築工事とする。
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浴 槽 断 熱 材 (建 築 工 事 )

浴槽断熱材t=15
浴槽断熱材 t=15

浴槽断熱材t=15

浴槽断熱材t=15



承認 設計 縮　　尺

設計年月日

工事名称

図面名称

No.
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通 り 芯 ま で 7,700
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男子浴槽　配管金物配置図　1/30 女子浴槽　配管金物配置図　1/30
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8
0

1
5
0

接 続 管 40A

側 板
t=4

接 続 管 40A
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普通浴槽　循環吐出ノズル 詳細図　1/10 男 子 ・ 女 子 各 2ヶ 所 男 子 ・ 女 子 各 2ヶ 所ﾏｯｻｰｼﾞ浴槽　循環吐出ノズル 詳細図　1/10

承認 設計 縮　　尺

設計年月日

工事名称

図面名称

No.

新 規 浴 槽 　 付 属 品 詳 細 図 (1)

1/10

配 管 ピ ッ ト 配 管 ピ ッ ト浴 槽 基 礎 (建 築 工 事 )
浴 槽 基 礎 (建 築 工 事 )
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ﾏｯｻｰｼﾞ浴槽　ジェットノズル 詳細図　1/10 男 子 ・ 女 子 各 5ヶ 所 (※ 外 壁 側 は 槽 内 配 管 か ら 配 管 取 り 出 し )
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普通浴槽　ｵｰﾊﾞｰﾌﾛｰｽｷﾏｰﾎﾞｯｸｽ 詳細図　1/10 男 子 ・ 女 子 各 1ヶ 所 ﾏｯｻｰｼﾞ浴槽　連通接続管 詳細図　1/10 男 子 ・ 女 子 各 1ヶ 所

配 管 ﾋﾟｯﾄに て 40Aｿｹｯﾄ止 ﾒ

45x45x7
底 面 タ イ ル 貼

普 通 浴 槽

ﾏｯｻｰｼﾞ浴 槽

ﾏｯｻｰｼﾞ浴 槽 ﾏｯｻｰｼﾞ浴 槽

配 管 ピ ッ ト

配 管 ピ ッ ト

1) 材質の特記なき部材はSUS304とする。

注 記

2)　 印はコーキング材を示す（建築工事）

3）アンカープレート据付は建築工事とする。

接 続 管 80A

4
0
0

4
0
0

丸 棒 13φ

130

水量調整目皿

網付(2枚合せ)

水量調整目皿

網付(2枚合せ)

100

200

ﾎﾞｯｸｽt=2.5

100 100

200

60

200 450

WL(FL+100) WL(FL+100) WL(FL+100)

WL(FL+100) WL(FL+100) WL(FL+100) WL(FL+100)

FL±0 FL±0

FL±0 FL±0 FL±0

接 続管 40A

5
3
0

以
降

設
備

工
事 JIS10K

フ ラ ン ジ

4
0
0

フ ラ ン ジ JIS10K

レ ジ ュ ー サ ー 25x65

接 続 管 25A

4
5
0 4
0
0

以
降

設
備

工
事

8 0 A ｿｹ ｯﾄ

5
0
0

A -2 2

春日居福祉会館大規模改修工事(建築主体)(債務)



承認 設計 縮　　尺

設計年月日

工事名称

図面名称

No.

新 規 浴 槽 　 付 属 品 詳 細 図 (2)

1/10

5

9

15

5

9

15

122.5 122.5

217

(蓋 寸 法 )

245(桝 寸 法 )

1,050100以降設備工事

1
2
2
.
5

1
2
2
.
5

2
4
5
(
桝

寸
法

)

J I S1 0 Kフ ラ ン ジ

側 板 t=4

100以降設備工事

JIS10Kフ ラ ン ジ

5

9

15

5

9

15

122.5 122.5

200

450 600

1,050

217

(蓋 寸 法 )

1
3
0

2
5
0

3
0
0

5
5
0

1
5
08
0

2 45 (桝 寸 法 )

桝 t=2.5加 工

ﾌﾀt=2.5加工ﾊﾞﾌ仕上
ﾊﾟﾝﾁﾝｸﾞ8φ@13 60°

丸 棒 9φ

側 板
t=4

底 板 t=1.5 接 続 管 40A

接 続 管 40A

ﾌﾀt=2.5加工ﾊﾞﾌ仕上

ﾊﾟﾝﾁﾝｸﾞ8φ@13 60°

M6六 角 穴 付 ボ ル ト

FB-9× 60
バ フ 仕 上 げ (周 囲 4R)

94

94

浴 槽 基 礎 (建 築 工 事 )

丸 棒 9φ

ﾏｯｻｰｼﾞ浴 槽

5

9

15

5

9

15

247.5 247.5

495(桝 寸 法 )

467

(蓋 寸 法 )

1,050100以降設備工事

2
4
7
.
5

2
4
7
.
54
9
5
(
桝

寸
法

)

J IS 1 0Kフ ラ ン ジ

側 板 t=4

100以降設備工事

5

9

15

5

9

15

247.5 247.5

200

450 600

1,050

495(桝 寸 法 )

467

(蓋 寸 法 )

2
5
0

3
0
0

5
5
0

1
5
08
0

1
3
0

J IS 1 0Kフ ラ ン ジ

接 続 管 65A
桝 t=2.5加 工

ﾊﾟﾝﾁﾝｸﾞ8φ@13 60°

ﾌﾀt=2.5加工ﾊﾞﾌ仕上

丸 棒 9φ

側 板
t=4

底 板 t=1.5

ﾌﾀt=2.5加工ﾊﾞﾌ仕上

ﾊﾟﾝﾁﾝｸﾞ8φ@13 60°

M6六 角 穴 付 ボ ル ト

FB-9× 60
バ フ 仕 上 げ (周 囲 4R)

接 続 管 65A

94

94

浴 槽 基 礎 (建 築 工 事 )

丸 棒 9φ

ﾏｯｻｰｼﾞ浴 槽

5

9

15

5

9

15

147.5 147.5

267

(蓋 寸 法 )

295(桝 寸 法 )

1,050100以降設備工事

1
4
7
.
5

1
4
7
.
5

2
9
5
(
桝

寸
法

)

J IS 1 0Kフ ラ ン ジ

側 板 t=4

100以降設備工事

5

9

15

5

9

15

147.5 147.5

200

450 600

1,050

267

(蓋 寸 法 )

1
3
0

2
5
0

3
0
0

5
5
0

1
5
08
0

2 9 5 (桝 寸 法 )

JIS10Kフ ラ ン ジ

桝 t=2.5加 工

ﾊﾟﾝﾁﾝｸﾞ8φ@13 60°

ﾌﾀt=2.5加工ﾊﾞﾌ仕上

丸 棒 9φ

側 板
t=4

底 板 t=1.5
接 続 管 50A

接 続 管 50A

ﾌﾀt=2.5加工ﾊﾞﾌ仕上

ﾊﾟﾝﾁﾝｸﾞ8φ@13 60°

M6六 角 穴 付 ボ ル ト

FB-9× 60
バ フ 仕 上 げ (周 囲 4R)

94

94

浴 槽 基 礎 (建 築 工 事 )

丸 棒 9φ

普 通 浴 槽

普通浴槽　循環吸込兼排水桝 詳細図　1/10 男 子 ・ 女 子 各 1ヶ 所 男 子 ・ 女 子 各 1ヶ 所ﾏｯｻｰｼﾞ浴槽　循環吸込兼排水桝 詳細図　1/10 ﾏｯｻｰｼﾞ浴槽　ｼﾞｪｯﾄ吸込桝 詳細図　1/10 男 子 ・ 女 子 各 1ヶ 所

配 管 ピ ッ ト 配 管 ピ ッ ト 配 管 ピ ッ ト

1) 材質の特記なき部材はSUS304とする。

注 記

2)　 印はコーキング材を示す（建築工事）

3）アンカープレート据付は建築工事とする。

WL(FL+100) WL(FL+100) WL(FL+100)

FL±0 FL±0FL±0

5
3
0

5
3
0

5
3
0

A - 23

春日居福祉会館大規模改修工事(建築主体)(債務)



承認 設計 縮　　尺

設計年月日

工事名称

図面名称

No.1/10

新 規 浴 槽 　 付 属 品 詳 細 図 (3)

9
0

9 1
6
0

5
5
0

1
5
08
0

2 0 0

(お ね じ 付 脱 着 式 )

半 球 キ ャ ッ プ 48.6φ 天 端 タ イ ル 貼

(周 囲 面 取 )

角 棒 □ 9ﾊﾞﾌ仕 上

25Aｴﾙﾎﾞ

2
0

天 板 t=3

側 面 タ イ ル 貼

両 端 部 塞 ぎ 板 t=3

9

4 9

2 0 0

150 150

300

9 9

9
0

9 1
6
0

5
0

5
5
0

(周 囲 面 取 )

角 棒 □ 9ﾊﾞﾌ仕 上

目 開 き 5mm

SUSﾒｯｼｭ

側 面 タ イ ル 貼

底 面 タ イ ル 貼

天 端 タ イ ル 貼

90

普 通 浴 槽 普 通 浴 槽

男 子 ・ 女 子 各 1ヶ 所普通浴槽　源水給水ボックス 詳細図　1/10 男 子 ・ 女 子 各 1ヶ 所普通浴槽　源水給水接続管 詳細図　1/10

8
0

1
5
0

5
5
0

2 0 0 4 5 0

100以降設備工事

JIS10Kフ ラ ン ジ

底 面 タ イ ル 貼

接 続 管 25A

配 管 ピ ッ ト

5
0

側 板

t=4

底 板 t=1.5

座 面 タ イ ル 貼

100

9
0 1
6
0

2 0 0

(お ね じ 付 脱 着 式 )

半 球 キ ャ ッ プ 48.6φ 天 端 タ イ ル 貼

(周 囲 面 取 )

角 棒 □ 9ﾊﾞﾌ仕 上

2
0

天 板 t=3

側 面 タ イ ル 貼

9

4 9

90

底 板 t=1.5

接 続 管 25A

両 端 部 塞 ぎ 板 t=3

1
5
08
0

2 5 A ｴﾙ ﾎﾞ

150

普 通 浴 槽 ﾏｯｻｰｼﾞ浴 槽

5
5
0

2 0 0

15 0 150

300

9 9

9
0 1
6
0

5
0

5
5
0

(周 囲 面 取 )

角 棒 □ 9ﾊﾞﾌ仕 上

目 開 き 5mm

SUSﾒｯｼｭ

側 面 タ イ ル 貼

底 面 タ イ ル 貼

天 端 タ イ ル 貼

男 子 ・ 女 子 各 1ヶ 所 男 子 ・ 女 子 各 1ヶ 所

8
0

1
5
0

5
5
0

2 0 0 4 5 0

100以降設備工事

JIS10Kフ ラ ン ジ

底 面 タ イ ル 貼

接 続 管 25A

配 管 ピ ッ ト

5
0

側 板

t=4

座 面 タ イ ル 貼

ﾏｯｻｰｼﾞ浴槽　源水給水ボックス 詳細図　1/10 ﾏｯｻｰｼﾞ浴槽　源水給水接続管 詳細図　1/10

ﾏｯｻｰｼﾞ浴 槽

1) 材質の特記なき部材はSUS304とする。

注 記

2)　 印はコーキング材を示す（建築工事）

3）アンカープレート据付は建築工事とする。

ﾎﾞｯｸｽt=3

L-50x50 t=3

99 88

目 開 き 5mm

SUSﾒｯｼｭ

9
9 8

9
9 8

S US ﾒ ｯ ｼｭ

目 開 き 5mm

WL(FL+100) WL(FL+100) WL(FL+100)

WL(FL+100) WL(FL+100) WL(FL+100)

FL±0 FL±0

FL±0

接 続 管 25A

5
3
0

5
3
0

5
3
0

A -2 4

春日居福祉会館大規模改修工事(建築主体)(債務)



承認 設計 縮　　尺

設計年月日

工事名称

図面名称

No.

AW

1

AW

1

AW

1

AW

1

1

1

1

1

AD

AD

キープラン

▼FL

1
AW

名　　称

材質・仕様

備　　考

仕　　上

寸法・見付・見込

ガラス・種類・ガラス押え

建 具 金 物

付 属 金 物

AD

▼FL

1

2
,
1
0
0

▼FL

1

姿　　図

記号・数量

名　　称

材質・仕様

備　　考

仕　　上

寸法・見付・見込

建 具 金 物

付 属 金 物

姿　　図

記号・数量

ガラス・種類・ガラス押え

名　　称

材質・仕様

備　　考

仕　　上

寸法・見付・見込

建 具 金 物

付 属 金 物

姿　　図

記号・数量

ガラス・種類・ガラス押え

F F F F F

2
,
8
3
0

5,650

男女浴室　4ヶ所

5
8
7

アルミニウム合金　5連FIX窓

プラチナステン

付属金物一式

男女脱衣室　2ヶ所

アルミ製引違い戸 防湿タイプ

アルミ製5連FIX窓　防湿タイプ

1,900

アルミニウム合金　引違い戸

プラチナステン

透明強化ガラス　FL5

付属金物一式

W=1,900　H=2,100　70

W=5,650　H=587　70

男女脱衣室WC　2ヶ所

LSD

LSD

2
,
1
0
0

7 50
有効開口 引き残し

100

W=850　H=2,100　60

軽量スチール　SOP塗装

スチール　SOP塗装

ハンガーレール・戸車・戸当り・振止め　ﾊﾞｰﾊﾝﾄﾞﾙ

表示錠(ｻﾑﾀｰﾝ付)・付属金物一式

LSD

新規浴場キープラン・建具表

複層型ガラス　Low-E5+A6＋FL5

軽量スチールハンガー片開き戸

左右勝手違い

1/100･1/50

A-25

春日居福祉会館大規模改修工事(建築主体)(債務)



承認 設計 縮　　尺

設計年月日

工事名称

図面名称

No.1/100

新規浴場雑詳細図

脱衣室クリーンロッカー　S=1:20 ITOKI　HAC0918MSM 同等品

1
,
6
4
3

3
6

2
.
5

2
.
5

1
0
6

1
,
7
9
0

900 515

脱衣室ロッカー　2段　Ｓ＝1：20

3115 670 115

444

295 115

3
3
0

8
2
0

2
5

8
2
5

9
0

1
,
7
9
0

2
0
0

2
5
0

20 410 40 410 20

900
4
0

1
,
6
0
0

1
5
0

525

A-26

春日居福祉会館大規模改修工事(建築主体)(債務)



承認 設計 縮　　尺

設計年月日

工事名称

図面名称

No.

新規浴場エキスパンションジョイント詳細図

1/3

1 F L

G L

2 2 0

1 1 0 1 1 0

12

6 0 1 0 0 6 0

3 0

ア ル ミ E x p . J . C
（ 天 井 - 天 井 ）

1 0 0 - I E

ド リ ル ね じ

2 2 0

1 1 0 1 1 0

3 0

6 01 0 06 0

ア ル ミ E x p . J . C
（ 内 壁 - 内 壁 ）

1 0 0 - I E

木 ネ ジ ： φ 5 . 5 ｘ 8 0
ア ン カ ー プ ラ グ ： φ 8 ｘ 4 0

12

1 F L

3 0

1 0 0

3 0

6 2 . 5 6 2 . 5

2 . 5 2 2 0 2 . 5

2 2 5

8 5 5 0 8 5

25

止 水 補 助 シ ー ト

木 ネ ジ ： φ 5 . 5 ｘ 5 6
ア ン カ ー プ ラ グ ： φ 8 ｘ 4 0

ス テ ン レ ス E x p . J . C
（ 床 - 床 ）
S 1 0 0 - F X J モ ル タ ル 仕 上 げ

先 行 モ ル タ ル 仕 上 げ

①

②

② ③

④ ④

⑤

4 2 1 6 0 3 0

2 3 2

5 21 6

6 8 1 0 0

63.
3

36.
7

48.
5

51.
5

19.
4

24.
4

4.7
100

148
.5

3 7 5 2 5

4 0 0

ア ル ミ E x p . J . C
屋 根 - 外 壁
R C E - 0 4 0 0

木 ネ ジ ： φ 5 . 5 ｘ 8 0
ア ン カ ー プ ラ グ ： φ 8 ｘ 4 0

脱 落 防 止 ね じ
ト ラ ス 頭 ド リ ル ね じ

φ 4 x 1 6

① ア ル ミ E x p . J . C
屋 根 - 外 壁
R C E - 0 4 0 0

コ ー ナ ー カ バ ー

② ア ル ミ E x p . J . C
（ 外 壁 コ ー ナ ー ）
1 0 0 - E C E屋 根 外 壁 取 合 い 部

製 品 仕 上
ア ル ミ E x p . J . C ： シ ル バ ー （ S N）
ス テ ン レ ス E x p . J . C ： ヘ ア ラ イ ン （ H L ）

K E Y ＿ P L A N

作 図 範 囲

シ ー リ ン グ

シ ー リ ン グ

1 21 4 8

1 6 0

25
50

75

40
35

3 0 止 水 補 助 シ ー ト

1 0 06 0

木 ネ ジ ： φ 5 . 5 ｘ 8 0
ア ン カ ー プ ラ グ ： φ 8 ｘ 4 0

ア ル ミ E x p . J . C
（ 外 壁 コ ー ナ ー ）
1 0 0 - E C E

C H

スキ
マ5

ア ル ミ E x p . J . C
（ 内 壁 - 内 壁 ）

1 0 0 - I E

止 水 補 助 シ ー ト

①   ア ル ミ E x p . J . C   （ 屋 根 - 外 壁 ） R C E - 0 4 0 0   S = 1 / 3 ②   ア ル ミ E x p . J . C   （ 外 壁 コ ー ナ ー ） 1 0 0 - E C E   S = 1 / 3 ③   ア ル ミ E x p . J . C   （ 天 井 - 天 井 ） 1 0 0 - I E   S = 1 / 3

④   ア ル ミ E x p . J . C   （ 内 壁 - 内 壁 ） 1 0 0 - I E   S = 1 / 3

⑤   ス テ ン レ ス E x p . J . C   （ 床 - 床 ） S 1 0 0 - F X J   S = 1 / 3

A-27

春日居福祉会館大規模改修工事(建築主体)(債務)



承認 設計 縮　　尺

設計年月日

工事名称

図面名称

No.

　アスファルト舗装工　S=1:10

1
5
0

5
0

▼アスファルト舗装面

表層：再生密粒度ASC

2
0
0

路床

路盤：RC-40-0

プライムコートPK-3

ASC：アスファルトコンクリート　　RC：再生クラッシャーラン　　PK：プライムコート

2
,
7
0
0

2
,
2
0
0

1,000

1,000 1
6
,
4
0
0

13,000

6
,
0
8
5

給湯機基礎H=200

給湯機基礎H=200

6
,
0
8
5

4
,
1
00

4
,
10
0

2,000

R階平面図　1/100

2-縦枠 t＝0.8

ＸＮブラインド

ＸＮブラインド

1950 1950

t＝0.6

t＝0.6

胴縁 t＝1.6

胴縁 t＝1.6

（水抜穴付）

□100×100×3.2 □100×100×3.2

1
5

4
7
9

※
1

9
62

19
4
1

9
6
2

2

GL+15.97m

屋上目かくし遮音フェンス　Ｈ１９４０－ＳＨ

建築基準法・同施行令（平成１２年６月）に基づく風圧力に依る

基準風速 ３４ｍ／ｓｅｃ　地表面粗度区分 Ⅲ　ＧＬ＋１５．９７ｍ

1450

50
4
～

6
4
1

（下部エプロン付）

ＸＮブラインド

t＝0.6

2-縦枠 t＝0.8

胴縁 t＝1.6

2-中間縦枠 t＝0.8

胴縁 t＝1.6

（水抜穴付）

2-中間縦枠 t＝0.8

15
49

9
～

6
26

P

M

M（モ－メント）

注）逆風時は荷重の向きが逆になります。

P（水平力）

≒6.8 kN・m

≒7.0 kN

下部構造物に作用する風荷重（柱1本当り）

P’（水平力） ≒1.7 kN

エプロンパネルに作用する風荷重（パネル1枚当り）

注）逆風時は荷重の向きが逆になります。※
2

〔SGMH490準拠〕

〔SGMH490準拠〕

〔SGMH490準拠〕

〔SGMH490準拠〕

S=1:40

エプロン部パネル取付図

コンクリ－ト強度
Fc＝18N/mm 以上2

2-ホ－クアンカ－B1070

Uナット

中W

小W

角根BT M8

（ナット2ヶ,Uナット1ヶ,中W2,小W1枚付）

エプロン取付L型PL3.2

52

t＝0.6

ＸＮブラインド
1
0

胴縁断面図

37

1.6

35

S=1:8 S=1:2 S=1:4

1950

37

4
6

1950

パネル取付図

［ナットはＵナット］

角根BN M8(W付)

［ナットはＵナット］

角根BN M8(W付)

PL 3.2

S=1:6

外装は亜鉛・アルミ・マグネシウム合金めっきの上高耐候性樹

上防錆着色処理とし、一部のボルト・ナットは溶融亜鉛めっき
脂粉体塗装とする。但し、ボルト・ナットは溶融亜鉛めっきの

・パネル下部隙間（※１及び※２印）が広くなると遮音効果は減少
注記

備考

建築基準法・同施行令（平成１２年６月）に基づく

基準風速・・・３４ｍ／ｓｅｃ
地表面粗度区分・・・Ⅲ

風圧力に依る。

設計条件

１．

ＸＮブラインドの目の向きは指示に依る。２．
のみとする。

・柱根入れ部及びアンカ－部には雨水等が入ります。建物の防水対策
注意

下部構造物については表記の荷重にて別途検討のこと。３．

　上支障がないか確認下さい。
・エプロンには下部隙間（※２印）があります。水勾配等を考慮し現
　地協議の上、隙間防止を検討のこと。

本図諸寸法で相違ないか確認を要す。４．

　します。

設計荷重・・・　
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承認 設計 縮　　尺

設計年月日

工事名称

図面名称

No.1/200 春日居福祉会館大規模改修工事(建築主体)(債務)
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現 場 事 務 所

※ 他 工 事 と の 計 画 を 精 査 し

　 足 場 を 設 置 す る 順 番 を 十 分 に 考 慮 す る 。

転落・落下防止対策

・躯体側　2段手摺 + 各段幅木

・外部側　先行手摺　据置タイプ + メッシュシート

・作業床または屋根端部から転落の恐れのある所は

　　その面から高さ850以上になるまで手摺を設置

・クサビ緊結式足場最大積載荷重　1層1スパンあたり

　　同一層連続スパン載荷　　　　　250kg

　　同一層連続スパン以外の載荷　　400kg

　　ただし、同時積載は2層までとする。

仮設計画図

建 築 士 番 号

事 務 所 登 録

I N T E L L I G E N T & A M E N I T Y L I F E

MIYASHITA T e l . ( 0 5 5 3 ) 4 7 - 2 3 7 8 　 F a x . 4 7 - 2 6 6 2 一 級 建 築 士 　 　 宮 下 　 幸 夫

大臣登録　第　158239　号
株 式 会 社 ｱ ﾒ ﾆ ﾃ ｨ 宮 下 建 築 設 計

山 梨 県 笛 吹 市 一 宮 町 田 中 1 2 4 8

山梨県知事　第1-061829号
A-29



縮　　尺

工事名称

図面名称

No.

［1.1.4］

・保全に関する資料　提出部数 ※2部　・　　部

※施工図　　　　　　提出部数　※1部　・　　部

※施工計画書　　　　提出部数　※1部　・　　部

　　　　　　　　　及び計画書とする。

　　　種類　　　※改修標仕表1.8.1による。ただし、種類は当該工事で該当する図面、表

　※作成する

　・既存図面修正

・完成図

設備機器の位置、取合い等が検討できる施工図を提出して、監督職員の承諾を受ける。

※ 図 示 　設計ＧＬ

設備工事との取合い

完成時の提出図書

１５

１４

１３

　測定箇所数　　　・図示

　測定対象室　　　・図示

　報告の様式等については、現場説明書による。

　測定はパッシブ型採取機器により行う。

・ビル用サッシ工事作業　・ガラス工事作業

・アスファルト防水工事作業　・ウレタンゴム系塗膜防水工事作業

・アクリルゴム系塗膜防水工事作業　・合成ゴム系シート防水工事作業

・塩化ビニル系シート防水工事作業　・セメント系防水工事作業

・左官作業　・タイル張り作業　・建築塗装作業

・プラスチック系床仕上げ工事作業　・カーペット系床仕上げ作業

・ボード仕上げ工事作業　・壁装作業　・大工工事作業

・鋼製下地工事作業　・左官作業　・タイル張り作業

・建築塗装作業

・鉄筋組立作業　・型枠工事作業　・コンクリート圧送工事作業

・コンクリートブロック工事作業

・石張り作業

・造園工事作業

技能検定作業

　　（４）特記事項に記載の（　． ．）内表示番号は、標仕の当該項目、当該図又は当該表を示す。

化学物質の濃度測定１２

技能士１１

　着工前の測定　　・行う

チレンの濃度を測定し、報告する。

植栽工事

石工事

塗装改修工事

内装改修工事

建具改修工事

外壁改修工事

防水改修工事

適用工事種別

３

工事実績情報の登録２

１

※適用する

１．共通仕様

２．特記仕様

５　建具改修工事

　　外壁改修工事

　　外壁改修工事

４　外壁改修工事

　　塗り仕上げ外壁

　　タイル張り仕上げ外壁

　　モルタル塗り仕上げ外壁

　　コンクリート打放し仕上げ外壁

６　内装改修工事

　　外壁改修工事

３　防水改修工事

工事項目

工事種目

　　・「３．工事種目」のうち各工事項目における工事範囲は下記表のとおりとする。ただし、その他の工事種目はすべ

　　※「３．工事種目」すべてを工事範囲とする。

５．工事範囲

３．工事種目

２．敷地面積

　　という。）による。

・改質アスファルトシートトーチ工法防水工事作業

・FRP防水工事作業

・左官作業　・内外装板金作業

・自動ドア施工作業

・エーエルシーパネル工事作業ク・ALCパネル工事

・シーリング防水工事作業

　　　て今回工事範囲とする。

・

・構造物鉄工作業　・とび作業　

　　（５）特記事項に記載の（別2-　．）は、標仕の｢別図2　ボルト間隔等及び溶接継手の開先形状｣の該当項目を示す。

　　（１）項目は、番号に　 印の付いたものを適用する。

　　（６）　印は「国等による環境物品等の調達の推進等に関する法律（グリーン購入法）」の特定調達品目を示す。

章

Ⅱ　建築改修工事仕様

・　　 　　 　印の付かない場合は、※印の付いたものを適用する。

Ｇ

　　（２）特記事項は、　印の付いたものを適用する。

１

・

　　（３）特記事項に記載の［ ． ．］内表示番号は、改修標仕の当該項目、当該図又は当該表を示す。

・　　　　　　印と　印の付いた場合は、ともに適用する。※

・建築物解体工事共通仕様書（国土交通省大臣官房官庁営繕部監修　最新版）

施工計画書

る工法とする。

　　　　　散が極めて少ないものとする。

ものとする。

　・要　　　・不要

電気工作物の保安の業務を行うものとする。

　工事現場におく電気保安技術者は、電気事業法に基づく電気主任技術者の職務を補佐し、

［1.3.5］

　改修標仕及び標仕に記載されていない特別な材料の工法については、材料製造所の指定す

　本工事に使用する材料は、設計図書に定める所要の品質及び性能を有するものとし、JIS

又はJASのマーク表示のない材料及びその製造者等は、次の（１）～（６）の事項を満たす

　なお、これらの材料を使用する場合は、設計図書に定める品質及び性能を有することの証

明となる資料又は外部機関（（社）公共建築協会等）が発行する「建築材料・設備機材等品

質性能評価事業」の評価書等の写しを、監督職員に提出して承諾を受けるものとする。ただ

　（６）販売、保守等の営業体制が整えられていること

　（５）製造又は施工の実績があり、その信頼性があること

　（４）法令等で定める許可、認可、認定、免許等を取得していること

　（３）安定的な供給が可能であること

　（２）生産施設及び品質の管理が適切に行われていること

　（１）品質及び性能に関する試験データが整備されていること

　　本工事の建物内部に使用する材料等は、設計図書に定める所要の品質及び性能を有するも

　　　　　他の什器等は、ホルムアルデヒドを放散させないか、放散が極めて少ないものと

　　（５）（１）、（３）及び（４）の材料を使用して作られた家具、書架、実験台、その

　　（４）塗料はホルムアルデヒド、トルエン、キシレン及びエチルベンゼンを放散させな

　　（２）保温材、緩衝材、断熱材はホルムアルデヒド及びスチレンを放散させないか、放

　　また、設計図書に定める「ホルムアルデヒド放散量」は、次のとおりとする。

材料の品質等８

発生材の処理等６

施工条件５

電気保安技術者４

環境への配慮７

等品を使用する場合は、監督職員の承諾を受ける。

　のとし、次の（１）から（５）を満たすものとする。

　　　　　いか、放散が極めて少ないものとする。

し、あらかじめ監督職員の承諾を受けた場合は、この限りでない。

下記以外は現場説明書による。

　・工事用車両の駐車場所　　　　※図示　

　・資機材置場　　　　　　　　　※図示　

　・建設発生土仮置場　　　　　　※図示　

　・　　　　　　　　　　　　　　※図示　

　・特別管理産業廃棄物　　　　　　（・廃石綿　・PCB含有物　・　　　　 　）

　・発注者に引渡しを要するもの　　（・金属類　・　　　　　　　　　　　 ）

　・現場において再利用を図るもの　（　　　　　　　　　　　　　　　　　 ）

　・再資源化を図るもの　　　　　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　 ）

　・PCB含有シーリング材の処理

　　・第一次判定：現場にてサンプルを採取し、シーリング材種及び分析の要否を判定する。

　　　　採取箇所数　　計（　　　）箇所

　　　　採取箇所　　　※図示　

　　・第二次判定：専門分析機関にてPCB含有量の分析を行う。

　　　　分析個数　　　計（　　　）箇所

　　・除去処理工事

　　　　除去範囲　　　※図示　

［1.4.1］化学物質を放散させる建築材料等

　　　　　する。

　　　規制対象外

③ 下記表示のあるJAS規格品

　ａ．接着剤等不使用

　ｂ．非ホルムアルデヒド系接着剤使用

　ｃ．非ホルムアルデヒド系接着剤及びホルムアルデヒドを

　ｄ．非ホルムアルデヒド系接着剤及びホルムアルデヒドを

　ｅ．非ホルムアルデヒド系接着剤及びホルムアルデヒドを

　ｆ．ホルムアルデヒドを放散しない塗料等使用

　　　第三種 ① JIS及びJASのF☆☆☆規格品

② 建築基準法施行令第20条の7第3項による国土交通大臣

② 建築基準法施行令第20条の7第4項による国土交通大臣

ホルムアルデヒド放散量 該当する材料

　 認定品

　 　 放散しない材料使用

　 　 放散しない塗料使用

　 　 放散しない塗料等使用

　 認定品

施工数量調査

① JIS及びJASのF☆☆☆☆規格品

　　（１）合板、木質系フローリング、構造用パネル、集成材、単板積層材、MDF、パーティ

　　　　　クルボード、その他の木質建材、ユリア樹脂板、仕上塗材及び壁紙は、ホルムア

　　　　　ルデヒドを放散させないか、放散が極めて少ないものとする。

　　（３）接着剤はフタル酸ジ－n－ブチル及びフタル酸ジ－2－エチルヘキシルを含有しな

　　　　　い難揮発性の可塑剤を使用し、ホルムアルデヒド、トルエン、キシレン及びエチ

　　　　　ルベンゼンを放散させないか、放散が極めて少ないものとする。

１０

　・積雪区分　平12建告第1455号　別表（　　）

　※地表面粗度区分　　・Ⅰ　・Ⅱ　・Ⅲ　・Ⅳ

・建築基準法に基づく風圧区分等を必要とする場合は次による。

　※風速　V ＝（　　　）m/s（平12建告第1454号第2）0

［1.2.2］

・工事の着手に先立ち、工事の総合的な計画をまとめた総合施工計画書を作成し、監督職員に提出する

・品質計画、一工程の施工の確認及び施工の具体的な計画を定めた工種別の施工計画書を、

　当該工事の施工に先立ち作成し、監督職員に提出する。ただし、あらかじめ監督職員の承諾を

　受けた場合は、この限りではない。

・施工計画書の内容を変更する必要が生じた場合は、監督職員に報告するとともに、施工等に支障が

　ないよう適切な措置を講じる。

［1.3.12］

［1.3.12］

［1.3.12］

［1.3.12］

　　　図面及び特記仕様書に記載されていない事項は、国土交通省大臣官房官庁営繕部監修「公共建築改修工事標準仕様

［1.7.2］

［1.7.9］

［1.9.1～3］［表1.9.1］

既存部分の破壊を行った場合の補修方法　　※図示　

調査範囲及び調査方法　　※図示

Ⅰ　工事概要

１．工事場所

令和　　年　　月（全　　　枚）

適用基準等

　施工完了時に室内空気中のホルムアルデヒド、トルエン、キシレン、エチルベンゼン、ス

コンクリートブロッ

２　仮設工事

９ 特別な材料の工法

　また、備考欄に商品名が記載された材料は、当該商品又は同等品を使用するものとし、同

［1.4.2］

耐震改修工事

設計図

仕 様 書

項　　目 特　　記　　事　　項

一
般
共
通
事
項

［1.3.3］

　　　提出部数 ※各2部 ・ 製本（A1判 1部　縮小版 3部）及び電子媒体（CD-R）

シート防水

・100形

・

1.6

2.0

1.8

・350形

・250形

・300形

・B－2種

　　　B－1種

※A－1又は

役物は本体製造所の仕様に

コーナー部、突当り部等の

る。

間隔は図示によ

※固定方法及び

　（　　　　）

備　考固定間隔表面処理種　類

［3.9.3］

［3.9.2］［表3.9.1］

［3.8.3］

［3.8.2､3］［表3.8.4､5］

［3.8.2］［表3.8.1］

［3.5.2､3］［表3.1.1］［表3.5.1］

［3.5.4］

［3.5.3］

［3.6.2､3］［表3.1.1］［表3.6.1］

［3.6.3］

［3.3.3］［3.4.3］［3.5.3］［3.6.3］

［3.7.2］［表3.7.1］

［3.1.4］［表3.1.2］

［3.4.2､3］［表3.1.1］［表3.4.1～3］

目地処理　PCコンクリートの場合（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

５

ルーフィング

合成高分子系

・SⅠ－M3

・SⅠ－M1 ・SⅠ－M2

・SⅠ－F1　・SⅠ－F2

・M4SⅠ工法

・S3SⅠ工法

・S－M1 　・S－M2

・S－M1 　・S－M2

・S－F1　　・S－F2

・M4S工法

・S3S工法

・S4S工法

・P0S工法

・カラー

・シルバー ※非歩行

使用分類仕上げ塗料塗り新規防水層の種別防水改修工法の種類

シーリング材の種類　　　※下表以外は、改修標仕表3.7.1による

　・拡幅シーリング再充填工法　・ブリッジ工法

　・シーリング充填工法　　　　・シーリング再充填工法　　　　

シーリング改修工法の種類　　

シーリング材の種類（記号）施工箇所

８ シーリング

折板葺１１

板材折曲げ形の笠木の取付方法　　※図示　　

１０

※図示　・標仕13.5.3（d）

たてどい受金物の取付け

といの掃除口　　※あり（図示）　　・なし

防露材のホルムアルデヒド放散量　　※規制対象外　　・第三種

※行う（施工箇所　※改修標仕表3.8.5による　　・　　　　　　　　　　　　　）

鋼管製といの防露巻き

といの材種とい９

m 当たり1箇所

・立上り部脱気型

・平場部脱気型
（　　）

・ステンレス鋼　・銅

・合成ゴム　　　・塩化ビニル樹脂

・ステンレス鋼　　　　・鋳鉄

・ポリエチレン樹脂　　・ABS樹脂

設置数量材　質種　類

脱気装置７

・カラー

・シルバー

・X－1　※X－2

※X－1　・X－2

仕上げ塗料塗り新規防水層の種別 施工箇所防水改修工法の種類

・L4X工法

・P0X工法

塗膜防水６

・M3ASⅠ工法

・M4AS工法

M3AS、P0AS、M3ASⅠ、M4ASⅠ及びP0ASⅠの脱気装置

・P0ASⅠ工法

・M4ASⅠ工法

・P0AS工法

・M3AS工法

厚さ（mm）新規防水層の種別 施工箇所防水改修工法の種類

４

シート防水

改質アスファルト

・S－F1　　・S－F2

m 当たり1箇所（　　）

（2）による

ルーフドレン

・ろく屋根用（・たて形　・横形）

種　別

・バルコニー中継用

・バルコニー用

施工箇所

よる。

・かん合形

・はぜ締め形

形　式

※塗装溶融55％アル※重ね形

軒先面戸板 断熱材 耐火性能形状（mm） 材料（規格等）

　ミニウム－亜鉛合金

　めっき鋼板及び鋼帯

　（CGLCCR－20－

山高（　　　）

山ピッチ

　（　　　　）

板厚

※0.6 ・0.8

※あり

・なし

※あり

　種別

※30分

・なし

（　　　 ）

（　　　 ）mm

　厚さ

　AZ150）

（　　　 ）時間

　防火性能

（13.3.2､3）（表13.2.1）

M3ASⅠ、M4ASⅠ及びP0ASⅠ工法の防湿層　　・設ける　・設けない ［表3.4.3］

［3.4.3］

施工箇所

・SⅠ－M1 ・SⅠ－M2

・SⅠ－F1　・SⅠ－F2

・S4SⅠ工法

・P0SⅠ工法

接着性試験　　※簡易接着性試験　・引張接着性試験（部位：　　　　　　　　）

　　　　　　　エッジング材張り　　　　・適用する

ブリッジ工法　ボンドブレーカー張り　　・適用する ［3.7.7］

［3.7.8］

・なし

Ｇ

2

2

・AS－T1　・AS－T2　・AS－J3

・AS－T3 ・AS－T4 ・AS－J2 ・AS－J4

・ASⅠ－T1　・ASⅠ－J2

　・設ける ・設けない

脱気装置　　・設ける　・設けない

脱気装置　　・設ける ・設けない

・硬質塩化ビニル管（・VP　・RF-VP　 ）

［3.8.3］［表3.8.1］

・配管用鋼管

アルミニウム製笠木

最小呼称肉厚（mm）

［3.3.2］

　・乾式保護材　　※押出成形セメント板（厚さ15mm）　　

　・れんが　　　　※JIS R 1250によるもの

立上り部の保護材

　　　　　　　　　・市販品のれんが又は市販品のれんが形コンクリートブロック

　　　　　　　　　　（見え隠れ部分）

　・コンクリート

［3.3.2］断熱工法の断熱材

　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　厚さ（mm）　

Ｇ　※押出法ポリスチレンフォーム3種bスキン層付き　　厚さ（mm）　※25　

［3.2.2］［3.3.2］アスファルトの種類　　※3種　・4種

［3.3.3］M3D、P0D、P0DⅠ、M3DⅠ及びM4DⅠ工法の脱気装置　　※設ける　・設けない

［3.3.2､3］［表3.1.1］［表3.3.3～10］

・P1BⅠ工法 ・T1BⅠ工法

（保護層は図示による）

・E－1　　※E－2

・D－1　　※D－2

・C－1　　※C－2

・A－1　　※A－2

・AⅠ－1　※AⅠ－2

・P1E工法　 ・P2E工法

・M3D工法 ・P0D工法

・M4C工法

・P2A工法

・P2AⅠ工法

屋内

防水

・BⅠ－1　※BⅠ－2

・B－1　　※B－2・P1B工法

防水改修工法の種類 施工箇所新規防水層の種別

アスファルト防水３

［3.2.3］１ 既存保護層（平場）の撤去　　・行う（範囲　・図示　・　　　　　　　　　　）

既存防水層（平場）の撤去　　・行う（範囲　・図示　・　　　　　　　　　　） ［3.2.4］

［3.2.6］

立上り部の防水層撤去

露出防水層表面の仕上げ塗装除去

　・行う（・M4AS　・M4ASⅠ　・M4C　・M4DⅠ　・L4X）

［3.2.2］２ アスファルト補修の材料　　※JIS K 2207による3種　

既存下地の補修箇所、範囲、数量等　　※図示　 ［3.2.6］

・P0DⅠ工法 ・M3DⅠ工法 ・DⅠ－1　※DⅠ－2

　・行う（・P0S(機械)　・P0SⅠ(機械)　・M4S　・M4SⅠ

［表3.1.1］

　　　　　・S4S(機械)　・S4SⅠ(機械)）

改修用ドレン

　・設ける（・P0AS　・P0ASⅠ　・P0D　・P0DⅠ　・P0S　・P0SⅠ　・P0X）

・M4DⅠ工法

３

［3.2.5］

防
水
改
修
工
事

既存防水層の撤去

既存下地の処理

保
護
防
水

防
水

露
出

内部足場　種別　　※きゃたつ、足場板等　

※せっこうボード（※9.5　・　　　　）

・合板（※9.0　・　　　　） 厚さ　 mm

仕上材（厚さ　mm）

※片面フラッシュ程度　

※合板張り程度　

・あり

※なし

・片面

※なし

塗　装充填材

仮設扉

※C種

・B種

・A種

・鋼製扉

※木製扉

　単管下地

・木下地

※軽量鉄骨

防炎シート

下　地種　別

［2.4.1］

［2.3.1］

［2.2.1］

構内既存の施設　　※利用できない　・利用できる（※有償　・無償）工事用電力６

構内既存の施設　　※利用できない　・利用できる（※有償　・無償）工事用水５

※設ける監督職員事務所４

仮設間仕切り等の種別仮設間仕切り３

固定家具等の移動　　※行わない　　　　・行う（図示）

既存家具等の養生　　※ビニルシート等　

既存部分の養生　　　※ビニルシート等　既存部分の養生２

　　　　　防護シート　　※設置する　・設置しない

外部足場

足場その他１

・設けない

　・既存建物内の一部を使用する

　・構内に新設する（規模及び仕上げの程度は現場説明書による）

材料、撤去材等の運搬方法　　・A種　※B種　・C種　・D種　・E種

　　　　　種別　　※A種　・B種　・C種　・D種　・E種
仮
設
工
事

［2.2.1］［表2.2.1］

［2.2.1］［表2.2.1］

２

［2.3.2］［表2.3.1］

主任技術者又は監理

技術者の専任について

・請負契約の締結後、現場施工に着手するまでの期間(現場事務所の設置、資機材の搬入又は仮設工事

・工事完成後、検査が終了し(発注者の都合により検査が遅延した場合を除く。)事務手続き、後片付

　等が開始されるまでの期間)については、主任技術者又は監理技術者の工事現場への専任を要しない。

　なお、現場工事に着手する日については、請負契約の締結後、監督員との打合せにおいて定める。

　け等のみが残っている期間については、主任技術者又は監理技術者の工事現場への専任を要しない。

　なお、検査が終了した日は、発注者が工事の完成を確認した旨、請負者に通知した日

　(「完成検査結果通知書」等における日付)とする。

１６
・その他（圧縮空気混入超速硬化ウレタン防水 吹付工法）

外壁面 MS-2

構造・規模

既存用途

改修後用途 既存に同じ

延床面積

建築面積

　　耐震改修工事

７　屋根及びとい工事

８　塗装改修工事

９　耐震改修範囲以外の躯体改修工事

10　環境配慮改修工事

春日居福祉会館大規模改修工事(建築)

笛吹市春日居町寺本142-1

2,446.37　㎡

鉄筋コンクリート造　2階建て

福祉・厚生施設(他の福祉施設、公衆浴場)

943.20 ㎡

1,574.50 ㎡

春
日
居
福
祉
会
館
大
規
模
改
修

・（第1～第3休養室・浴場・脱衣室）

・（14カ所）

⑤　照明設備改修工事

⑥　給排水改修工事

②　外壁塗装改修工事

③　防水改修工事

④　内装改修工事

①　浴場新築工事４．工事内容

⑦　空調設備改修工事

⑧　アスベスト含有建材の調査(結果により請負金額が増額する場合あり)

既存改修特記仕様書①

改A-01

春日居福祉会館大規模改修工事(建築主体)(債務)

　　書（建築工事編）（最新版）」（以下｢改修標仕｣という。）により、また、改修標仕に記載されていない事項

　　は、国土交通省大臣官房官庁営繕部監修「公共建築工事標準仕様書（建築工事編）（最新版）」（以下「標仕｣

・建築工事標準詳細図（国土交通省大臣官房官庁営繕部整備課監修　最新版）

・工事写真の撮り方（最新版）建築編（建設大臣官房官庁営繕部監修）



縮　　尺
No.

工事名称

図面名称

　均質で有害と認められる異物の混入がないこと。

・パテ状エポキシ樹脂

改修材料

温冷繰返し後

２

１

ずれ抵抗性

接着強さ（標準）

（％）

施工数量調査

保水率 単位容積質量

（％） 標準時 （N/mm2）（kg/㍑）

接着強さ（N/mm2） 長さ変化率

（％）

0.20以下0.40以上 4.0以上

曲げ強さ

1.80程度70.0以上 0.60程度

［1.6.2］

比重

表示値

±0.10
60以下 3.0以下 5.0以下

押出し性 スランプ

（％）（mm）（秒）

引張強さ加熱減量 伸び
引張接着性

常温物性1.0以上

低温性　1.0以上

加熱劣化1.0以上

常温物性30.0以上

低温性　30.0以上

加熱劣化30.0以上

（N/mm2） （N/mm2）（N/mm2）（N/mm2）

初期硬化性

標準2.0以上 標準6.0以上

圧縮強さ

50.0以上 30.0以上

曲げ強さ 硬化収縮率

3.0以下

（％）（N/mm2）

1.0N/mm2以上

最大引張応力

10.0％以上

破断時の伸び

接着強さ

凝集破壊率（％）

皮膜物性

引張強さ（N/mm2）

伸び（％）

貯蔵安定性

（一液形のみ）

混練終結確認容易性

（二液形のみ）

耐熱性 JIS A 5557の試験において、80℃で4週間1kgの重りで安定してい

質量の変化が5％以内で、かつ、均質で異物が認められないこと。

混練終結時の色が明瞭であること。

ること。

ずれが生じないこと。

標準

0.60以上

75以上

標準

0.60以上

35以上 35以上

0.60以上

高温

50以上

0.40以上

低温硬化 アルカリ温水

0.40以上

50以上

低温

0.60以上

35以上

0.40以上

アルカリ温水

50以上

0.40以上

凍結融解

25以上 25以上

0.40以上

熱劣化

50以上

0.40以上

熱劣化

強度（N/mm2）

圧縮強さ（N/mm2）

20.0以上

曲げ強さ（N/mm2）

10.0以上1.0以上

　　　 錆汁の流出の有無を調査する。

調査報告書の部数　　　※2部　　

　　　 面に表示し、既存塗膜と新規上塗材との適合性を確認する。

　（4）塗り仕上げについては、コンクリート又はモルタル表面のはがれ及びはく落部を壁

　（3）コンクリート表面のはがれ及びはく落部を壁面に表示する。

　（2）モルタル塗り仕上げ及びタイル張り仕上げについては、浮き部分を表面に表示し、

　　　 欠損部の形状寸法等を調査する。

調査範囲　　※外壁改修範囲　・図示の範囲

調査内容

　（1）ひび割れの幅及び長さを壁面に表示し、ひび割れ部の挙動の有無、漏水の有無及び

　（2）対象とする被着体を侵さず、かつ、周囲を汚損しないこと。

　（1）均質で有害と認められる異物の混入がないこと。

　（4）試験方法は、JIS A 6024（建築補修用注入エポキシ樹脂）に準ずる。

　（3）常温常湿（温度20±15℃、湿度65±20％）において製造所の指定する期間又は製造後

　　　 6箇月間保存したのちであっても、上記の品質性能の各項目に適合していること。

・既製調合モルタル

・可とう性エポキシ樹脂

　（1）均質で有害と認められる異物の混入がないこと。

　（2）対象とする被着体を侵さず、かつ、周囲を汚損しないこと。

　（3）常温常湿（温度20±15℃、湿度65±20％）において製造所の指定する期間又は

　　　 製造後6箇月間保存したのちであっても、上記の品質性能の各項目に適合していること。

・タイル部分張替え工法用接着剤

　適用範囲　　張替え面積が比較的小さく、下地モルタルが健全な場所に用いる。

　樹脂の種類　変成シリコーン樹脂系、ウレタン樹脂系

・エポキシ樹脂モルタル

　（4）常温常湿（温度20±15℃、湿度65±20％）において製造後6箇月間保存しても上記の品

　　　 質性能に適合していること。

　　　 に規定された第一種有機溶剤を使用しないこと。

　　　 び第二種特定化学物質、並びに「労働安全衛生法」に基づく「有機溶剤中毒予防規則」

　（3）「化学物質の審査及び製造等の規制に関する法律」に規定された第一種特定化学物質及

　（2）タイル、下地材等を侵すものでないこと。

　（1）外観は、均質で、有害と認められる異物の混入がないこと。

（2）均質で有害と認められる異物の混入がないこと。

（3）「労働安全衛生法」に基づく「有機溶剤中毒予防規則」に規定された第一種有機溶剤を

（4）形状に異常がなく、だれが生じないこと。

　　 使用しないこと。

（5）常温常湿（温度20±15℃、湿度65±20％）において製造後6箇月間保存しても上記の品

　　 質性能に適合していること。

（1）こて塗りが容易で､かつ､硬化後の仕上りが良好であること。

・ポリマーセメントモルタル

　種類　　合成ゴム系、アクリル系、エチレン－酢ビ系等

　（3）均質で有害と認められる異物の混入がないこと。

　（2）透水性　裏面の濡れ、水滴の付着がないこと。

　（4）ポリマーセメントモルタルに用いる高分子エマルションは、常温常湿において製造後

　　 6箇月間保存しても変質しないこと。

　（1）表面状態　だれの下がり量は5mm以内とし、ひび割れが発生していないこと。

・ポリマーセメントスラリー

　保水係数

　粘調係数

0.35～0.55

0.50～1.00

・吸水調整材

（N/mm2）

圧縮強さ曲げ強さ

6.0以上 20.0以上

標準時

1.0以上

（N/mm2）

接着強さ　（N/mm2）

0.8以上

湿潤時 低温時

0.5以上

3以上 3以下

広がり速度

（cm/s）

長さ変化率

（収縮）

（％） （N/mm2） （N/mm2）

耐久性吸水性曲げ性能引張接着性

（材齢28日） （材齢28日） （72時間） （劣化曲げ強さ）

（％）

15％以下5.0以上 5.0以上0.5以上

（N/mm2）

接着強度（N/mm2）全固形分（％）

表示値±1.0以内

吸水量（g）

30分間で1以下 1.0以上 50以下

界面破断率（％）

［表4.2.2］

接着強さ（N/mm2）

JIS　A　6024

JIS　A　6024

JIS　A　5557

呼び名

下地調整

　　　　・防水形仕上げ塗材主材を使用

材料　　※下地調整塗材２

仕上塗材仕上げ３ 仕上塗材の種類、仕上げの形状等

処理範囲 下地面の補修

・ひび割れ部改修工法

・浮き部改修工法

１ 既存塗膜等の除去

及び下地処理

　塗膜はく離剤の種類　　

※サンダー工法

・塗膜はく離剤工法

・

　　加圧力

　　　※50MPa程度

仕上げの形状等

・厚付け仕上塗材

・複層仕上塗材

・可とう形改修用仕上塗材

外
壁
改
修
工
事
　
塗
り
仕
上
げ
外
壁

４-５ 既存塗膜劣化部の除去、下地処理の工法

工　法

・高圧水洗工法

［4.5.4］［表4.5.4～7］

［4.2.4］

［4.2.4］

［4.6.1］［4.6.2］

［4.7.1］[4.7.2] [表4.7.1]

［4.5.2］［表4.5.1］

　　　　・ポリマーセメントモルタル

・薄付け仕上塗材

種　類

・マスチック塗料塗り

・外装用塗膜防水材塗り

防火材料の指定

　※屋内の壁、天井の仕上材は防火材料とする。

　　建築基準法に基づく認定を受けたものとする。

・欠損部改修工法

※既存仕上面全体　

※既存仕上面全体　

※既存仕上面全体　

※上記処理範囲以外の既存仕上面全体・水洗い工法

・

・

・砂壁状　　・着色骨材砂壁状

・砂壁状　　・ゆず肌状　・さざ波状

砂壁状

・平たん状

・さざ波状

・ゆず肌状

　樹脂　※アクリル系　

　外観　※つやあり　・つやなし

　　　　・メタリック

防水形の増塗材　※行う

耐候性　※耐候形3種　

上塗材

・ゆず肌状　・凸部処理　・凹凸模様

　溶媒　※水系　・溶剤系　・弱溶剤系

・外装薄塗材Si

・可とう形外装薄塗材Si

・外装薄塗材E

・防水形外装薄塗材E

・外装薄塗材S

・外装厚塗材C

・外装厚塗材Si

・外装厚塗材E

・複層塗材CE

・複層塗材Si

・複層塗材E

・複層塗材RE

・可とう形複層塗材CE

・防水形複層塗材CE

・防水形複層塗材E

・防水形複層塗材RE

・可とう形改修塗材E

・可とう形改修塗材RE

・可とう形改修塗材CE

・吹放し・凸部処理・平たん状・凹凸状

・ひき起し

・ひき起し・掻き落とし

・吹放し・凸部処理・平たん状・凹凸状

・可とう形外装薄塗材E

・ゆず肌状　・さざ波状　・凹凸状

・ステンレス製建具

［5.1.3］改修工法１

適用箇所かぶせ工法 撤去工法

・外部

・

・内部

・鋼製建具

・鋼製軽量建具

建具の種類

・アルミニウム製建具

・

・

・

・

・

・

・

・

・

※建具表による　　・図示

※建具表による　　・図示

※建具表による　　・図示

※建具表による　　・図示

※建具表による　　・図示

５

（a)防火戸の指定は、特記による。

（c)　防火戸の自動閉鎖機構及び防火戸をヒューズ装置、熱感知器又は

１０　木製建具

（建築工事標準仕様書）

　※規制対象外　　・第三種

かまち戸の樹種　　かまち（　　　　　　　　）　　鏡板（　　　　　　　　　　）

ふすまの上張り

建物内部の木製建具に使用する表面材（合板）及び接着剤のホルムアルデヒド放散量

　※新鳥の子又はビニル紙程度（押入等の裏面は除く）　　・鳥の子

（16.7.2）

（表16.7.3）

（16.7.2）

１１　建具用金物

　マスターキー　　※製作する　・製作しない

鍵

　市販品

　形式　　・30組用　・60組用　・120組用　

鍵箱

１２　自動ドア開閉装置

・凍結防止措置（適用箇所は建具表による）

センサーの種類ドアの種類

※スライデイングドア

・スイングドア

・マットスイッチ　　※光線（反射）スイッチ

・熱線スイッチ　　　・音波スイッチ

・光電スイッチ　　　・電波スイッチ

　種類　・SSLD-1　・SSLD-2

　　　　・DSLD-1　・DSLD-2

　種類　・SWD-1　 ・SWD-2

・タッチスイッチ　　・押しボタンスイッチ

・ペダルスイッチ　　・多機能便所スイッチ

１３　自閉式上吊り引戸

装置

　　　　・ 製造所標準仕様による

１４　重量シャッター

・一般重量シャッター

・外壁用防火シャッター

・屋内用防火シャッター

・屋内用防煙シャッター

シャッターの種類

耐風圧性能（　　　）N/m

耐風圧性能（　　　）N/m

性　能

2

2

一般重量シャッターのシャッターケース　　※設ける　・設けない

危害防止機構　　※障害物感知装置 （自動閉鎖型）

１５　軽量シャッター 開閉形式　　　　※手動式　　　・上部電動式（手動併用）

スラット　材質　※JIS G 3312（塗装溶融亜鉛めっき鋼板及び鋼帯）

　　　　　形状　※インターロッキング形　・オーバーラッピング形

　　　　　　　　・鋼板

１６　オーバーヘッドドア

・ファイバーグラスタイプ

・アルミニウムタイプ

※スチールタイプ

セクション材料

　（SUS304）

・ステンレス鋼板

※溶融亜鉛めっき鋼板

・バーチカル形

・ハイリフト形

・ローヘッド形

・スタンダード形

・電動式

・チェーン式

※バランス式

ガイドレールの材質収納形式開閉方式

１７　ガラス

種　類 張り面

第2種 ※内張り　・外張り

　品質JIS A 5759による

ガラス用フィルム

名　称

※ガラス飛散防止フィルム

性能値

飛散防止率　D1

ガラス留め材

板ガラスをはめ込む溝の大きさ

建具の種類

鋼製及び鋼製軽量

ステンレス製

※シーリング材

※シーリング材

材　種

※シーリング材　・ガスケット（FIX部はシーリング材）

　防火戸のガラス留め材は、防火戸が建築基準法に基づき定められ又は認定を受けた条件による。

　　改修標仕5.12.3 以外のアルミニウム製建具及び板ガラスの場合は（社）日本建築学会

色　調

※クリア　・熱線反射

・乳白色　・カラー（　　　　）

厚さ（mm）

板ガラスの種類、厚さ等は建具表による

・ガラスブロック

防火認定

※なし

・あり

・

呼び寸法（mm）表面形状

・正方形

・長方形

・ ・

　JASS17 ガラス工事「納まり寸法標準」によるほか、性能値が確認できる資料を監督職員

　に提出する。

なお、防煙シャッターの場合は、煙感知器と連動するものとする。

４　その他

品」の適用は、特記による。

５　アルミニウム製建具

※図示

耐風圧性 気密性 水密性 施工箇所

・A種

・B種

・C種

S－4

S－5

S－6

※A－3

・

　A－4

・

　W－5

・

枠見込み（mm）種　別

※W－4

　防音ドアセット、防音サッシ　　・適用する　遮音性の等級（　　　）

　断熱ドアセット、断熱サッシ　　・適用する　断熱性の等級（　　　）

　耐震ドアセット　　　　　　　　・適用する　面内変形追随性の等級（　　　）

性能及び構造

形状及び仕上げ ［5.2.4］［表5.2.2］

［5.2.2］［表5.2.1］

（１）　枠見込み７０mmの建具に用いる引違い及び片引きの障子は、ガラスのはめ込みに

グレイジングチャンネルが使用できる構造とする。

（２）外部に面する引違い窓及び片引き窓は、容易に網戸が取り付けられる構造とする。

３　見本の製作等 特殊な建具の仮組　

表5.2.1　外部に面するアルミニウム製建具の性能等級等

・枠、かまち等に用いるアルミニウム板の厚さは、１．５mm以上とする。

・構造

・結露水の処理方法は、特記による。

種　別 表面処理

無着色陽極酸化皮膜

JIS

規　格　名　称規格番号

AA15

表5.2.2　表面処理の種別

皮膜又は複合
皮膜の種類

建
具
改
修
工
事

ガイドレール等　※鋼板製　・ステンレス製SUS304（厚さ1.0mm）

・樹脂製建具 ・ ・ ※建具表による　　・図示

特記による。

・AB-１種

・AB-２種

・AC-１種

・AC-２種

無着色陽極酸化

皮膜

着色陽極酸化

皮膜

JIS　H　8601

合金の陽極酸化皮膜

アルミニウム及びアルミニウム

AA6

　　　　　　　　　又はJIS G 3322（塗装溶融亜鉛-55%アルミニウム合金めっき鋼板及び鋼帯）

アルミニウム、樹脂製

アルミニウム及びアルミニウム A2(過酷な環境の
・BA-１種

無着色陽極酸化塗装
複合被膜

JIS　H　4001

　形式　　　　　　※外部可動式　・固定式

網戸

　防虫網の材種　　※合成樹脂製　・ガラス繊維入り合成樹脂製　・ステンレス製（SUS316）

［5.2.3］

化成皮膜の上に塗装
アルミニウム及びアルミニウム

合金の焼付け塗装板及び条
－

（注）常温乾燥形の塗装の場合は、特記による。

・C種

JIS　H　8602
屋外)・BA-２種

複合被膜
着色陽極酸化塗装 合金の陽極酸化塗装複合皮膜

［5.1.5］

［5.1.7］

［5.7.4］

［5.7.4］

［5.9.2］

［5.10.2］

［5.10.3］［表5.10.1］

［5.11.2］

［5.11.2］［表5.11.2］

［5.11.2］

［5.11.3］

［5.12.2］［表5.12.2］

［5.12.4］

［5.12.4］

［表5.12.2］

［5.13.2］ ［5.13.3］

［5.14.2］ ［5.14.5］

［5.14.3］［5.14.5］

［5.14.3］

２　防火戸

煙感知器と連動させる場合は、特記による。

［5.1.4］

仮組の実施は、特記による。

（a)　開閉操作が複雑な建具については、操作方法を表示する。

（b)　開口部の侵入防止対策上有効な措置が講じられた「防犯建物部

※70

着色陽極酸化皮膜

材料　　※ SUS304、アルミニウム製等防錆性能を有するもの

　　　　・ 製造所標準仕様による

性能　　※ 改修標仕5.8.3による

開閉機能　　　　※上部電動式（手動併用）　・上部手動式

耐風圧性能（　　　）N/㎡

耐風圧性能（　　　）N/㎡

JIS　A　6024

６　樹脂製建具 性能及び構造

アセット）、サッシにあってはJIS　A　4706（サッシ）による。

（１）　耐風圧性、気密性及び水密性の等級は、特記による。特記がな

ければ、外部に面する建具の場合は表5.3.1により、種別は特記による。

［表5.3.1］［5.3.2］

性能及び構造

り、適用は特記による。

種別

性能項目
気密性 水密性

A-3 W-1

・建具の性能及び構造は、ドアセットにあってはJIS　A　4702（ド

・樹脂製建具の性能値等

・簡易気密型ドアセットの気密性、水密性の等級は表5.4.1によ

・外部に面する鋼製建具の耐風圧性は表5.2.1により、適用は特記による。

表5.4.1　鋼製建具の性能等級

・簡易気密型ドアセット

防音ドア、防音サッシとする場合の遮音性の等級は、特記による。

表5.3.1　外部に面する樹脂製建具の性能等級等

性能項目

種別
耐風圧性

S-4

S-5

S-6

A-4

気密性 水密性

W-4

W-5

枠の見込み寸法

（mm）

特記による

・A種

・B種

・C種

［表5.4.1］［5.4.2］７　鋼製建具

９　ステンレス製建具

表面仕上げ　　※HL 　・鏡面　

曲げ加工　　　※普通曲げ　　・角出し曲げ（補強あり）

簡易気密型ドアセットの適用は建具表による

外部に面する建具の耐風圧性の適用は建具表による

［5.6.2］［5.6.3］

［5.6.4］［表5.6.1］

使　用　箇　所

表5.6.1　ステンレス製建具に使用する鋼板類の厚さ（単位：mm）

厚さ

８　鋼製軽量建具 ［5.5.2］

［5.5.4］ ［表5.5.1］

・簡易気密型ドアセットの気密性の等級はA-3とし、適用は特記による。

・鋼板の厚さは特記による。

区分

鋼板

ステンレス鋼板

アルミニウム押出形材

使　用　箇　所 厚さ

1.6

－

表5.5.1　鋼製軽量建具に使用する鋼板類の厚さ（単位：mm）

・補強板の類

一般部分

くつずり

表面板

力骨、中骨

召合せ

縦小口包み板

押縁

・その他

・戸

・枠類

額縁、添え枠

(注)くつずりの材料は、5.5.3(3)による。

1.6

1.5(注)

0.6以上

0.6以上

0.6以上

1.6

2.3以上

（注）1.5

1.5

1.6以上

2.3以上

（注）特定防火設備で片面フラッシュ戸の場合は、実厚で1.5mm以上とする。

補強板の類

裏板

くつずり

一般部分

４-１
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既存改修特記仕様書②

改A-02

春日居福祉会館大規模改修工事(建築主体)(債務)
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縮　　尺
No.

工事名称

図面名称

［6.5.2］

［6.5.2］

［6.5.1］［表6.5.1］

［6.3.2］［4.4.9］

［6.2.2］

［6.1.3］

防腐処理　　※行う（※改修標仕6.5.2(h)(3)による　　・図示　　　　）

　表面処理用木材保存剤（防腐・防蟻剤）は監督職員の承諾するものとする。

　

集成材及び単板積層材のホルムアルデヒド放散量 ※規制対象外 ・第三種

防腐、防蟻処理７

集成材等５

寸法（mm）樹種名

改修後の床の清掃範囲　　　　※改修箇所の室内　

合成樹脂塗床材の除去工法　　・機械的除去工法　・目荒し工法

　　　　　　　　　　　　　　・下地モルタル共（※図示の範囲　・除去範囲すべて）

ビニル床シート等の除去　　　※仕上材のみ（接着剤共）２

下地補修

既存床の撤去並びに

代用樹脂を使用しない箇所　　　　（　　　　　　　　　　　　　　　）

保存処理木材　　　　　　　　　　・使用する（使用箇所：　　　　　　　　　　）

現場搬入時の木材の含水率　　　　※A種　・B種

造作材の材面の品質の基準　　　　※A種　・B種

４ 木材

　※モルタル塗り（塗厚25mmを超える場合の補強　※行う　・行わない）

　・図示

間仕切壁撤去に伴う他の構造体の補修

下地補修

既存壁の撤去並びに

　※壁面より両側600mm程度とし、既存仕上げに準じた仕上げを行う

　・図示の範囲

　※既存のまま

天井の撤去に伴う取合い部の壁面の改修

　・図示の範囲

天井内の既存壁の撤去に伴う当該壁の取り合う天井の改修範囲

　・図示の範囲

　※壁厚程度とし、既存仕上げに準じた仕上げを行う

既存間仕切壁の撤去に伴う当該壁の取り合う天井、壁、床の改修範囲改修範囲

［6.1.3］

［6.1.3］

［6.2.2］

［6.2.2］

［6.5.2］構造材及び下地材の品質の基準　　※改修標仕6.5.2(a)(2)(iv)による　

［6.5.2］［表6.5.4］

構造用集成材

接着性能材面の品質強度等級品　名施工箇所

・使用環境A

・使用環境B

・使用環境C

・1種

※2種

・3種

［6.5.2］

寸法（mm）樹種名

構造用単板積層材

接着性能

・使用環境1

施工箇所 曲げ性能

・使用環境2

［6.5.2］

寸法（mm）樹種名

造作用集成材

施工箇所 見付け材面の品質

※1等　・2等

［6.5.2］

寸法（mm）
見付け材面の

化粧ばり造作用集成材

心材の樹種名施工箇所
化粧薄板の

※1等　・2等

品質樹種名

化粧薄板の

厚さ（mm）

［6.5.2］

寸法（mm）表面の品質

単板積層材

施工箇所 防虫処理

・する

・しない

※天然木化粧加工

・塗装加工

・化粧加工しない

［6.5.2］［6.13.2］

合板のホルムアルデヒド放散量 ※規制対象外 ・第三種床張り用合板及び６

その他の
防虫処理

普通合板

板面の品質
接着の表板の厚さ

施工箇所

広葉樹 ・1等 ※2等※1類

・1類

・2類

［6.5.2］構造用合板

その他の合板

（mm） 樹種名 程度 処理

・難燃処理

難燃処理

・防炎処理

・する

・しない

・する

・しない

5.5（床）

（壁、天井） ・ラワン

・しな

・2類

［6.5.2］

防虫処理板面の品質接着の程度
表板の厚さ

施工箇所

・特類

（mm） 樹種名

12.0（床）

針葉樹 ※C－D

・する

・しない・

※C－D

等級

・1級

※2級※1類

［6.13.2］

その他の処理防虫処理

天然木化粧合板

接着の程度
化粧板の厚さ

施工箇所

・1類

（mm） 樹種名

難燃処理・する

・しない

・3.2（壁、天井）

・2類※4.2

・6.0

・しおじ

・なら

・防炎処理

［6.13.2］

その他の
防虫処理

特殊加工化粧合板

接着の
加工面

厚さ
施工箇所

・1類

（mm）

難燃処理・する

・しない

※4.0（壁、天井）

・2類・ ・両面

・表面

・防炎処理

処理程度

・オーバー

　レイ

・プリント

・F

・FW

・W

表面性能
化粧加工

の方法

・塗装 ・SW

［6.5.2］

６

（・1等・2等・3等）

［6.5.5］

［6.5.5］

［6.5.5］

表面仕上げの程度　　　　　　　　・A種　※B種　・C種　

［6.5.2］［表6.5.3］

［6.5.2］［表6.5.4］

防蟻防虫処理　　・行う（※図示　　・　　　　　　　　　　　　　　　　 ）

防腐、防蟻防虫処理剤の種類及び品質

Ｇ

Ｇ

Ｇ

１

内
装
改
修
工
事

Ｇ

Ｇ

Ｇ

Ｇ

Ｇ

Ｇ

Ｇ

Ｇ

Ｇ

Ｇ

Ｇ

Ｇ

・・・・・

・・・・・

・・・・・

・・・・・

・・・・・

・・・・・

JIS K 6903による　厚さ1.2

JISの記号 厚さ（mm）、規格等

［6.12.2］［表6.12.1］

［6.14.2］

［6.14.2］

壁紙張り１８

せっこうボード及び１７

床下地材

ポリスチレンフォーム１６

畳敷き１５

　単層フローリングのホルムアルデヒド放散量　　※規制対象外　・ 第三種

・フローリング ・モルタル

・釘留め工法

接着工法・なら

・

※なら

緩衝材樹　種種　類

・ポリスチレンフォーム床下地

　※規制対象外　　・第三種

軽量鉄骨下地ボード遮音壁の遮音シール材

パーティクルボード及びMDFのホルムアルデヒド放散量

　※適用する　　・適用しない

・ミディアムデンシティ

・インシュレーションボード

・ハードボード（素地）

・単板張りパーティクルボード

・メラミン樹脂化粧板

・化粧せっこうボード（木目）

・シージングせっこうボード

・強化せっこうボード

・せっこうラスボード

・不燃積層せっこうボード

A級二次加工品

・9　　 ・12　 ・15　 ・18

・2.5　・3.5　・5　　・7

・未研磨板（RN）　・研磨板（RS）

・10　　・12　　・15　　・18　　

・無研磨板（VN） ・研磨板（VS）

・素地MFD（RS）

12.5（不燃）　幅440mm程度

模様（※柾目　・板目） 専用下地材付き

9.5（不燃）　・化粧なし（下地張り用）

　　　　　　 ・化粧あり（トラバーチン模様）

IB

HB

MDF

GB－D

GB－L

GB－F

GB－S

GB－NC

NW

HW

0.8FK

DR

・硬質木毛セメント板

・普通木毛セメント板

・けい酸カルシウム板

・ロックウール化粧吸音板

タイプ2（無石綿）

・15　　・20　　・25　　

・15　　・20　　・25　　

種　類

備　考
無機質

・不燃・準不燃・難燃

・不燃・準不燃・難燃

・不燃・準不燃・難燃

・不燃・準不燃・難燃

防火性能施工箇所
紙

（化学繊維）

その他

（織物）

繊維

壁紙の種類

・モザイク

・グラスウール吸音ボード2号32K GW-B ・25（ガラスクロス包）　

・3　　・7　　・9　　・12　　

・

・フローリング

厚さ

・

※15

※15

・8

大きさ

・

・

　　　　　　　・無塗装品（・塗装する　施工箇所：　　　　　　　　　　　　）

仕上げ塗装　　・塗装品　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　　　　　　　　　　　　・オイルステインのうえワックス塗り

　　　　　　　　　　　　　・生地のままワックス塗り

1.0FK ・6　　・8　　

RW-B・ロックウール吸音ボード1号 ・ 25　 　

・硬質木片セメント板 HF ・12　　・15　　・18　　・21　　

・ハードボード（化粧） ・内装用化粧（DI）　・外装用化粧（DE）HB

NF・普通木片セメント板 ・ 30　 　

・化粧パーティクルボード

・ﾌﾟﾗｽﾁｯｸｵｰﾊﾞｰﾚｲ（DO）　・塗装（DC）

・単板オーバーレイ（DV）

　ファイバーボード

・10（難燃）　・12（難燃）　

・化粧MDF（・DV・DO・DC）

［6.13.2］

［6.13.2］

（・天井仕上 ・内装仕上 ・　　　　）

合板類の張付け　　・A種　※B種

・複合1種 ・釘留め工法

・接着工法

・

※なら

工　法樹　種

天然木化粧複合フローリング

種別又は

幅　　75以上

長さ　900以上

防湿処理

・防湿処理を行う

・複合2種

・複合3種

・2.5　・3.5　・5　　・7

　ボード

　ブロック

　パーケット

・接着工法

　埋込み工法

・接着工法

※合成樹脂

　発泡シート

・

※合成樹脂

　発泡シート

・

※合成樹脂

　発泡シート

・

根太張用

直張用

直張用

直張用

・ ・

・

工　法

　複合フローリングのホルムアルデヒド放散量　　※規制対象外　・ 第三種

根太張用

直張用

大きさ（mm）

※合成樹脂発泡シート

又は緩衝材

・B種

・A種

※C種

　　　　　　　　　種類　　※ウレタン樹脂ワニス塗り

※凹凸ﾀｲﾌﾟ（※12（不燃）・15 ・19 ・　）

・

[6.13.3]［表6.13.3］

Ｇ

（mm） （mm）

［6.11.2､3､5､6］［表6.11.2､4］

厚さ　12以上

［6.11.6,7］

12以上

12以上

15以上

素地ごしらえ

　コンクリート面　　　　　　　・A種　　※B種　（施工箇所：　　　　　　　　　　）

　せっこうボード面　　　　　　・A種　　・B種　（施工箇所：　　　　　　　　　　）

１４ フローリング張り 単層フローリング ［6.11.2～7］［表6.11.1､3］

※なら 幅 　※ 75　

長さ 400以上

※303×303

種　類

フローリング類下地　　厚さ（mm）　※80　・95　　　（不燃）

畳下地　　　　　　　　厚さ（mm）　※40　・65　・80（不燃）

・改修標仕 表6.5.9による床組 ※ B種 　 　

※ C種 　 　

畳の種別下地の種類

・A種（ノンフロンのもの）

　畳表及び畳床はVOC含有量が少ないものとする

・せっこうボード GB－R ・9.5（準不燃）　※12.5（不燃）

［6.13.2］［表6.13.1］

・15.0（不燃）

12.5（不燃）

・12.5（不燃）　・15.0（不燃）

9.5

※ﾌﾗｯﾄﾀｲﾌﾟ（※9（不燃）・12　・　）

ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ

（ビニル）

・不燃・準不燃・難燃

・不燃・準不燃・難燃

　モルタル面、プラスター面　　・A種　　※B種　（施工箇所：　　　　　　　　　　）

［6.14.3］［表7.2.4］［表7.2.5］［表7.2.7］

壁紙のホルムアルデヒド放散量 　※規制対象外 ・第三種

その他ボード張り

Ｇ

　（36db以上）

・遮音タイプ

遮音性能

・一般タイプ ・手動式　　　　・電動式

・手動式　　　　・電動式

・部分電動式

・部分電動式

操作方法

・壁紙張り

・焼付け塗装

・壁紙張り

・焼付け塗装

厚さ（mm）

・

※鋼板

・

※鋼板

表面仕上げ表面材

（※0.6 ・0.8）

・パネル式

・スタッドパネル式

・スタッド式

構造形式

・なし

・なし

防火性能

　（　　　）

・あり

　アクリル樹脂焼付け

※メラミン樹脂又は

・

・あり

・

※鋼板・

遮音性能表面仕上げ
総厚さ（mm）

パネル部の

厚さ（mm）

表面材種

　遮音性能はJIS A 6512の遮音性試験に準拠する。

　表面仕上げの壁紙張りの品質は18壁紙張りによる。

移動間仕切２５

可動間仕切２４

（20.2.4）

階段手すり２８

階段滑り止め２７

トイレブース

（20.2.3）

JIS R 5201の試験8において

［6.16.3］

［6.15.3］

　　安定性、膨張性のひび割れ及びそりがないこと。（JIS R 5201の試験9）

終結　10時間以内

始発　1時間以上

凝結時間混合割合

　セメント重量

　防水剤の種類は建築用のモルタルに用いるセメント防水剤とする。（JIS A 1404による試験）

防水剤（防水モルタル塗りの混入剤）モルタル塗り１９

70％以上 95％以下 80％以下

透水比吸水比曲げ及び圧縮強度比

　の5％以下

タイルの種類タイル張り２０

　標準的な曲がり（小口、標準、二丁、びょうぶ）の役物は一体成形とする

内装壁タイル張りの工法　　※壁タイル接着剤張り　　・改良積上げ張り

　タイルの見本焼き　　※行わない　　・行う

セルフレベリング材２１

材　質

・硬質塩ビ製

※アルミニウム製

市販品浴室天井材２２

※300

※200

・100

・100

幅（mm）

の標準品とする。

きとし、製造所

回り縁はとい付準不燃品

・木目調

※塗装品

・アルマイト処理品

※焼付け塗装品

備　考性　能表面仕上げ

床目地　　　　・設ける（工法　※押し目地　・　　　　　　　）

［6.15.3］

［6.15.3］

［6.15.6］

（294.0kPa

　の水圧を

　る）

塗り ・せっこう系（施工箇所及び厚さ　　※仕上表による　・図示　・　　　　　　）

・セメント系（施工箇所及び厚さ　　※仕上表による　・図示　・　　　　　　）

形状寸法

（mm） あり 特注標準なし

うわぐすり 役物 色
備考

再生材の

適用
施工箇所

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

あり なし

耐凍害性

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

吸水率

ⅢⅠ Ⅱ

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

無ゆう施ゆう

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

コンクリート素地面の目荒し工法（高圧水洗）　　・行う

２３ フリーアクセスフロア

・溝構法

水平力

適用地震時仕上り高
備　考構　法施工箇所

（mm）

・パネル構法

・タイルカーペット

・帯電防止床タイル

（20.2.2）

空調用吹出し（吸込み）パネル

コンセント等の取付け対応　　※製造所の仕様による （コンセント本体は別途設備工事）

　コンセントの箇所数　　※図示　　　　　　　　　　　　　　

　フリーアクセスフロア全体面積に対する設置割合　　※20～30％　　

　配線取出し開口　　※パネル1枚につき40×80（mm）程度の開口1箇所以上　　・図示

　　　　　　　　　　　

スロープ及びボーダー　　※製造所の仕様による　　・図示

表面仕上材の品質、性能は、標仕19章による。

の開発」の建設技術評価において評価を取得したもの又は同等品とする。

表面仕上材耐荷重性能

・3,000N

・5,000N

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

構成材の材質　　　　　　・アルミニウム製　　・鋼製　　

配線用取出しパネル

　※なし

　・あり（※固定式　　・可変式）：施工箇所（※図示　　・　　　　　　　　　　　　　）

ローリングロード性能　　※適用する　　・適用しない

（・内臓　・露出）

表面仕上げ材 （20.2.5）

・ポリエステル樹脂系化粧板

・メラミン樹脂系化粧板

・

・

表面材の材質
形　状 材　質

※幅木

・支柱

・なし

・アルミニウム製

・ステンレス製

・標準

・R

形　状 材　質

・アルミニウム製

・ステンレス製

・表面材と同材

脚　部 ドアエッジ

・ステンレス製（SUS304）

材　種 端部フラットエンド

　　ビニルタイヤ入り

・約35

・

取付け工法

※接着工法

・埋込み工法

※あり（※ビニル製 ・ステンレス製）

・なし

※集成材

取付箇所材　種

・ステンレスパイプ

・鋼製パイプ

・ビニル製

※クリヤラッカー　

表面仕上げ

・60　・45

[6.17.2]［表6.17.1］

・ HL　 　

・ EP -G　 　

　1時間かけ

・1.0G

・0.6G

　耐震性能5,000Nについては、平成元年建設省告示第1322号「耐震型フリーアクセスフロア

幅（mm）

直径（mm）

吸水調整材は、4章2節　表4.2.2[吸水調整剤の品質]による。

［6.16.3］

[6.16.4]［表6.16.5］

既製目地材　　・適用しない　※適用する

（20.2.7）

記号

パイル長さ（mm） 備　考

・グリッパー工法

※全面接着工法

工　法

・ループパイル ※ 4～ 6　

※ 5～ 7　

・レベルループパイル

・カットパイル

パイル形状

※6.5

種　類パイル形状 寸法（mm）

※500×500

備　考総厚さ（mm）

・

・カット、ループ併用

・・第二種

※第一種

・カットパイル

※ループパイル

種　類 厚さ（mm）色　柄

※2.5

・発泡層のあるもの

※発泡層のないもの ※NC

・マーブル柄

※無地

［6.9.3､4］

［6.8.3］

［6.8.2］

［6.6.4］

［6.6.4］

［6.6.2］［表6.6.1］

１２ カーペット敷き

合成樹脂塗床１３

・樹脂モルタル仕上げ（※平滑　・防滑）

・厚膜流し展べ仕上げ（※平滑　・防滑）

※平滑仕上げ　・防滑仕上げ　・つや消し仕上げ

仕上げの種類

　※規制対象外 ・第三種

ユリア樹脂等を用いた塗料のホルムアルデヒド放散量

・防滑仕上げ

※薄膜流し展べ仕上げ

種　別

織じゅうたん

　下敷き材　　※反毛フェルト（JIS L 3204）の第2種2号　呼び厚さ8mm　

※無地

備　考色柄等

・柄物

・ｶｯﾄ､ﾙｰﾌﾟ併用

・ﾙｰﾌﾟﾊﾟｲﾙ

・ｶｯﾄﾊﾟｲﾙ

パイル形状種　別

・C種

・B種

・A種

タイルカーペット

タフテッドカーペット

　タイルカーペットの敷き方　　平場　　　　※市松敷き　・模様流し　

スタッド、ランナーの種類　　　　　 ※改修標仕表6.7.1による　・図示

　屋外（・19形　※25形）　屋内（※19形　・25形）

既存の埋込みインサート　　　　　・使用する　・使用しない

あと施工アンカーの引抜き試験　　・行う　・行わない

工法　　※熱溶接工法　・突付け（施工箇所：　　　　　　　　　）

ビニル床シート、１１

軽量鉄骨壁下地１０

軽量鉄骨天井下地９ 野縁等の種類

接着剤８

　※規制対象外 ・第三種

　壁紙施工用でん粉系接着剤、ユリア樹脂、メラミン樹脂、フェノール樹脂、レゾルシノール

［6.10.2］

屋外の軒天井、ピロティ天井等

樹脂（以下「ユリア樹脂等」という）又はホルムアルデヒド系防腐剤を用いた接着剤のホルム

アルデヒド放散量

　野縁受、吊りボルト、インサートの間隔及び周辺部からの距離　　※図示　

　野縁の間隔　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※図示　

　耐風圧性を考慮した補強　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※図示　

天井下地材における耐震性を考慮した補強 ［6.6.4］

　・行う（補強箇所　　※図示　　　補強方法　　※図示）

ビニル床タイル及び

ゴム床タイル張り

［6.8.2］

ビニル床シート及びビニル床タイルの特殊機能

　帯電防止　　・帯電防止性能評価値（JIS A 1455）1.2以上～3.2未満

　　　　　　　　又は体積電気抵抗値（JIS A 1454）1×10 ～1×10 Ω程度

　　　　　　　

　耐動荷重　　JIS A 1454による、へこみ試験、残留へこみ試験、滑り性試験、摩耗性試験、

　　　　　　　層間はく離強度試験（発泡層のあるビニル床シートのみ）及びキャスター性試

　　　　　　　験等の試験後、異常がないこと

・

・

・無地

※柄物

施工箇所 特殊機能

・帯電防止

・耐動荷重

・帯電防止

・耐動荷重

・

・

ビニル床シート

記号種　類 厚さ（mm）色柄

※2.0・ｺﾝﾎﾟｼﾞｼｮﾝ CT

・柄物

※無地

・ﾎﾓｼﾞﾆｱｽﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙ

［6.8.2］ビニル幅木

［6.8.2］

CTS

※無地

※無地

施工箇所 特殊機能

・帯電防止

・耐動荷重

・帯電防止

・耐動荷重

・

ビニル床タイル

　ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙ（半硬質）

・

・帯電防止

・耐動荷重

・帯電防止

・耐動荷重

・ｺﾝﾎﾟｼﾞｼｮﾝ

　ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙ（軟質）

・置敷きﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙ

HT

HTL ※無地

・

・

・

※2.0

・

※2.0

・

・

寸法（mm）

・300×300

・450×450

・300×300

・450×450

・300×300

・450×450

・500×500

・

　材質　　　　　※軟質　・硬質

　高さ（mm）　　※60　・75　・100

［6.8.2］ゴム床タイル

　色柄　　　　　（　　　　　　　　　　　　　）

　厚さ（mm）　　・3.0　・4.5　・6.0　・9.0

　寸法　　 　　（　　　　　　　　　　　　　）

　（標準品）

織り方 帯電性

※人体帯電圧

　3kV以下

・・ｱｷｽﾐﾝｽﾀｰｶｰﾍﾟｯﾄ

・ﾀﾞﾌﾞﾙﾌｪｰｽｶｰﾍﾟｯﾄ

・ｳｨﾙﾄﾝｶｰﾍﾟｯﾄ

・カット、ループ併用 ・

帯電性

※人体帯電圧

　3kV以下

・

　下敷き材　　※反毛フェルト（JIS L 3204）の第2種2号　呼び厚さ8mm　

ニードルパンチカーペット

　厚さ（mm）　　

［6.9.3］

　帯電性　　　　※人体帯電圧3kV以下　

　備考

帯電性

※人体帯電圧3kV

　以下（ﾌﾘｰｱｸｾｽ

・

　ﾌﾛｱ敷設範囲）

　　　　　　　　　　　　　　　階段部分　　※模様流し　・市松敷き　

［6.9.3］見切り、押え金物　　・適用する（材質、形状等　※図示　・　　　　　　）

施工箇所

（内装改修工事全般）

※接着剤に含まれる可塑剤は、難揮発性のものとする。

［6.6.3､4］

[6.7.3]［表6.7.1］

［表6.7.1］

107

スタッドの高さが5mを超える場合　　※ 図示

※ 4　 　

［6.5.2］［6.5.4］［6.8.2］[6.9.3]［6.11.5､6］［6.13.2］［6.14.2］［6.16.3］

　厚さ（mm）　　※1.5　

［6.9.2］［表6.9.1］

［6.9.3］［表6.9.2］

［6.10.2］［表6.10.1～8］

・弾性ウレタン樹脂系塗床材

・エポキシ樹脂系塗床材

Ｇ

Ｇ

壁

１F男女更衣室

２F大会議室

玄関･ﾎﾟｰﾁ 100×100

第1～第3

休養室

140mm

既存改修特記仕様書③

改A-03

春日居福祉会館大規模改修(建築主体)(債務)



縮　　尺
No.

工事名称

図面名称

４ 塗装

塗装の種類
工　程

新　規塗替え
塗装面

１ 材料

下地調整

下地面の種類

モルタル面、プラスター面

コンクリート面、ALCパネル面

せっこうボード面、その他ボード面

木部

鉄鋼面

亜鉛めっき鋼面（鋼製建具）

２

３ 錆止め塗料塗りの種別等

塗装面 工程種別塗料種別 備　考

鉄鋼面

亜鉛めっき鋼面

※A種　・B種

・A種　※B種

※A種　・B種

［7.1.3］

建物内部に使用する塗料の材質　　・水性系　

防火材料　　※屋内の壁、天井仕上げは防火材料とする。 ［7.1.3］

　　　　　　・次の箇所を除き防火材料とする。（施工箇所：　　　　　　　　　　）

既存塗膜の除去範囲（塗替えでRB種の場合）

下地調整の種別等

コンクリート面、押出成形セメント板面

亜鉛めっき鋼面（鋼製建具を除く）

（2-UE､2-ASE､2-FUEは除く）

（2-UE､2-ASE､2-FUEの場合）

　RA種

　RC種

新　規塗替え

※ R B種 　

※ R B種 　

※ R B種 　

※ R B種 　

※ R B種 　

・

　RA種

ひび割れ部

の補修

［7.2.2～7］［表7.2.1～7］

屋外

屋内

塗替え

新規（鋼製建具

を除く）

新規鋼製建具

　C種

　C種

※A種　・B種

　C種

※A種　・B種

※ C 種 　

・A種　・B種

・A種　・B種

　A種

※ C 種 　

※ C 種 　

※ C 種 　

※ C 種 　

EP-Gの場合

EP-Gの場合

EP-Gの場合

2-UE､2-ASE､

2-FUEは除く

・行う

・行う

・行う

・RA種　・RB種

・RA種　・RB種

・RA種　・RB種

・RA種　・RB種

・RA種　・RB種

［7.4.1～7.15.2］［表7.4.1～7.15.1］

　※ F☆☆☆☆

　※劣化部分は除去し、活膜部分は残す。　　・図示

建物内部に使用する場合のホルムアルデヒド放散量

［7.2.1］［表7.2.1～7］

下地調整の種別

※ R B種 　

［7.3.3､4］［表7.3.1～3］

※ R B種 　

錆止め塗料塗り

・A種　※B種・クリヤラッカー塗り（CL）

・フタル酸樹脂エナメル塗り

亜鉛めっき鋼面

（鋼製建具を除く）

　（FE）

・

　塗り（EP）

・合成樹脂エマルションペイント

・ウレタン樹脂ワニス塗り（UC）

モルタル面・プラスター面

下地

調整

RA種

RB種

RC種

木部

※ B 種 　

　A種

　C-3種

・A種　※B種 ・A種　※B種

・A種　・B種

・A種　・B種

・A種　・B種

木部・オイルステイン塗り（OS）

木部・ラッカーエナメル塗り（LE）

木部・木材保護塗料塗り（WP）

　B種

・アクリル樹脂エナメル塗り

・2液形ポリウレタンエナメル

　塗り（2-UE）

・アクリルシリコン樹脂エナメル

　塗り（2-ASE）

・常温乾燥形ふっ素樹脂エナメル

　塗り（2-FUE）

　（AE）

屋外コンクリート面

屋内モルタル面

屋外鉄鋼面

屋外亜鉛めっき鋼面

屋外コンクリート面

屋外押出成形セメント板面

屋外鉄鋼面

屋外亜鉛めっき鋼面

屋外コンクリート面

屋外押出成形セメント板面

屋外鉄鋼面

屋外亜鉛めっき鋼面

屋外コンクリート面

屋外押出成形セメント板面

※ B 種 　

※ B 種 　

・

・

・A種　・B種

・A種　・B種

※ B 種 　

※ B 種 　

※B種　・A種

※B種　・A種

・

・

・A種　・B種

・A種　・B種 ・A種　・B種

・A種　・B種

　A種

　A種

※B種　・A種

※B種　・A種

　A種

　A種

・A種　・B種

・A種　・B種

　A種

　A種

・A種　・B種

・A種　・B種

・A種・マスチック塗材塗り

　　A種及びC種の凸面処理

　　　・行う　・行わない

コンクリート面

押出成形セメント板面

モルタル面

ALCパネル面

・

・

・

・

・

・

・

　※B種

・合成樹脂調合ペイント塗り
　（SOP）
　　塗料の種類　※1種　

木部 ※ B 種 　 ※A種(屋外)
※B種(屋内)

鉄鋼面 ※ B 種 　 ・A種　・B種

木部

亜鉛めっき鋼面（鋼製建具）

屋内木部

屋内鉄鋼面

屋内亜鉛めっき鋼面

屋内コンクリート面

屋内モルタル面

・アクリル樹脂系水分散系塗料

　塗り（NAD）

・耐候性塗料塗り（DP）

・つや有合成樹脂エマルション

　ペイント塗り（EP-G）

・合成樹脂エマルション模様塗料

　塗り（EP-T）

屋内のコンクリート

面・モルタル面

プラスター面・せっ

こうボード面等

せっこうボード面
その他ボード面

※ B 種 　 ・A種　・B種

※ B 種 　 ・A種　・B種

※ B 種 　 ※ B 種 　

※ A 種 　

鉄面

屋外亜鉛めっき鋼面

コンクリート面

押出成形セメント板面

屋内木部

屋内鉄鋼面

屋内亜鉛めっき鋼面

コンクリート面

モルタル面・プラスター面

せっこうボード面

その他ボード面

コンクリート面

※ B 種 　

※ B 種 　

※ B 種 　

※B種　・A種

※B種　・A種

・

・

・

※B種　・A種

※B種　・A種

・A種　・B種

・A種　・B種

・A種　・B種

・A種　※B種

※ B 種 　

・A種

・A種

・

・

※ A 種 　

・A種　・B種

・A種　・B種

・A種　・B種

・A種　・B種

・A種　・B種

※ B 種 　

※ B 種 　

※ B 種 　

※ B 種 　

※ B 種 　

※ B 種 　

※ B 種 　

※ B 種 　 ・A種　・B種

・B種

（養生方法：　　　　　　　　）・既存再使用する

材種　　※アルミニウム製　　・ステンレス製

形式　　・片引き　　・引分け（※暗幕用は300mm以上の召合せの重ね掛けとする）

形状　　・C形　　・D形　　・Ⅰ形　　

　　表面処理　　　　　※B－1　・B－2（※ブラウン系　・ブラック　・ステンカラー）

　　溝幅×深さ（mm）　・90×150　※120×80　・120×150　・150×80　・　

・新設する

・既存再使用する（養生方法：　　　　　　　　　）

誘導標識、非常用進入口表示等は市販品とする。

※緑　・黒

※平面　・曲面　・スクリーン付引分

※アクリル板

［2.3.1］［5.1.6］（養生方法：　　　　　　　　）

［2.3.1］［5.1.6］

（20.2.16）

（20.2.15）

（20.2.14）

（20.2.11）

（20.2.9）

　案内用図記号はJIS Z 8210による。

厚さ（mm）寸法（mm）

・新設する

・

３９

　　ブロックパターンはJIS T 9251による。

※ 3 0 　

※ 7 . 0 　

　300×300

　300×300

※ 300× 300　

※300× 300　

※300× 300　

・磁器又はせっ器質タイル

※レジンコンクリート製

・磁器又はせっ器質タイル

・レジンコンクリート製

※塩化ビニル製

厚さ（mm）寸法（mm）種　類施工箇所

屋外

屋内

（19.2.2）

　　注意喚起用床材）

（誘導用及び

視覚障害者用床タイル

・充填用

・張物、充填兼用

・張物用

・密閉形

・鋳鉄製

・鋼製

・450×450

・

・600×600 ・屋内用

・屋内外用

形　式

・結露防止形

・一般形

寸　法

・ステンレス製

※アルミニウム製

材　種

・450×450

・目地タイプ

・額縁タイプ

・屋内用

・屋内外用

・目地タイプ

・額縁タイプ

内　枠外　枠形　式

・密閉形・

・600×600

・一般形

寸　法

・

※アルミニウム製

材　種

・引分け

・片引き

（暗幕）

・ダブル

・シングル

・手引き

・ひも引き

・電動

施工箇所開閉操作形　式

・フランスひだ

・

・

・プレーンひだ・片ひだ

・箱ひだ・つまひだ

備　 考ひだの種類

施工箇所

・

・

・図示

備　考寸法（mm）

・3級

・2級

・1級

・チェーン式

・スプリング式

・電動式

操作方式

・

・綿

材　種

※ポリエステル

遮光性能

防炎性能　※あり

施工箇所
（mm）

スラットの幅

※図示

※図示

・

※5

・

※5

・

※図示

・

※図示

・

※図示

書　体取付け高さ

・ ・

※30φ

・

・

・

・各階案内板

・建物案内板

・階数表示

・扉番号

・ピクトグラフ

・衝突防止表示 ※市販品

※アクリル板

・図示

材　質

※ステンレス製

・室名札

　（・両面　・片面）

区　分

（20.2.14）

２９ 黒板及び

　ホワイトボード

３０ 表示

３１ ブラインド

種　類 色　彩 備　考

・黒板 ※焼付け

※ほうろう・ホワイト

　ボード

※緑　・黒

※白

※平面　・曲面　・スクリーン付引分

寸法（mm）

形　式 種　類 スラットの材質

※横形

・縦形

・操作棒式

・1本操作コード

※アルミニウム合金製

・アルミスラット

・

※ギヤ式　　・コード式 ※25

・80

３２ ロールスクリーン

※2本操作コード ・クロススラット ・100

３３ カーテン ・既存再使用する（養生方法：　　　　　　　　　　　　　　　　）

３５ ブラインドボックス

及びカーテンボックス

・既存再使用する

・新設する

・市販品（アルミニウム製　押出形材）

・図示

３４ カーテンレール

・新設する

３６ 天井点検口

［2.3.1］［5.1.6］

［2.3.1］［5.1.6］

３７ 床点検口

３８ 防煙垂れ壁 ・固定式

　降下機構　　煙感知器連動及び手動開放装置（埋込み型）

・可動式

備　考

アルミ製枠付き

高さ（mm）厚さ（mm）材　質

※6.8

・

※500

・・線入り磨き板ガラス

※網入り磨き板ガラス

・

※500・回転降下式 鋼板製又はアルミ製 表面仕上げ

　※天井材張り

　

・800

備　考

・

ガイドレール

　※固定式（壁埋込み型）

　・可動式（天井収納型）

高さ（mm）材　質種　類

・垂直降下式

　（巻取り型）

※不燃布

（不燃認定品） ・800

※500

表面の材質　　※塩ビ発泡シート張り　　

形状・寸法　　　※図示

合板、集成材、MDF、パーティクルボード等のホルムアルデヒド放散量

JIS S 1039による

（セクショナルキッチンⅠ型）※600 ・700　

※1200 ・900 ・600

材種　　　　　　・メラミン樹脂化粧板張り（心材：集成材）　　・人工大理石　

・非放散

寸法（L ＝ mm）

・ステンレス鋼（SUS304）

・ステンレス鋼（SUS304）製

・

・

・硬質アルミニウム合金・硬質アルミニウム合金製

・塩化ビニル又はゴム製

備　考受　枠材　種

・1種　・2種　・3種

[6.5.2][6.13.2]

４１ 流し台ユニット

４４ 鋼製書架及び物品棚

種　類 規格等 耐荷重による種類

・鋼製書架

・鋼製物品棚 ・4種　・5種　・6種

４０ くつふきマット

洗面カウンター４２

奥行き（mm）　　・約450　　・約600

４５ 屋内掲示板 枠の材質　　　※アルミニウム製

４３ 材質　　　　　　収納家具

　※規制対象外　　　・第三種

種　類 適用内容 規格・品質等

※優良住宅部品

※市販品

・流し台

・コンロ台

・吊戸棚

・水切棚

トラップ付き

バックガード　※あり

ステンレス製　※1段式※1200 ・900

※1200 ・1500 ・1800

内
装
改
修
工
事

６

屋
根
及
び
と
う
工
事

７

塗
装
改
修
工
事

８

折板葺2

長尺金属板葺1

耐火性能

※有り（種別：　　　　　　　　　　　　　　厚さ：　　　mm）　・無し断　熱　材

※有り　　・無し軒先面戸板

（規格等）

材　　　料

形状（mm）

形　　　式

（13.3.2～3）（表13.2.1）

板厚（mm）長尺金属板の種類屋根葺形式

（13.2.2～3）（表13.2.1）

・平葺き ※ガルバリウム鋼板 ※0.4

・重ね形　　・はぜ締め形　　・かん合形

山高（　155　　）　山ピッチ（　500　）　板厚・0.6　※0.8

・塗装溶融55％アルミニウム－亜鉛合金めっき鋼板及び鋼帯（CGLCCR-20-AZ150）

・カラーガルバリウム鋼板

・30分耐火　　※無し

とい3

掃　除　口　　　　※有り　　　　　・無し

　 ※規制対象外　 ・第三種

　 防露材のホルムアルデヒド放散量

鋼管製といの防露　※標仕表13.5.5による　　　

　　　　　　　　　・アルミ

　　　　　　　　　・既存使用

Ｇ　　　　　　　　　・ステンレスJIS G4305

材　　　種　　　　・配管用鋼管　　・硬質塩化ビニル管 （13.5.2）（表13.5.1）

（13.5.3）（表13.5.5）

既存改修特記仕様書④
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1

１ アスベスト含有建材の 分析によるアスベスト含有の調査　 ［9.1.1］

処理工事 　・行う（採取箇所　　※図示）　　

　　調査方法

材料名 調査方法（1材料当たりの試料数）

※定性分析（※3　・　）　・定量分析（・3　・　）

※定性分析（※3　・　）　・定量分析（・3　・　）

※定性分析（※3　・　）　・定量分析（・3　・　）

　　分析方法

　　　※JIS A 1481（建材製品中のアスベスト含有率測定方法）による

　 　 　

　　分析結果については,監督職員に報告すること

　　　報告書の様式

　　　　・（社）日本作業環境測定協会発行「石綿分析結果報告書」

　 　 　 　

アスベスト粉じん濃度測定 ［9.1.1］

　・行う（測定箇所　　※図示）　　

　　測定時期、場所及び測定点数

測定 測定点数
適用 測定時期 測定場所 備　考

名称 （各処理作業室ごと）

・ 測定1 処理作業室内 各（　）点

処理作業前 施工区画周辺 計2点
・ 測定2

又は敷地境界

・ 測定3 処理作業室内 各（　）点

セキュリティーゾーン 各1点 空気の流れ
・ 測定4

入口 を確認

処理作業中 負圧・除じん装置の排出 各1点 除じん装置
・ 測定5

口（処理作業室外の場合） の性能確認

施工区画周辺 4方向各1点
・ 測定6

又は敷地境界

・ 測定7 処理作業後 処理作業室内 各（　）点

（隔離シート 施工区画周辺 4方向各1点
・ 測定8

撤去前） 又は敷地境界

　　 （1）施工区画とは、処理作業室、セキュリティーゾーン、廃棄物置場、資材置場等を

　　　 　 含む本処理工事に直接又は間接的に係る区画、施工区画周辺とは、その区画境界の

　　　 　 前後1ｍ以内の範囲をいう。

2 22　　 （2）処理作業室の面積が50m 以下の場合は2点､300m までは3点とする。300m を超える

　　　 　 ような場合は，監督職員と協議する。

　　測定方法

　　　　JIS K 3850-1（空気中の繊維状粒子測定方法-第1部：光学顕微鏡法及び走査電子顕微

　　　鏡法）による。

　　　　種類

　　　　　※位相差顕微鏡法

　　　　　　　　試料採取フィルターを二分割し、一方を位相差顕微鏡法用として使用し、他

　　　　　　　方はその結果が高い場合（10本/L以上）に行う位相差・分散顕微鏡法用に保存

　　　　　　　しておく。

　　　　　・位相差､分散顕微鏡法

　　　測定機関は，都道府県労働局に登録されている作業環境測定機関とする。

測定3 測定1,4,5,7 測定2,6,8

（作業環境） （室内環境） （大気環境）

メンブレンフィルターの
25 25 47

　　　　　　　直径（mm）

試料の吸引流量　（L/分） 1 5 10

試料の吸引時間　　（分） 5 120 240

計数視野数 50 50 50

定量限界　　　　（本/L） 50 0.5 0.3

　　測定記録項目

　　 （1）除去するアスベスト含有建材の種類

　　 （2）測定点の位置の図面

　　 （3）測定日時、天候、気流

　　 （4）試料採取条件

　　 （5）標本作製方法

　　 （6）使用顕微鏡の種類（開口数を含む）

　　 （7）計数条件（HSEテストスライドの読取りグループ番号を含む）

　　 （8）繊維数濃度（位相差顕微鏡法の場合は総繊維数濃度、位相差・分散顕微鏡法の場

　　　　　合はアスベスト繊維数濃度）

　　 （9）定量限界

　　（10）その他

アスベスト含有吹付け材の除去（レベル1）　・行う ［9.1.3］

　除去対象範囲　　※図示

　除去工法　　　　※改修標仕9.1.3（2)（ｱ) (a)～(b)による　　

　除去したアスベスト含有吹付け材等の処理

　　※密封処理（二重袋梱包）

　　・セメント固化

　除去対象範囲　　※図示

　作業場の隔離　　・行う　　・行わない

アスベスト含有保温材等の除去（レベル2）　　・行う ［9.1.4］

　除去対象範囲　　※図示

アスベスト含有成形板の除去（レベル3）　　　・行う ［9.1.5］

縮　　尺
No.

工事名称

図面名称

４ 断熱・防露改修工事 断熱材の種類 ［9.5.2､3］

発泡剤の 厚さ
種　類 施工箇所

種類等 （mm）

・ビーズ法ポリスチレン ・ A種

　フォーム保温材

・押出法ポリスチレン ・保温板2種b A種 ※25 ※一般部

　フォーム保温材 ・
打込み

・保温板3種b ※25 ・接地部分
工　法

（スキン層付き） ・ ・

・

・硬質ウレタンフォーム ・ ※A種

　保温材

・吹付け硬質ウレタン ※A種1 難燃性を － ※断熱材補修部分
現場発

　フォーム 有するもの ※15 ・一般部※A種1H
泡工法

・ ・

５ 屋上緑化改修工事 植栽基盤及び材料 ［9.6.1､2］

　・屋上緑化軽量システム

　　　芝及び地被類の種類等　　※図示　　

工法 ［9.6.3］

　かん水装置　　　　　・設置する（工事区分は図示による）

　既存保護層の撤去　　・行う

６ 透水性アスファルト 路床の構成及び厚さ ［9.7.3］

舗装改修工事 ・遮断層　　　　厚さ（mm）　　　　　　　※150　

・凍上抑制層　　厚さ（mm）　　　　　　　※150　

・フィルター層　厚さ（mm）　　車道部　　※150　

　　　　　　　　　　　　　　 歩道部　　※ 50　

路床安定処理

　※添加材料による安定処理

　　　添加材料の種類

　　　・普通ポルトランドセメント

　 　　・高炉セメントB種

　　　・フライアッシュセメントB種

　 　　・生石灰（　　　　）

　 　　・消石灰（　　　　）

3　 　添加量　　（　　　　）kg/m （目標CBR　　※5以上　・　　　　）

　 　・ジオテキスタイル

2　 　　　単位面積質量　　60g/m 以上

　 　　　厚さ（mm）　　　0.5～1.0

　 　　　引張強さ　　　　98N/5cm(10kgf/5cm)以上

　 　　　透水係数　　　　1.5×10cm/sec以上

盛土の種別 　 ・A種　・B種　・C種　・D種

　　　　　　　　・建設汚泥から再生した処理土

遮断層及び凍上抑制層の材料

　・遮断層　　　　※川砂、海砂又は良質な山砂　　

　　　　　　　　　厚さは図示

　・凍上抑制層　　※再生クラッシャラン　　・クラッシャラン　　・切込砂利　　・砂

　　　　　　　　　厚さは図示

発生土の処理　　※構外搬出適切処理

　　　　　　　　・構内指定場所に敷均し

Ｇ

Ｇ

Ｇ

Ｇ

Ｇ

Ｇ

Ｇ

Ｇ

Ｇ

　　　　　　　　・構内指定場所に堆積

　　　　　　　　・構内指定場所に処分（搬出調査等を監督職員に提出する）

路床土の支持力比（CBR）試験　　※行う　・行わない

路床の絞固め度試験　　　　　　 ※行う　・行わない

砂の粒度試験　　　　　　　　　 ※行う　・行わない

路盤材料　　・再生クラッシャラン ［9.7.4］

　　　　　　・クラッシャラン鉄鋼スラグ

　　　　　　

路盤厚さ（mm）　　車道部　　※150　　

　　　　　　　　歩道部　　※100　　

路盤の締固め度試験　　※行う　　・行わない

舗装材料及び厚さ ［9.7.5､6］

　車道部　　※改質アスファルトⅠ型　　　厚さ（mm）　　※50　　

　歩道部　　※ストレートアスファルト　　厚さ（mm）　　※30　　

透水性アスファルト混合物等の抽出試験　　※行う　　・行わない ［9.7.9］

７ PCB含有シーリング ・第一次判定

材処分 　現場にてサンプルを採取し、シーリング材種及びPCB含有分析の要否を判定する

　採取箇所数　　計　　箇所

　採取箇所　　　※図示　　　　

・第二次判定

　専門分析機関にてPCB含有量の分析を行う

　分析個数　　　計　　箇所

・除去処理工事

　除去範囲　　※図示　　

　撤去方法　　・｢標準施工要領書｣（日本シーリング工事業共同組合連合会・日本シーリング

　　　　　　　　材工業会）による

Ｇ

Ｇ

Ｇ

Ｇ

２ 外断熱改修工事 断熱材の種類 ［9.3.2］

発泡剤の ホルムアルデヒド 厚さ
種　類

種類 放散による区分 （mm）

・ビーズ法ポリスチレンフォーム保温材 ・ A種 F☆☆☆☆等級 ・

・押出法ポリスチレンフォーム保温材 ・ A種 F☆☆☆☆等級 ・

・硬質ウレタンフォーム保温材 ・ A種 F☆☆☆☆等級 ・

・フェノールフォーム保温材 ・ A種 F☆☆☆☆等級 ・

・ロックウール ・ F☆☆☆☆等級 ・

・グラスウール ・ F☆☆☆☆等級 ・

外装材の種類 ［9.3.2］

種　類 防火性能

・

既存外壁の仕上材の撤去　　　・あり　　・なし ［9.3.3］

下地面の清掃及び下地調整　　※断熱材製造所の指定する仕様 ［9.3.3､4］

通気層　　　　　　　　　　　・あり（　　　mm） ・なし ［9.3.4］

試験施工、工法及び品質は、確認できる資料を提出し監督職員の承諾を受ける。 ［9.3.4］

特記なき事項は、製造所の仕様による。

３ ガラス改修工事 復層ガラスの厚さ　　建具表による ［9.4.2］

複層ガラスの断熱性・日射遮へい性による区分　　※U3－1　　・U3－2 ［9.4.2］

環
境
配
慮
改
修
工
事
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竪樋：硬質塩ビ管Φ100　OP塗装【新規】

C

承認 設計 縮　　尺

設計年月日

工事名称

図面名称

No.

旧：既存仕上
新：新規仕上

工事仕様等

既　存

新　規

旧：既存仕上
新：新規仕上

工事仕様等

屋　　上

部　　位 仕　　様仕　　様 部　　位

既　存

新　規

既　存

新　規

既　存

新　規

既　存

新　規

D

D

D

※共通事項 ・工事仕様等凡例　　A：下地・仕上共【解体・撤去・処分】　　B：仕上のみ【撤去・処分】　　C：【既存仕上の上】　　D：【既存のまま】　　E：【撤去・再取付】

新　規

既　存

新　規

既　存

新　規

既　存

新　規

既　存

新　規

既　存

新　規

既　存

新　規

既　存

新　規

既　存

新　規

既　存

新　規

既　存

新　規

既　存

新　規

既　存

新　規外壁補修工事

浮き部補修（0.25m2以上）：アンカーピニング全面エポキシ樹脂注入工法（アンカーピン＋エポキシ樹脂）

浮き部補修（0.25m2未満）：アンカーピニング部分エポキシ樹脂注入工法（アンカーピン＋エポキシ樹脂）

欠損部補修（0.25m2以下）：充填工法（エポキシ樹脂モルタル又はポリマーセメントモルタル充填）

クラック補修（1.0mm超え）：Uカットシール材充填工法（シーリング材＋ポリマーセメントモルタル）

クラック補修（0.2mm以上1.0mm以下）：樹脂注入工法（エポキシ樹脂）

クラック補修（0.2mm未満）：シール工法（エポキシ樹脂）

欠損部補修（0.25m2超え）：モルタル塗替え工法（アンカーピン＋エポキシ樹脂モルタル又はポリマーセメントモルタル）

・建築材料等について、規制の対象となる範囲は下地、仕上げ材共にＦ☆☆☆☆または規制対象外の建材を用いることとし、該当する材料が無い場合は監督員の承諾を受けＦ☆☆☆のものを採用する。

D
C

C

D

外　　壁

ポーチ

合板 t=12型枠　ｺﾝｸﾘｰﾄ打放(増コン t=20)の上エポキシ系吹付タイル仕上

床:磁器質床用200角タイル貼　スロープ部分:コンクリート打ち　ノンスリップ目地切

キャノピー屋根:均しモルタル t=15 シート防水 t=1.5の上玉砂利コンクリート金ゴテ押え　ﾜｲﾔｰﾒｯｼｭ入

ポーチ軒天:アルミ製スパンドリル貼

均しモルタル t=15　シート防水 t=1.5 の上玉砂利コンクリート金ゴテ押え　ﾜｲﾔｰﾒｯｼｭ入(100×100×3.2)

目地切＠9200内外(ﾀﾃﾖｺ共)及び誘発目地・打継目地(ﾁｵｺｰﾙｺｰｷﾝｸﾞ)

EXP.J部分　スタイロフォーム t=50打込・カバーアルミ製(既製品)

B

既存仕上：高圧洗浄後、塩ビシート防水 t=2.0(機械式固定)【新規】

既存仕上：撤去後、下地調整の後ウレタン塗膜防水(改修用ﾄﾞﾚｰﾝ新設)【新規】

既存仕上：撤去後、下地調整の後塩ビシート防水 t=2.0(機械式固定)【新規】

場所の詳細については別図面参照

D

スロープ：【既存のまま】

キャノピー屋根：既存仕上高圧洗浄後、塩ビシート防水 t=2.0(機械式固定)【新設】

B

B

B

D ポーチ軒天:アルミ製スパンドリル貼【既存のまま】

床：既存磁器質タイル撤去、下地調整の後磁器質200角タイル貼【新設】

D

A

既存仕上：高圧洗浄後、水性シリコン塗装【新規】

外 巾 木

コンクリート打放(増コン t=20)　ケミストップ吹付

D コンクリート打放(増コン t=20)　ケミストップ吹付【既存のまま】

軒 天 井

LGS下地　大平板 t=5 目透かし貼　VP塗

D LGS下地　大平板 t=5 目透かし貼　VP塗【既存のまま】

D

C

D

C

コンクリートコテ押え

D コンクリートコテ押え
犬　　走

竪　　樋

配管用炭素鋼鋼管100φ　VP塗装

既存仕上：高圧洗浄後、DP塗装【新規】

ドレーン

鋳鉄製 縦引き及び横引きトレーン100φ

既存建物外部仕上表

既 存 建 物 外 部 仕 上 表

EXP.J(エキスパンションジョイント)部分カバー・アルミ製(既製品)A

D

D

D/B

伸縮目地(ドラーフタイト同等品)撤去済み一部アクリル製排煙用ﾄｯﾌﾟﾗｲﾄ900角(6ヶ所)

既存防水の上、シート防水に改修済み

改修用ﾄﾞﾚｰﾝ塩ビ製:屋上×15ヶ所　バルコニー×2ヶ所　倉庫屋根×1ヶ所　ポーチ屋根×2ヶ所　【新規】

改 A-06
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承認 設計 縮　　尺

設計年月日

工事名称

図面名称

No.

・建築材料等について、規制の対象となる範囲は下地、仕上げ材共にＦ☆☆☆☆または規制対象外の建材を用いることとし、該当する材料が無い場合は監督員の承諾を受けＦ☆☆☆のものを採用する。

・コンクリートひび割れカ所（1mm以下で挙動しないひび割れカ所）は、エポキシ樹脂注入とする。

※共通事項

■法定不燃、準不燃、難燃材料認定番号リスト

ＬＧＳ（軽量鉄骨間仕切壁下地、軽量鉄骨天井下地）

ＧＬ工法（石膏ボード直張り工法）

強化ＰＢ（強化石膏ボード）　21.0ｍｍ

強化ＰＢ（強化石膏ボード）　15.0ｍｍ

強化ＰＢ（強化石膏ボード）　12.5ｍｍ

化粧ＰＢ（化粧石膏ボード）　9.5ｍｍ

不燃材料　　ＮＭ－8615

不燃材料　　ＮＭ－8615

不燃材料　　ＮＭ－8615

不燃材料　　ＮＭ－1864

ＰＢ（石膏ボード）　12.5ｍｍ

ＰＢ（石膏ボード）　9.5ｍｍ

硬質ＰＢ（硬質石膏ボード）　12.5ｍｍ

シージングＰＢ（耐水石膏ボード）　12.5ｍｍ

シージングＰＢ（耐水石膏ボード）　9.5ｍｍ

石膏吸収ボード　12.5ｍｍ

不燃材料　　ＮＭ－8619

準不燃材料　ＱＭ－9828

不燃材料　　ＮＭ－9645

不燃材料　　ＮＭ－9639

不燃材料　　ＮＭ－9826

不燃材料　　ＮＭ－0879 不燃材料　　ＮＭ－9300

不燃材料　　ＮＭ－8424

不燃材料　　ＮＭ－8578

不燃材料　　ＮＭ－8599

不燃材料　　ＮＭ－9354

不燃材料　　ＮＭ－0441

抗菌メラミン不燃化粧板　3.0ｍｍ

化粧ＫＢ（化粧珪酸カルシウム板）　6.0ｍｍ

ＫＢ（珪酸カルシウム板）　6.0ｍｍ

ＲＢ（岩綿吸音板）　12.0ｍｍ

ＧＢ（ガラス繊維入り石膏ボード）　6.0ｍｍ

不燃積層ＰＢ（不燃積層石膏ボード）　9.5ｍｍ 基材同等第0001号

ＶＰ　塩化ビニル樹脂エナメル塗

ＥＰ　合成樹脂エマルションペイント

ＡＥＰ　合成樹脂エマルション塗料

ＯＰ　合成樹脂調合ペイント

ＦＰ　フタル酸樹脂系塗料

ＳＯＰ　合成樹脂調合ペイント

ＵＣ　ポリウレタン樹脂ワニス

ＯＳＣＬ油性ステインクリアラッカー塗

ＯＳ　オイルステイン

ＯＳＶ　オイルステインワニス塗

ＣＬ　クリアラッカー

Ｗ　ワックス

ＲＰ　リシン

ＰＵ　ウレタン

ＦＵＥ－Ｂ　フッ素樹脂塗装焼付

ＧＷ　グラスウール　　　　不燃第1031号

ＶＣ　ビニルクロス　　　壁装材第0005号1級

ＴＭ　多彩模様吹付け　基材同等第0001号

ＴＣ　タイルカーペット

ＰＲ　天井見切兼用ピクチャーレール

ソフト（複層塗材Ｅ）　合成樹脂エマルション系複層仕上塗材（防火認定材）

天井高さ
CH=

備　　考

・工事仕様等凡例　　A：下地・仕上共【解体・撤去・処分】　　B：仕上のみ【撤去・処分】　　C：【既存仕上の上】　　D：【既存のまま】　　E：【撤去・再取付】

既存のまま

既存のまま

既存のまま

既存のまま

2,400

感知式自動ドア

2,400

2,600

2,600

スロープ：ノンスリップ長尺シート貼(クロスウォーク)

框：大理石本磨き・下足入(既製品)

スロープ：既存仕上撤去、下地調整の後

ノンスリップ長尺シート貼(クロスウォーク)新設

框：大理石本磨き(既存)・下足入(既製品)新設

2,600

2,600

造り付掲示板

既存のまま

2,600

2,600

一部床暖房設備・案内板

独立柱型大理石本磨き貼(ﾄﾗﾊﾞｰﾁﾝ)

EV枠周り大理石本磨き貼(ﾄﾗﾊﾞｰﾁﾝ)

2,600

2,600

2,600

2,600

室名札・冷暖房器置床　桧縁甲板貼

D

巾　　木
仕様等
工事 腰　　壁 壁 天　　井

仕様等
工事

仕様等
工事

仕様等
工事

H

D

D D

D

D

D

DDD

D D

D

D

D

D D

D100

D

D

既存のまま

既存のまま既存のまま

既存のまま

既存のまま

既存のまま

既存のまま

既存のまま

ｽﾃﾝﾚｽﾌﾚｰﾑ 90

強化ガラス　t=12 アルミスパンドレル貼

大理石

ﾄﾗﾊﾞｰﾁﾝ

本磨き

200

モルタル金ゴテ下地

内装用アクリル吹付材D

D モルタル金ゴテ下地

内装用アクリル吹付材

天井裏:コンクリート打放しの上

着色ひる石材吹付

D アルミ製ルーバー天井

200 D 既存のまま

90 D

D モルタル金ゴテ下地

内装用アクリル吹付材B

【新規】ｿﾌﾄ巾木

ｿﾌﾄ巾木

D 既存のまま

D

D

D 既存のまま

天井裏:コンクリート打放しの上

着色ひる石材吹付

D アルミ製ルーバー天井

D100 既存のまま

90B

【新規】ｿﾌﾄ巾木

ｿﾌﾄ巾木 D

D

D 既存のまま

天井裏:コンクリート打放しの上

着色ひる石材吹付

D アルミ製ルーバー天井

D100 既存のまま

90B

【新規】ｿﾌﾄ巾木

ｿﾌﾄ巾木 D

D

D 既存のまま

ラスボード捨貼　t=7

岩綿吸音板貼　t=12

ビニールクロス貼D

D

D モルタル金ゴテ下地

内装用アクリル吹付材

D

D モルタル金ゴテ下地

内装用アクリル吹付材

D

D モルタル金ゴテ下地

内装用アクリル吹付材

D

畳寄せ 90

RC部分　PB t=12 GL工法

及　木造軸組　PB t=12

杢目ﾌﾟﾘﾝﾄ石膏ﾎﾞｰﾄﾞ貼　t=9

B

室　　名
仕様等
工事

既　存

新　規

既　存

新　規

既　存

新　規

既　存

新　規

既　存

新　規

既　存

新　規

既　存

新　規

既　存

新　規

D

D

風除室

玄関

ｴﾝﾄﾗﾝｽ

ホール

モルタル下地

磁器質床用200角タイル貼B

D

【新規】磁器質床用200角タイル貼

既存モルタル下地調整D

モルタル下地

磁器質床用200角タイル貼B

【新規】

既存モルタル下地調整D

均しモルタル下地　t=15

フェルト敷　t=10

ループカーペット敷　t=7

D

フェルト敷　t=10【新規】

【新規】

磁器質床用200角タイル貼

タイルカーペット敷　t=7

均しモルタル下地調整　t=15

ロビー

D 均しモルタル下地　t=15

フェルト敷　t=10

ループカーペット敷　t=7

D

フェルト敷　t=10【新規】

【新規】タイルカーペット敷　t=7

均しモルタル下地調整　t=15

廊下

既　存

新　規

D 均しモルタル下地　t=15

フェルト敷　t=10

ループカーペット敷　t=7

D

フェルト敷　t=10【新規】

【新規】タイルカーペット敷　t=7

均しモルタル下地調整　t=15

B

B

B

B

B

第1～第3

休養室

均しモルタル　t=15

ポリエチレンシート貼　t=0.15

スタイロ畳敷　t=60

D

階

1

床

B

B

【新規】

【新規】

【新規】

D 既存のまま

スライディングウォール

同上

ｻﾝﾙｰﾑ

B

D 均しモルタル下地　t=15

フェルト敷　t=10

ループカーペット敷　t=7

D

フェルト敷　t=10【新規】

【新規】タイルカーペット敷　t=7

均しモルタル下地調整　t=15

B

B

【新規】ｿﾌﾄ巾木 100

D

D

D 既存のまま

ビニールクロス貼D

DRC部分　PB t=12 GL工法

及　木造軸組　PB t=12

杢目ﾌﾟﾘﾝﾄ石膏ﾎﾞｰﾄﾞ貼　t=9

D 既存のまま

ｿﾞｰｷﾝｽﾞﾘ 2,600

2,600

同上

踏込

D

D 既存のまま

B

D 均しモルタル下地　t=15

フェルト敷　t=10

ループカーペット敷　t=7

D

フェルト敷　t=10【新規】

【新規】タイルカーペット敷　t=7

均しモルタル下地調整　t=15

B D

D

D 既存のまま

ビニールクロス貼D

DRC部分　PB t=12 GL工法

及　木造軸組　PB t=12

杢目ﾌﾟﾘﾝﾄ石膏ﾎﾞｰﾄﾞ貼　t=9

D 既存のまま

ｿﾞｰｷﾝｽﾞﾘ 2,600

2,600

カーテンボックス

既　存　建　物　内　部　仕　上　表

均しモルタル t=15　下地調整

乾式二重床：支持脚　パーティクルボード t=20

捨貼合板t=12　捨貼合板t=5.5　タイルカーペット敷t=7

既存建物内部仕上表(1)

100【新設】ｽﾃﾝﾚｽ巾木

活動支援ｾﾝﾀｰ

活動室

均しモルタル　t=15

ポリエチレンシート貼　t=0.15

スタイロ畳敷　t=60

D

B

B

【新規】

【新規】

【新規】

均しモルタル t=15　下地調整

乾式二重床：支持脚　パーティクルボード t=20

捨貼合板t=12　捨貼合板t=5.5　タイルカーペット敷t=7

畳寄せ 90B

ｿﾌﾄ巾木 100【新規】

D

D

D 既存のまま

ビニールクロス貼D

DRC部分　PB t=12 GL工法

及　木造軸組　PB t=12

杢目ﾌﾟﾘﾝﾄ石膏ﾎﾞｰﾄﾞ貼　t=9

D 既存のまま

改A-07
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ループカーペット敷　t=7　(踏面・蹴上共)

既存モルタル下地調整

承認 設計 縮　　尺

設計年月日

工事名称

図面名称

No.

・建築材料等について、規制の対象となる範囲は下地、仕上げ材共にＦ☆☆☆☆または規制対象外の建材を用いることとし、該当する材料が無い場合は監督員の承諾を受けＦ☆☆☆のものを採用する。

・コンクリートひび割れカ所（1mm以下で挙動しないひび割れカ所）は、エポキシ樹脂注入とする。

※共通事項

■法定不燃、準不燃、難燃材料認定番号リスト

ＬＧＳ（軽量鉄骨間仕切壁下地、軽量鉄骨天井下地）

ＧＬ工法（石膏ボード直張り工法）

強化ＰＢ（強化石膏ボード）　21.0ｍｍ

強化ＰＢ（強化石膏ボード）　15.0ｍｍ

強化ＰＢ（強化石膏ボード）　12.5ｍｍ

化粧ＰＢ（化粧石膏ボード）　9.5ｍｍ

不燃材料　　ＮＭ－8615

不燃材料　　ＮＭ－8615

不燃材料　　ＮＭ－8615

不燃材料　　ＮＭ－1864

ＰＢ（石膏ボード）　12.5ｍｍ

ＰＢ（石膏ボード）　9.5ｍｍ

硬質ＰＢ（硬質石膏ボード）　12.5ｍｍ

シージングＰＢ（耐水石膏ボード）　12.5ｍｍ

シージングＰＢ（耐水石膏ボード）　9.5ｍｍ

石膏吸収ボード　12.5ｍｍ

不燃材料　　ＮＭ－8619

準不燃材料　ＱＭ－9828

不燃材料　　ＮＭ－9645

不燃材料　　ＮＭ－9639

不燃材料　　ＮＭ－9826

不燃材料　　ＮＭ－0879 不燃材料　　ＮＭ－9300

不燃材料　　ＮＭ－8424

不燃材料　　ＮＭ－8578

不燃材料　　ＮＭ－8599

不燃材料　　ＮＭ－9354

不燃材料　　ＮＭ－0441

抗菌メラミン不燃化粧板　3.0ｍｍ

化粧ＫＢ（化粧珪酸カルシウム板）　6.0ｍｍ

ＫＢ（珪酸カルシウム板）　6.0ｍｍ

ＲＢ（岩綿吸音板）　12.0ｍｍ

ＧＢ（ガラス繊維入り石膏ボード）　6.0ｍｍ

不燃積層ＰＢ（不燃積層石膏ボード）　9.5ｍｍ 基材同等第0001号

ＶＰ　塩化ビニル樹脂エナメル塗

ＥＰ　合成樹脂エマルションペイント

ＡＥＰ　合成樹脂エマルション塗料

ＯＰ　合成樹脂調合ペイント

ＦＰ　フタル酸樹脂系塗料

ＳＯＰ　合成樹脂調合ペイント

ＵＣ　ポリウレタン樹脂ワニス

ＯＳＣＬ油性ステインクリアラッカー塗

ＯＳ　オイルステイン

ＯＳＶ　オイルステインワニス塗

ＣＬ　クリアラッカー

Ｗ　ワックス

ＲＰ　リシン

ＰＵ　ウレタン

ＦＵＥ－Ｂ　フッ素樹脂塗装焼付

ＧＷ　グラスウール　　　　不燃第1031号

ＶＣ　ビニルクロス　　　壁装材第0005号1級

ＴＭ　多彩模様吹付け　基材同等第0001号

ＴＣ　タイルカーペット

ＰＲ　天井見切兼用ピクチャーレール

ソフト（複層塗材Ｅ）　合成樹脂エマルション系複層仕上塗材（防火認定材）

天井高さ
CH=

備　　考

・工事仕様等凡例　　A：下地・仕上共【解体・撤去・処分】　　B：仕上のみ【撤去・処分】　　C：【既存仕上の上】　　D：【既存のまま】　　E：【撤去・再取付】

2,600

2,600

巾　　木
仕様等
工事 腰　　壁 壁 天　　井

仕様等
工事

仕様等
工事

仕様等
工事

H

D

D

90

室　　名
仕様等
工事

既　存

新　規

既　存

新　規

D

B

D

【新規】

D

モルタル下地

B

【新規】

既存モルタル下地調整D

階

1

床

【新規】タイルカーペット敷　t=7

既　存　建　物　内　部　仕　上　表

モルタル金ゴテ下地

長尺塩ビシート貼　t=3.5 ｿﾌﾄ巾木

100【新設】ｿﾌﾄ巾木

B

モルタル金ゴテ下地

D 内装用アクリル吹付材 2,600

硬質塩ビ成型天井板

化粧石膏ボード t=9.5直張り【新規】

B

2,600

D

内装用アクリル系塗装【新規】長尺塩ビシート貼　t=3.5

モルタル下地調整

排煙用ﾄｯﾌﾟﾗｲﾄ 900角

ライニング:CB t=100積 H=1,100　甲板ﾃﾗｿﾞｰﾌﾞﾛｯｸ t=25

脱衣棚(造り付)

既存のまま

既存のまま

ライニング撤去

磁器質床用100角タイル貼

【新設】ｿﾌﾄ巾木 100

モルタル下地

磁器質100角タイル貼

硬質塩ビ成型天井板

化粧石膏ボード t=9.5直張り【新規】

B

長尺塩ビシート貼　t=3.5

B

D

内装用アクリル系塗装【新規】

モルタル下地調整

床排水ピット蓋ｽﾃﾝﾚｽ製 150×1,800

排煙用ﾄｯﾌﾟﾗｲﾄ 900角

床排水モルタル埋　ｽﾃﾝﾚｽ製蓋撤去

浴槽撤去・手摺撤去

浴槽内 磨き細工タイル貼　手摺 ｽﾃﾝﾚｽ27.2φ

既存建物内部仕上表(2)

既存のまま

D 既存のまま

D

D

D 既存のまま

D

D100 既存のまま

90B

【新規】ｿﾌﾄ巾木

ｿﾌﾄ巾木 D

D

D 既存のまま

D

D モルタル金ゴテ下地

内装用アクリル吹付材

D

D モルタル金ゴテ下地

内装用アクリル吹付材既　存

新　規

既　存

新　規

D 均しモルタル下地　t=15

フェルト敷　t=10

D

フェルト敷　t=10【新規】

【新規】

均しモルタル下地調整　t=15

D

D

【新規】

【新規】

B

B

B

B

Ａ階段

大理石D

D 既存のまま

Ｂ階段

ラスボード捨貼　t=7

リブ付成型岩綿吸音板 t=19

均しモルタル下地　t=15

フェルト敷　t=10

フェルト敷　t=10

均しモルタル下地調整　t=15

ループカーペット敷　t=7　(踏面・蹴上共)

化粧石膏ﾎﾞｰﾄﾞ捨貼　t=9

VP塗装

身障者

脱衣室

倉庫①

身障者

浴室

倉庫②

タイルカーペット敷　t=7　(踏面・蹴上共)

タイルカーペット敷　t=7　(踏面・蹴上共)

改 A-08
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承認 設計 縮　　尺

設計年月日

工事名称

図面名称

No.

38,950

1
,
9
0
0

1
8
,
0
0
0

9
,
0
0
0

7
,
6
5
0

2
,
0
0
0

8
,
3
5
0

1
,
0
0
0

1
,
3
5
02
,
0
5
0

3
0
0

1
,
4
0
0

6
5
0

ＷＣ

踏込
押入

1,225 1,650 1,850

地袋

黒
板

行
事

用
黒

板

カ
ウ

ン
タ

ー
下

足
入

傘
立

プラントボックス プラントボックス プラントボックス

犬走り

2
,
5
0
0

犬
走

り

黒
板

犬
走

り

犬走り

4,725 4,500 4,500 4,500 4,500

225

湯沸室

ＥＶ

1,650

2
,
5
5
0

3
5
0

2
,
0
5
0

2
,
7
0
0

2
3
5

ＵＰ

Ａ階段

225 2,200 2,075

22513,050

ＥＶ機械室

ポンプ庫

下部ピット

1,650

ロビー

2
,
5
0
0

傘
立

下
足

入
掲

示
板

風除室

玄 関

ス
ロ

ー
プ

エントランスホール

ポーチ

プラントボックスプラントボックスプラントボックス

スロープ スロープ

物入 物入踏込

PS

第１休養室

サンルーム

物入 物入踏込

第２休養室

サンルーム

犬走り

物入 踏込 物入

サンルーム
PS

床
の

間

第３休養室

黒
板

4,500 4,725

犬走り

ス
ロ

ー
プ

倉庫

UP

身障者脱衣

身障者浴室

男子トイレ

女子トイレ

身障者用トイレ

1
,
1
5
0

1
,
8
0
0

1
,
8
0
0

9
,
2
0
0

1
,
8
0
0

1
,
8
0
0

1
6
,
4
0
0

4
5
0

3,600 6,300 1,800 1,800

13,5002007,00031,950

52,650

脱衣室

脱衣室

浴 場

浴 場

普通浴

普通浴

バイブラ浴

バイブラ浴

パティオ 超音波浴

2
,
0
0
0

3,600 6,300 1,800 1,800

13,500

4,725 4,500 4,500 4,500 4,500 4,500 4,725 7,000 200

1/100

300 3,900 300

１ 階 平 面 図 　 S=1/ 10 0

機械室

既 存 １ 階 平 面 図

(春日居地域事務所)

事務室事務室
(障害者地域活動支援センター)

活動室
(支援センター活動室)

活動室
(支援センターデイケア室) (地域活動支援センターⅢ型)

活動室
調理室

改 A-09
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,
0
0
0

承認 設計 縮　　尺

設計年月日

工事名称

図面名称

No.

38,950

1
,
9
0
0

1
8
,
0
0
0

4,725 4,500 4,500 4,500 4,500

225 22513,050

4,500 4,725

1
,
1
5
0

1
,
8
0
0

1
,
8
0
0

9
,
2
0
0

1
,
8
0
0

1
,
8
0
0

1
6
,
4
0
0

4
5
0

3,600 6,300 1,800 1,800

13,5002007,00031,950

52,650

3,600 6,300 1,800 1,800

13,500

4,725 4,500 4,500 4,500 4,500 4,500 4,725 7,000 200

1/100

7
,
6
5
0

1
0
,
3
5
0

9
0
0

1
,
5
0
0

5
,
1
0
0

2
,
0
0
0

1
0
,
9
0
0

バルコニー

黒
板

倉庫１ 湯沸室

PS
押入

物入 物入

踏込

集会室１ステージ

サンルーム

押入

サンルーム

集会室２

踏込

7
,
5
0
0

ＥＶ

PS

DN DN

２階ホール

バルコニー1
,
8
0
0

9
,
1
0
0

1
,
8
0
0

6
,
5
5
0

2
,
0
0
0

5
5
0

庇

9
0
0

廊下 廊下

男子トイレ

女子トイレ

身障者用トイレ

5
,
4
0
0

2
,
2
5
0

6
0
0

庇

DN
UP

吹抜

9
0
0

1
,
7
0
0

4
,
1
0
0

4
,
1
0
0

屋上

屋上

200

２ 階 平 面 図 　 S=1/ 10 0

既 存 ２ 階 平 面 図

備品室

第２会議室

第１会議室

第３会議室

改A-10
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承認 設計 縮　　尺

設計年月日

工事名称

図面名称

No.

1
,
9
0
0

4,725 4,500 4,500 4,500 4,500 4,500 4,725

7,00031,950

1/100

1
,
5
0
0

吹 抜

DN

1,500

1
,
1
0
0

1,500

UP

水
勾

配

水
勾

配
水

勾
配

水
勾

配

水
勾

配
水

勾
配

9
0
0

1
2
,
4
0
0

7
,
1
0
0

1
8
,
0
0
0

225 13,050 225

3,600

庇

900

1
,
8
0
0

3
,
8
0
0

1
,
8
0
0

7
,
4
0
0

38,950

4,725 4,500 4,500 4,500 4,500 4,500 4,725 7,000

3,600 3,4004,50022,9504,500

2
,
2
5
0

1
2
,
8
0
0

7
,
4
0
0

5
,
4
0
0

2
,
0
0
0

5
,
4
0
0

2
,
9
5
0

屋 上 平 面 図 　 S=1/1 00

屋 根 伏 図 　 S=1 / 10 0

既 存 屋 上 平 面 図 ・ 屋 根 伏 図 改 A-11
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承認 設計 縮　　尺

設計年月日

工事名称

図面名称

No.

38,950

1
,
9
0
0

1
8
,
0
0
0

9
,
0
0
0

7
,
6
5
0

2
,
0
0
0

8
,
3
5
0

1
,
0
0
0

1
,
3
5
02
,
0
5
0

3
0
0

1
,
4
0
0

6
5
0

ＷＣ

踏込
押入

1,225 1,650 1,850

地袋

黒
板

行
事

用
黒

板

カ
ウ

ン
タ

ー
下

足
入

傘
立

プラントボックス プラントボックス プラントボックス

犬走り

2
,
5
0
0

犬
走

り

黒
板

犬
走

り

犬走り

4,725 4,500 4,500 4,500 4,500

225

湯沸室

ＥＶ

1,650

2
,
5
5
0

3
5
0

2
,
0
5
0

2
,
7
0
0

2
3
5

ＵＰ

Ａ階段

225 2,200 2,075

22513,050

ＥＶ機械室

ポンプ庫

下部ピット

1,650

ロビー

2
,
5
0
0

傘
立

下
足

入
掲

示
板

風除室

玄 関

ス
ロ

ー
プ

エントランスホール

ポーチ

プラントボックスプラントボックスプラントボックス

スロープ スロープ

物入 物入踏込

PS

第１休養室

サンルーム

物入 物入踏込

第２休養室

サンルーム

犬走り

物入 踏込 物入

サンルーム
PS

床
の

間

第３休養室

黒
板

4,500 4,725

犬走り

ス
ロ

ー
プ

UP

男子トイレ

女子トイレ

身障者用トイレ

7,00031,950

2
,
0
0
0

4,725 4,500 4,500 4,500 4,500 4,500 4,725 7,000

1/100

300 3,900 300

機械室
洗い場

1

2

3

4

5

洗い場

1

2

3

4

5

シャワー

ブース

シャワー

ブース

洗い場

6

7

8

9

10

洗い場

6

7

8

9

10

収納

収納

7 8 9 10 11 12

2

3

4

5

6

1

ﾛｯｶｰ

7 8 9 10 11 12

2

3

4

5

6

1

ﾛｯｶｰ

洗面 洗面 洗面

洗面 洗面 洗面

脱衣室

冷水器

脱衣室

冷水器

3,850 3,850

5,300 7,700

13,000

8
,
2
0
0

8
,
2
0
0

1
6
,
4
0
0

1,330

3,910

1
,
0
9
0

1
,
0
9
0

1
,
9
8
0

1
,
5
6
0

9905,6501,060

5
,
2
8
8

1
,
1
1
3

9
2
5

8
5
0

1
8
0

2,490

2,490

1
,
2
3
0

床：磁器質タイル100角

床:ビニール床タイル

床：磁器質タイル100角

床:ビニール床タイル

52,150

床
：

磁
器

質
タ

イ
ル

4
5
角

床
：

磁
器

質
タ

イ
ル

4
5
角

(支援センターデイケア室)
活動室 活動室

(地域活動支援センターⅢ型)

活動室
(支援センター活動室)

事務室
(障害者地域活動支援センター)

事務室

(春日居地域事務所)

調理室

マッサージ浴
(6.00㎡)

普通浴
(11.45㎡)

マッサージ浴
(6.00㎡)

普通浴
(11.45㎡)

265

265

Exp.j建物距離外壁面で100mm

１ 階 平 面 図 　 S=1/ 10 0

同 上 踏 込

第 １ ～ 第 ３ 休 養 室

範 囲 室 　 　 名

Ｅ 　 　 Ｖ

ﾎﾟｰﾁ・ 風 除 室 ・ 玄 関

工 　 事 　 内 　 容

エ レ ベ ー タ ー が 既 存 不 適 格 の た め 、 現 行 法 に 適 合 す る よ う に 改 修

既 存 ル ー プ カ ー ペ ッ ト 撤 去 、 下 地 調 整 の 後 タ イ ル カ ー ペ ッ ト 新 設

既 存 畳 撤 去 、 下 地 調 整 の 後 タ イ ル カ ー ペ ッ ト 新 設

既 存 ル ー プ カ ー ペ ッ ト 撤 去 、 下 地 調 整 の 後 タ イ ル カ ー ペ ッ ト 新 設

既 存 仕 上 撤 去 、 下 地 調 整 の 後 、 床 ・ 壁 ・ 天 井 新 設

既 存 タ イ ル 撤 去 、 下 地 調 整 の 後 タ イ ル 新 設

工事範囲

倉庫

倉庫

倉 庫

廊 下 ・ 踏 込 ・ ｻﾝﾙｰﾑ

改 修 １ 階 平 面 図 改 A-12

7
0
0

800

750

1
,
5
0
0

2
,
3
0
0

750

1,800

1
,
2
6
0

1,800

1
,
2
6
0

1,800

1
,
2
6
0

機械室基礎建築工事

ハッチ部既存再利用

春日居福祉会館大規模改修工事(建築主体)(債務)
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,
0
0
0

承認 設計 縮　　尺

設計年月日

工事名称

図面名称

No.

38,950

1
,
9
0
0

1
8
,
0
0
0

4,725 4,500 4,500 4,500 4,500

225 22513,050

4,500 4,725

7,00031,950

4,725 4,500 4,500 4,500 4,500 4,500 4,725 7,000

1/100

7
,
6
5
0

1
0
,
3
5
0

9
0
0

1
,
5
0
0

5
,
1
0
0

2
,
0
0
0

1
0
,
9
0
0

バルコニー

黒
板

倉庫１ 湯沸室

PS
押入

物入 物入

踏込

集会室１ステージ

サンルーム

押入

サンルーム

集会室２

踏込

7
,
5
0
0

ＥＶ

PS

DN DN

２階ホール

バルコニー1
,
8
0
0

9
,
1
0
0

1
,
8
0
0

6
,
5
5
0

2
,
0
0
0

5
5
0

庇

9
0
0

廊下 廊下

男子トイレ

女子トイレ

身障者用トイレ

5
,
4
0
0

2
,
2
5
0

6
0
0

庇

DN
UP

吹抜

9
0
0

1
,
7
0
0

２ 階 平 面 図 　 S=1/ 10 0

1
6
,
4
0
0

13,000

範 囲 室 　 　 名 工 　 事 　 内 　 容

廊 　 　 下

Ｅ 　 　 Ｖ エ レ ベ ー タ ー が 既 存 不 適 格 の た め 、 現 行 法 に 適 合 す る よ う に 改 修

玄 関 ポ ー チ 屋 根

バ ル コ ニ ー

既 存 ｼｰﾄ防 水 高 圧 洗 浄 後 、 塩 ビ シ ー ト 防 水 t=2.0mm新 設 (機 械 式 固 定 )

既 存 防 水 高 圧 洗 浄 、 下 地 調 整 の 後 ウ レ タ ン 塗 膜 防 水 (改 修 用 ﾄﾞﾚｰﾝ新 設 )

既 存 ｼｰﾄ防 水 撤 去 、 下 地 調 整 の 後 ウ レ タ ン 塗 膜 防 水 (改 修 用 ﾄﾞﾚｰﾝ新 設 )

第２会議室

備品室

第１会議室

第３会議室

既 存 ル ー プ カ ー ペ ッ ト 撤 去 、 下 地 調 整 の 後 タ イ ル カ ー ペ ッ ト 新 設

265

265

52,215

倉 庫 屋 根

改 修 ２ 階 平 面 図

Exp.j建物距離外壁面で100mm

改A-13
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承認 設計 縮　　尺

設計年月日

工事名称

図面名称

No.

1
,
9
0
0

4,725 4,500 4,500 4,500 4,500 4,500 4,725

7,00031,950

1/100

1
,
5
0
0

吹 抜

DN

1,500
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範 囲 室 　 　 名 工 　 事 　 内 　 容

既 存 ｼｰﾄ防 水 高 圧 洗 浄 後 、 塩 ビ シ ー ト 防 水 t=2.0mm新 設 (機 械 式 固 定 )屋 　 　 上

屋 　 　 上

出 入 口 前 通 路

既 存 ｼｰﾄ防 水 撤 去 、 下 地 調 整 の 後 、 塩 ビ シ ー ト 防 水 t=2.0mm新 設 (機 械 式 固 定 )

階 　 　 段

既 存 ｼｰﾄ防 水 撤 去 、 下 地 調 整 の 後 ウ レ タ ン 塗 膜 防 水

改 修 屋 上 平 面 図 ・ 屋 根 伏 図

既 存 ル ー プ カ ー ペ ッ ト 撤 去 、 下 地 調 整 の 後 タ イ ル カ ー ペ ッ ト 新 設

改A-14

春日居福祉会館大規模改修工事(建築主体)(債務)



承認 設計 縮　　尺

設計年月日

工事名称

図面名称

No.1/100

南面立面　1/100

西面立面　1/100

既 存 立 面 図 ① 改 A-15

春日居福祉会館大規模改修工事(建築主体)(債務)



承認 設計 縮　　尺

設計年月日

工事名称

図面名称

No.1/100

北面立面　1/100

東面立面　1/100

既 存 立 面 図 ② 改 A-16

春日居福祉会館大規模改修工事(建築主体)(債務)



承認 設計 縮　　尺

設計年月日

工事名称

図面名称

No.1/100

南面立面

西面立面

F F F F F

Exp.j

改 修 立 面 図 ① 改 A-17

春日居福祉会館大規模改修工事(建築主体)(債務)



承認 設計 縮　　尺

設計年月日

工事名称

図面名称

No.1/100
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Exp.J

F F F F F F F F F F

北面立面

東面立面

改 修 立 面 図 ② 改 A-18

春日居福祉会館大規模改修工事(建築主体)(債務)



承認 設計 縮　　尺

設計年月日
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図面名称
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手 摺 ： SGP管 GP塗

天 井岩 綿 吸 音 板 t12/ラ ス ボ ー ド t7/LGS

巾 木 ： ソ フ ト 巾 木 H90

床： ア ク リ ル ル ー プ カ ー ペ ッ ト /フ ェ ル ト t10/鳴 ら し モ ル タ ル t15

内 部 換 気 パ イ プ φ 42塩 ビ 製

各 ス パ ン 2箇 所

軒 天 ： 太 平 板 t5目 透 か し 張 VP塗 /LGS

カ ー テ ン ボ ッ ク ス ： 100× 150ラ ワ ン OP塗

造 り 付 造 作 棚 ： チ ー ク 錬 付

造 り 付 造 作 棚 ： チ ー ク 錬 付

カ ー テ ン ボ ッ ク ス ： 100× 150ラ ワ ン OP塗

西 側 壁： ﾋﾞﾆｰﾙｸﾛｽ/NDボ ー ド GL工 法

柱 型 ： PB12（ GL工 法 ） ﾋﾞﾆｰﾙｸﾛｽ張

腰 ： 防 水 モ ル タ ル 金 ゴ テ
吹 付 タ イ ル

豆 砂 利 コ ン ク リ ー ト 金 ゴ テ t80～ 50

巾 木 ： 防 水 モ ル タ ル H100

外 壁 ： コ ン ク リ ー ト 打 放 し 吹 付 タ イ ル

笠 木 ： 防 水 モ ル タ ル 金 ゴ テ 吹 付 タ イ ル
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床 ： ス タ イ ロ 畳 t60/ﾈﾀﾞﾌｫｰﾑt65

/均 し モ ル タ ル t15

笠 木 ： 防 水 モ ル タ ル 金 ゴ テ 吹 付 タ イ ル
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ス ラ ブ 下 ： ｽﾀｲﾛﾌｫｰﾑt25打 込

沓 摺 ： SUS製

ト イ レ ブ ー ス ：

ポ リ 合 板 フ ラ ッ シ ュ

西 側 壁 ： ﾋﾞﾆｰﾙｸﾛｽ/NDボ ー ド GL工 法

黒 板 ： ス チ ー ル 製 2700× 1200

2
,
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カ ー テ ン ボ ッ ク ス ：

100× 150ラ ワ ン OP塗
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伸 縮 目 地 切 （ ﾄﾞﾗｰﾌﾀｲﾄ） ﾜｲﾔﾒｯｼｭ100× 100× 3.2

シ ー ト 防 水 t1.5/均 し モ ル タ ル t15

GL

第2会議室 備品室

(支援センターデイケア室)

活動室

支援センター活動室

活動室

屋 根 ： 豆 砂 利 コ ン ク リ ー ト 金 ゴ テ 押 え t50　 既 存 防 水 の 上 シ ー ト 防 水 に 改 修 済 み

既 存 矩 計 図 ① 改 A-19

春日居福祉会館大規模改修工事(建築主体)(債務)



承認 設計 縮　　尺

設計年月日

工事名称

図面名称

No.1/30
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床 ： タ イ ル カ ー ペ ッ ト に 改 修 済 み の た め 詳 細 不 明 【 既 存 の ま ま 】

床 ： ス タ イ ロ 畳 t60/ﾈﾀﾞﾌｫｰﾑt65

/均 し モ ル タ ル t15

屋 根 ： 豆 砂 利 コ ン ク リ ー ト 金 ゴ テ 押 え t50　 既 存 防 水 の 上 、 シ ー ト 防 水 に 改 修 済 み

既 存 矩 計 図 ② 改 A-20

春日居福祉会館大規模改修工事(建築主体)(債務)



承認 設計 縮　　尺

設計年月日

工事名称
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床： ア ク リ ル ル ー プ カ ー ペ ッ ト /フ ェ ル ト t10/鳴 ら し モ ル タ ル t15

内 部 換 気 パ イ プ φ 42塩 ビ 製

各 ス パ ン 2箇 所

軒 天 ： 太 平 板 t5目 透 か し 張 VP塗 /LGS

カ ー テ ン ボ ッ ク ス ： 100× 150ラ ワ ン OP塗

造 り 付 造 作 棚 ： チ ー ク 錬 付
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西 側 壁： ﾋﾞﾆｰﾙｸﾛｽ/NDボ ー ド GL工 法

柱型 ： PB12（ GL工 法 ） ﾋﾞﾆｰﾙｸﾛｽ張

腰 ： 防 水 モ ル タ ル 金 ゴ テ
吹 付 タ イ ル

巾 木 ： 防 水 モ ル タ ル H100

外 壁 ： コ ン ク リ ー ト 打 放 し 吹 付 タ イ ル

笠 木 ： 防 水 モ ル タ ル 金 ゴ テ 吹 付 タ イ ル
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屋 根 ： 既 存 ｼｰﾄ防 水 高 圧 洗 浄 後 、 塩 ビ シ ー ト 防 水 t=2.0【 新 規 】

既 存 防 水 高 圧 洗 浄 後 、 ウ レ タ ン 塗 膜 防 水 【 新 規 】
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平 場 X-1工 法 　 立 上 り X-2工 法

改 修 矩 計 図 ①

パーティクルボード　t=20
捨貼合板　t=12
捨貼合板　t=5.5
タイルカーペット　t=7
乾式二重床【新設】

既存均しモルタル　t=15(下地調整)

際根太

支持脚　H=80.5
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承認 設計 縮　　尺

設計年月日

工事名称

図面名称
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3
0

9
3
0

GL

4
0
0

3
0

1階 土 間 天 端

2R階 ス ラ ブ 天 端

R階 ス ラ ブ 天 端 （ 水 下 ）

8
7
0

1
,
7
3
0

2
,
6
0
0

カ ー テ ン ボ ッ ク ス ： 100× 150ラ ワ ン OP塗

造 り 付 造 作 棚 ： チ ー ク 錬 付

各 ス パ ン 2箇 所

内 部 換 気 パ イ プ φ 42塩 ビ 製

笠 木 ： 防 水 モ ル タ ル 金 ゴ テ 吹 付 タ イ ル

ス プ ル ー ス

カ ー テ ン ボ ッ ク ス ：

カ ー テ ン ボ ッ ク ス ： 100× 150ラ ワ ン OP塗

PBt9ﾋﾞﾆｰﾙｸﾛｽ張

格 子 ： 100× 160ス プ ル ー ス ＠ 1440

吹 付 タ イ ル

外 壁 ： ｺﾝｸﾘｰﾄ打 放 し

/ラ ス ボ ー ド t7/LGS

天 井 岩 綿 吸 音 板 t12ス プ ル ー ス 天 井 ： ﾌﾟﾘﾝﾄ石 膏 ボ ー ド /LGS

（ 北 面 GL工 法 ）

壁 ： ﾋﾞﾆｰﾙｸﾛｽ/NDボ ー ド

/ラ ス ボ ー ド t7/LGS

天 井 岩 綿 吸 音 板 t12

軒 天 ： 太 平 板 t5目 透 か し 張 VP塗 /LGS

手 摺 ： SGP管 GP塗

笠 木 ： 防 水 モ ル タ ル 金 ゴ テ 吹 付 タ イ ル

笠 木 ： 防 水 モ ル タ ル 金 ゴ テ 吹 付 タ イ ル

9
0
0

1
,
7
3
0

1
0
0

8
0
0

3
0

3
0

1
,
8
0
0

2
0
0

1
,
0
8
5

1
5

5
0

1
,
8
0
0

1
,
8
0
0

1
0
0

6
6
0

4
0

9
0
0

1
,
7
0
0

2
,
6
0
0

2
,
6
0
0

3
,
4
0
0

3
0
0

3
,
1
0
0

壁 ： PB12ﾋﾞﾆｰﾙｸﾛｽ張

1
,
8
0
0

1
2
0

6
3
0

5
0

カ ー テ ン BOX：

2
,
6
3
0

1
,
8
0
0

1
0
0

6
6
0

4
0

1
,
8
0
0

1
0
0

6
8
5

1
5

8
,
3
7
0

3
,
6
0
0

9
0
0

3
0
0

3
,
5
7
0

GL

2R階 ス ラ ブ 天 端

R階 ス ラ ブ 天 端 （ 水 下 ）

1階 土 間 天 端

1
5
0

3
0

1
5
03
0
0

1
5
0

1
5
0

1
5

3
0
0

1
5
0

1
5
0

3
0

5
0

1
5
0 3
0

1
5
0 3
0

1
5
0 3
0

1
5
0

内 部 換 気 パ イ プ φ 42塩 ビ 製

各 ス パ ン 2箇 所
590 780 1,440 780 950 5501,500

2,0001,800

5509501,050

廊下

廊下

踏込

踏込

集会室２

第２休養室

サンルーム

サンルーム

8
1

9
0
0

第3会議室

調理室

パーティクルボード　t=20
捨貼合板　t=12
捨貼合板　t=5.5
タイルカーペット　t=7
乾式二重床【新設】

支持脚　H=81
既存均しモルタル　t=15(下地調整)

際根太

既 存 防 水 高 圧 洗 浄 後 、 塩 ビ シ ー ト 防 水 t=2.0mm新 設 (機 械 式 固 定 )

既 存 防 水 高 圧 洗 浄 後 、 塩 ビ シ ー ト 防 水 t=2.0mm新 設 (機 械 式 固 定 )

床 ： タ イ ル カ ー ペ ッ ト t=7【 新 設 】

/フ ェ ル ト t10【 新 設 】 /既 存 均 し モ ル タ ル t=15調 整

床 ： タ イ ル カ ー ペ ッ ト t=7【 新 設 】

/フ ェ ル ト t10【 新 設 】 /既 存 均 し モ ル タ ル t=15調 整

巾 木 ： ソ フ ト 巾 木 H100【 新 設 】

床 ： 【 既 存 の ま ま 】

床 ： 【 既 存 の ま ま 】

床 ： タ イ ル カ ー ペ ッ ト に 改 修 済 み の た め 詳 細 不 明【 既 存 の ま ま 】

450以下 450以下 450以下

改 修 矩 計 図 ② 改 A-22

春日居福祉会館大規模改修工事(建築主体)(債務)



承認 設計 縮　　尺

設計年月日

工事名称

図面名称

No.

カ
ウ

ン
タ

ー
下

足
入

プラントボックス

2
,
5
0
0

下
足

入
掲

示
板

プラントボックス

スロープ スロープ

PS

1,550 200 1,000 200 1,550

2
,
5
0
0

2
0
0

8
0
0

2
,
2
0
0

5,100

6
,
5
0
0

玄 関

FL-200

FL-200

風除室

FL-200
ポーチ

ス
ロ

ー
プ

U
P

1
0
0

2
,
0
0
0

1
0
0

長尺塩ビシート貼(クロスウォーク)
モルタル金コテの上

200□タイル貼

見切:100×30　トラバーチン

框:200×200　トラバーチンt30

カ
ウ

ン
タ

ー
下

足
入

プラントボックス

2
,
5
0
0

下
足

入
掲

示
板

プラントボックス

スロープ スロープ

PS

300 3,900 300

1,550 200 1,000 200 1,550

2
,
5
0
0

2
0
0

8
0
0

2
,
2
0
0

5,100

6
,
5
0
0

玄 関

FL-200

FL-200

風除室

FL-200
ポーチ

ス
ロ

ー
プ

U
P

1
0
0

2
,
0
0
0

1
0
0

見切:100×30　トラバーチン【既存のま】

玄関・風除室・ポーチ詳細図　1/50

改修前

玄関・風除室・ポーチ詳細図　1/50

改修後

框:200×200　トラバーチンt30(既存のまま)

既存仕上撤去、下地調整後
長尺塩ビシート貼(クロスウォーク)【新設】

磁器質200角タイル貼(滑り止め加工)【新設】
既存タイル撤去　下地調整モルタル塗

6
0
0

ステンレスラインマット

1,500

300 3,900 300

ステンレスラインマット【既存のまま】

下地調整の後、タイルカーペット【新設】
既存ループカーペット撤去

1/50

【既存・改修】玄関・ポーチ・風除室詳細図 改 A-23

春日居福祉会館大規模改修工事(建築主体)(債務)



承認 設計 縮　　尺

設計年月日

工事名称

図面名称

No.

225

ＥＶ

1,650

3
5
0

2
,
0
5
0

2
,
7
0
0

2
3
5

ＵＰ

Ａ階段

22513,050

ＥＶ機械室

ポンプ庫

下部ピット

1,650

ロビー
3
0
0

3
0
0

3
0
0

3
0
0

3
0
0

3
0
0

1
,
8
2
5

300 300 4,500 300 300

ＥＶ

PS

DN DN

２階ホール

3
0
0

3
0
0

3
0
0

3
0
0

3
0
0

3
0
0

1,780 300 300 300 300 300 300 300 300 4,500 300 300 300 300 300 300 300 300 1,780

1
,
8
2
5

1
,
9
6
0

3
0
0

3
0
0

1
,
8
7
0

1,7803003003003001,500

1
,
9
6
0

3
0
0

3
0
0

1
,
8
5
0

1,780 300 300 300 300 1,500

1

2

3

4

5

6

7

8910111213141516

19

17

18

20 21 22 23 24

8 9 10 11 12 13 14 15 16

17

18

19

2021222324

盛土

1
,
3
5
0

コンクリート打放

階段Ａ１階平面詳細図　1/50

階段Ａ２階平面詳細図　1/50

階段Ａ部分断面詳細図　1/50

1
5
0

〃
〃

〃
〃

〃
1
5
0

1
5
0

1
5
0

〃
〃

〃
〃

〃
〃

〃
〃

フェルト敷 t=10【新設】
均しモルタル t=15【既存のまま】下地調整

1/50

タイルカーペット t=7【新設】

【 既 存 ・ 改 修 】 階 段 Ａ 詳 細 図 改 A-24

春日居福祉会館大規模改修工事(建築主体)(債務)



承認 設計 縮　　尺

設計年月日

工事名称

図面名称

No.

傘
立

下
足

入
掲

示
板

物入 物入踏込

PS

第１休養室

サンルーム

物入 物入踏込

第２休養室

サンルーム

物入 踏込 物入

サンルーム

PS

床
の

間

第３休養室

FL±0 FL±0 FL±0

7575

975 375 1,800 450 900 905 445 1,800 450 900 1,800 1,050 525900 450

300 3,900 300 300 3,900 300 300 3,900 525

1/30

既 存 第 1～ 第 3休 養 室 詳 細 図 改 A-25

春日居福祉会館大規模改修工事(建築主体)(債務)



承認 設計 縮　　尺

設計年月日

工事名称

図面名称

No.

傘
立

下
足

入
掲

示
板

物入 物入踏込

PS

第１休養室

サンルーム

物入 物入踏込

第２休養室

サンルーム

物入 踏込 物入

サンルーム

PS

床
の

間

第３休養室

7575

300 3,900 300 300 3,900 300 300 3,900 525

1/30

FL-125

FL±0

436 436

4
4
2

4
4
2

440 440 414 414

4
4
2

4
4
2

4
4
2

4
4
2

際根太
(参考 ﾌｸﾋﾞﾌﾘｰﾌﾛｱCP-F同等品)
支持脚

パーティクルボード　t=20
捨貼合板　t=12
捨貼合板　t=5.5
タイルカーペット　t=7
乾式二重床【新設】

支持脚　H=81
既存均しモルタル　t=15(下地調整)

改 修 第 1～ 第 3休 養 室 詳 細 図 改 A-26

春日居福祉会館大規模改修工事(建築主体)(債務)



既存身障者脱衣室・身障者浴室平面詳細図　1/50

承認 設計 縮　　尺

設計年月日

工事名称

図面名称

No.

ス
ロ

ー
プ

倉庫

UP

身障者脱衣

2
7
0

2
7
0

2
7
0

2
7
0

2
7
0

2
7
0

2
7
0

2
7
0

2
7
0

2
7
0

2
7
0

FL±0

FL±0

F F

F

4
5
0

1,800 1,800 3,400

3
,
6
0
0

1
,
8
0
0

5
,
4
0
0

200 500 300 200

1,200

FL-150

FL+150

2,450

2
0
0

2
,
0
0
0

3
0
0

1
,
4
0
0

FL+450

蓋:ｽﾃﾝﾚｽ製
ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ150×1,800

身障者浴室

1,600 1,200 600

1,650 75 1,600 1,200 600

3,400

1501,65075

磁器質100角ﾀｲﾙ

坑火石 t=50mm　補強筋D-10@150

浴槽内:磨きﾓｻﾞｲｸﾀｲﾙ

ｽﾀｲﾛﾌｫｰﾑ　t=50
均しﾓﾙﾀﾙ t=15
ｼｰﾄ防水 t=1.5
ｼﾝﾀﾞｰｺﾝｸﾘｰﾄ t=100
浴槽内:磨きﾓｻﾞｲｸﾀｲﾙ

展開方向

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

C
H
=
2
,
6
0
0

C
H
=
2
,
6
0
0

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ身障者脱衣室

身障者浴室 Ａ Ｂ Ｄ

1/50･1/20

浴 槽 断 面 図 　 1/ 2 0

　　　　配管プラグ止め(設備工事)
【撤去】手洗い

【撤去】ﾗｲﾆﾝｸﾞCB-100積

　　　　内装用ｱｸﾘﾙ吹付材
【既存】モルタル金ゴテ下地

【撤去】ｿﾌﾄ巾木 H=90
【撤去】長尺塩ビシート貼 t=3.5　　　
モルタル金ゴテ下地

【撤去】甲板ﾃﾗｿﾞｰ

【撤去】硬質塩ビ成型天井板

【撤去】手摺:ｽﾃﾝﾚｽ 27.2φ

3
0
0

3
0
0 6
0
0

Ｃ

【撤去】硬質塩ビ成型天井板

【撤去】磁器質床用100角ﾀｲﾙ貼
モルタル下地

【新設】床排水モルタル埋め
【撤去】排水ピット蓋ｽﾃﾝﾚｽ製 【撤去】浴槽

【撤去】磁器質100角ﾀｲﾙ貼
モルタル下地

【撤去】鏡

500

7
0
0

【残置】脱衣棚

既 存身 障者脱 衣室 ・身 障者 浴室 詳細 図 改 A-27

春日居福祉会館大規模改修工事(建築主体)(債務)



承認 設計 縮　　尺

設計年月日

工事名称

図面名称

No.

F F

F

ス
ロ

ー
プ

倉庫

UP

2
7
0

2
7
0

2
7
0

2
7
0

2
7
0

2
7
0

2
7
0

2
7
0

2
7
0

2
7
0

2
7
0

FL±0

FL±0

75 1,650 150 1,650 75 1,600 1,200 600

3,400

1
,
8
0
0

3
,
6
0
0

5
,
4
0
0

Ａ倉庫①

倉庫②

倉庫①

倉庫②

Ｂ Ｃ Ｄ

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

【新設】ｿﾌﾄ巾木 H=100

【新設】ｿﾌﾄ巾木 H=100

　　　　長尺塩ビシート貼　t=3.5
【新設】モルタル下地調整

【新設】ﾓﾙﾀﾙ下地調整
　　　　内装用ｱｸﾘﾙ系塗装

【新設】化粧石膏ﾎﾞｰﾄﾞ t=9.5直貼り

　　　　長尺塩ビシート貼　t=3.5
【新設】モルタル下地調整

【新設】化粧石膏ﾎﾞｰﾄﾞ t=9.5直貼り

倉庫 ① ・倉 庫② 平 面詳 細 図　 1/50

1/50

【既存】棚-残置【新設】ﾓﾙﾀﾙ下地調整
　　　　内装用ｱｸﾘﾙ系塗装

C
H
=
2
,
6
0
0

C
H
=
2
,
6
0
0

展開方向

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

改修倉庫詳細図 (身障者脱衣室・身障者浴室 ) 改 A-28

春日居福祉会館大規模改修工事(建築主体)(債務)



承認 設計 縮　　尺

設計年月日

工事名称

図面名称

No.1/100

１ 階 平 面 図 　 S=1/ 10 0

AW

2

AW

2

AW

2

AW

3

改 修 １ 階 キ ー プ ラ ン 改 A-29

春日居福祉会館大規模改修工事(建築主体)(債務)



承認 設計 縮　　尺

設計年月日

工事名称

図面名称

No.1/100

DN DN

庇

庇

DN
UP

２ 階 平 面 図 　 S=1/ 10 0

AW AW AW AW AW

AW AW

AW AW

AW

3 3 3 3 3

4 4

5 5

5

改修２階平面図 改 A-30

春日居福祉会館大規模改修工事(建築主体)(債務)



承認 設計 縮　　尺

設計年月日

工事名称

図面名称

No.

AW

姿　　図

記号・数量

名　　称

材質・仕様

備　　考

仕　　上

寸法・見付・見込

ガラス・種類・ガラス押え

建 具 金 物

付 属 金 物

記号・数量

付属金物一式

名　　称

材質・仕様

備　　考

仕　　上

寸法・見付・見込

建 具 金 物

付 属 金 物

姿　　図

ガラス・種類・ガラス押え

3,780

2
,
6
3
0

引分けアルミサッシ

W=3,780　H=2,630　110

FL10

【新設】建具加工網戸設置

2
1階サンルーム　3ヶ所 AW

3

3,780

8
0
0

1
0
0

1
,
7
3
0

2階サンルーム　5ヶ所

3,780

5
3
0

1
0
0

1
,
8
0
0

AWAW
4

3,780

1
,
7
3
0

5

【新設】建具加工網戸設置

外倒しランマ付引分けアルミサッシ

2
,
6
3
0

W=3,780　H=2,630　70

カラーアルミカラーアルミ

FL5　FL3(ランマ)

付属金物一式・排煙オペレーター付

【既存建具】 【既存建具】 【既存建具】 【既存建具】

【新設】建具加工網戸設置

外倒しランマ付引分けアルミサッシ

W=3,780　H=2,630　70

カラーアルミ

FL5　FL3(ランマ)

付属金物一式・排煙オペレーター付

【新設】建具加工網戸設置

カラーアルミ

引分けアルミサッシ

W=3,780　H=1,730　70

FL5

付属金物一式

第1・第2会議室　2ヶ所 支援ｾﾝﾀｰ活動室・備品室・第3会議室　4ヶ所

既 存 建 具 表

1/50

改 A-31

春日居福祉会館大規模改修工事(建築主体)(債務)



承認 設計 縮　　尺

設計年月日

工事名称

図面名称

No.
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新設:ｽﾃﾝﾚｽ製カバー

新設:変性ｼﾘｺｰﾝｼｰﾘﾝｸﾞ

雑 詳 細 図

屋上煙突詳細図　Ｓ＝1：20

網戸取付用レール加工

網戸取付用レール加工

既存窓網戸レール加工取付図　S=1:10
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ビス止め

玄関来客用下足入れ　4列6段(鍵付)　S=1:20
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改 A-32

春日居福祉会館大規模改修工事(建築主体)(債務)
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1,830

廊下開口部

2,230

2
,
20
0

廊下開口部仮設養生　S=1:20

ﾊｯﾁ部：べニア設置後シート養生



承認 設計 縮　　尺

設計年月日

工事名称

図面名称

No.

改A-33

NO.1エレベーター仕様 電気設備
昇降機技術基準の解説 2016年版対応NO.1 NO.1号　機　名 号機名

2音声案内装置（福祉のまちづくり条例対応）付日立機械室レスアーバンエースHF P-11-CO45型　　　式 AC 3φ 200V 50Hz 14mm ×1回路（CV）/台
2遮煙性能付乗場戸（火災、停電付）（1,2階）用　　　途 乗用兼車いす用 14 22 38線サイズ（mm ）

（点字銘板アルミ製）定格積載質量/定員 750kg/11人乗 137 211 350最大引込距離（m）動力用電源
車いす注意銘板付（横型）（1,2階） 245m/min 30A/台（既設線サイズ38mm ） ＭＣＢ容量定　格　速　度
点字注意銘板付（横型）

運　転　方　式 乗合全自動方式（乗り捨て方式） 4kVA/台トランス容量
車いす仕様付

制　御　方　式 インバータ制御方式（マイコン制御、愛情アナウンス付） 13kVA/台起動KVA
視覚障がい者仕様付（全ての操作盤と乗場ボタンに点字銘板付）

22箇所（1,2 階）停　止　階 AC 1φ 100V 50Hz 3.5mm ×1回路/台基 照明用電源
運転休止スイッチ（1階に取付）

2間口1400mm 奥行1350mm 天井高さ2250mmか　ご　寸　法本 2mm （D種）/台アース線メンテナンスサービス提供用カメラ付仕 幅800mm 高さ2100mm出入口寸法
FCPEV0.9-5P/台（200mまで）インターホン用配管配線車いす呼び戸開き時間延長様 ２枚戸中央開き戸　型　式 特 CPEV0.9-1P，配管サイズφ25/台（MDF～昇降路間）リモートメンテナンス用配管配線（電話線）一般呼び戸開き時間延長

AC 3.5kW電　動　機 記
発音式ボタン（かご） ピット点検用コンセント AC 100V 10A ×1個／台（既設品活用）AC 3φ 200V 50Hz動力用電源 仕
非常放送・一般放送用スピーカー付（かご天井上） インターホン連動用の無電圧ａ接点支給様AC 1φ 100V 50Hz照明用電源 印加電圧DC48V　接点容量0.1A以下

及び配管配線スピーカー用アッテネータをかご上に設置同時通話式インターホン連絡装置
印加電圧DC24V　接点容量1A以上/台火災報知信号無電圧ａ接点支給及び配管配線かご内荷摺り（ステンレスヘアライン仕上，床からH=300mm）設置場所 設置場所：1階　事務所内

リモートメンテナンスインターフェース付 HP1.2-3P/台エコケーブル付 一般兼非常放送用スピーカー用配管配線
（リモートメンテナンスを提供するためには、別途保守契約を監　視　装　置 上記の配管配線はエレベーター制御盤から各設備ならびに機器の設置場所まで引込み絶縁トランス付

注意事項していただく必要があります） 上記の配管配線はエレベーターの着工前までに本設配線で引込み警報ブザーをかご上に取付
地　震 有り（Ｐ波およびＳ波感知）（リスタート機能付）

非常ボタン連動　無電圧接点支給
火　災 有り（火報と連動した接点による自動式）

煙感知器点検扉用ドアスイッチ付管制運転 労基法適用（本設用）：　有（設置届・設置報告）・　無停　電 有り
公共建築工事標準仕様書適用（令和７年版）

無し自家発
４ｍレール使用

マルチビームドアセンサー付
ステンレス材一式：ＳＵＳ３０４

ケアフルセンサー付
レールブラケットピッチ非標準

ナノイーX発生装置付
-V-

かごと乗場の敷居間すきま10mm（全品撤去新設時基本仕様）建物用途別

標準装備仕様

1,2階三　方　枠 かご側 ウェート側小枠 ステンレスヘアライン仕上 ガイドレール

部分荷重（Ｎ）1,2階 ＰＸ ＰＹ ＰＸ ＰＹ鋼板単色塗装仕上乗　場　戸

1,2階 NO.1 4400 2500 6750 3400無し幕　　　板
乗

1,2階敷　　　居 硬質アルミ場
1,2階ホールランタン 無し仕

縦型デジタル表示様 1,2階インジケーター
カバー：ステンレスヘアライン仕上
抗菌凸文字ボタン（φ45）（ＳＩＡＡ認証）

1,2階ホールボタン
インジケーターに組込
抗菌凸文字ボタン（φ45）（ＳＩＡＡ認証）車いす用

1,2階
ホールボタン カバー：ステンレスヘアライン仕上

天　　　井 サークルタイプ（C-01）（天井照明色：白色）

ステンレスヘアライン仕上前　側　板

側　　　板 化粧鋼板

　　戸　　 化粧鋼板

ステンレスヘアライン仕上出入口上部

樹脂タイル（2T）　　床　　

幅　　　木 化粧鋼板
か 敷　　　居 硬質アルミ
ご

ボタン 抗菌凸文字ボタン（φ33）（ＳＩＡＡ認証）操 作
仕

盤 カバー ステンレスヘアライン仕上様
インジケーター カラー液晶表示（背景色：白）操作盤に組込

ボタン 抗菌凸文字ボタン（φ33）（ＳＩＡＡ認証）車いす用

操作盤 カバー ステンレスヘアライン仕上

ボタン 無し気くばり

操作盤 カバー 無し

　　鏡　　 ステンレス製

ハンドレール ステンレスパイプ：ステンレスヘアライン仕上（２方向）

無し　監　視　盤

14A　耐震クラス

無し

　既設活用品

耐震クラス：Ａ１４

注）　上記荷重により柱及びはりのたわみは
５ｍｍ以下になるよう部材を設計下さい

地震時建物に掛る荷重

・軽台車などで荷物を運搬する場合には、250kg以下/回。

P
Y

PX

P
Y

メンテナンスサービス提供用カメラ

※ 標準型機械室レスエレベーター（型式：P,R,B）対応

１　　かご内カメラ

２　　かご内カメラ映像表示

（かご内液晶インジケータに表示）

３　　かご内カメラ映像制御装置

※ １ かご内カメラ、 ２ カメラ映像表示、

　 ３ カメラ映像制御装置のご利用には

　　　（株）日立ビルシステムとの保全契約が

　　　必要となります。

遮煙性能付乗場戸設置上の条件
・遮煙性能付乗場戸を設置するためには、自動火災報知設備が必要です。

　設置義務の無い建物であっても、必ず設けてください。

・自動火災報知設備の設置義務の無い建物の場合には、遮煙性能付乗場戸設置階の

　エレベーターホールに必ず煙感知器などの火災感知器設置し、

　火災感知信号を自動火災警報盤を介してエレベーター制御盤に供給してください。

標準型エレベーターの荷役制限について

関　連　工　事　内　容
No. 特　殊　工　事　項　目 除外 弊社

1 各階エレベーターホールの防火安全間仕切り工事

搬出入口及び経路の養生工事2

ストックヤードの養生工事3

4 ピットタラップ取付け工事

5 既設油圧作動油抜き取り作業

6 塔内足場組立＆解体工事

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

No. 建　築　関　係　項　目 除外 弊社

1 各階出入口三方枠部駆体はつり出し工事

2 各階出入口三方枠取付後のモルタル埋工事

各階出入口三方枠取付後の壁仕上げ工事3

4 各階出入口敷居はつり出し工事

5 各階出入口敷居取付け後の床補修工事

6 各階出入口敷居取付け後の床仕上工事

7 各階ｲﾝｼﾞｹｰﾀ・ﾎｰﾙ釦部壁穴あけ・はつり工事

8 各階ｲﾝｼﾞｹｰﾀ・ﾎｰﾙ釦取付後のモルタル埋工事

9 各階ｲﾝｼﾞｹｰﾀ・ﾎｰﾙ釦取付後の壁仕上工事

10 ピット内機器ハツリ出し及びピット床仕上工事

11 ピット防塵塗装仕上工事

機械室床防塵塗装仕上げ工事12

13 機械室既設油圧ﾕﾆｯﾄ下斫出し、機械室配管、ｹｰﾌﾞﾙ配管撤去工事

14 機械室既設油圧ﾕﾆｯﾄ、配管、ｹｰﾌﾞﾙ配管撤去後の埋戻し補修仕上げ工事

15 機械室壁吸音材撤去工事

16 各発生ガラ袋詰め片付け

17 産業廃棄物処理

18 ピット反力の建築構造強度計算

19 （計算結果、反力が不足になった場合の補強工事は日立除外とする）

20 各種配管配線引込み工事におけるレントゲン・穴あけ工事

21

22

No. 電　気、設　備　関　係　項　目 除外 弊社

1 動力・照明電源・アース線用配管配線延長工事

2 インターホン用配管配線延長工事

3 既設機械室に分電盤（主、照明、アース）取付工事

4 火災報知接点支給及び配管配線工事（連動試験含む）

5 かご上スピーカー用配管配線工事

6 遠隔監視用配管配線工事（MDF～昇降路）

7

8

春日居福祉会館大規模改修工事(建築主体)(債務)

改修エレベーター詳細図１



承認 設計 縮　　尺

設計年月日

工事名称

図面名称

No.

NO.1
ガバナー
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号機名 RC1 RW1 RC2 RC3 RW2 RW3
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遮煙性能付乗場戸
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1,2階 昇降路平面図（1：20）

点検面

点検面

穴塞ぎ（電気工事）

電源引込み位置（電気工事）

動力・照明用電源、アース線

遠隔監視用電話線

1
6
5
0

出入口

（鋼製、施錠付）

900W 2000H

点検用コンセント

AC1φ100V10A以上
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機械室平面図（1：20）

※機械室品・吸音材撤去、換気設備残置

No.1
ユニット
（撤去）

4
5
0
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4
5
0
0

UP

1 2 3 4 5 6

分電盤

（電気工事）

既設出入口芯

=

新設出入口芯

既設敷居端

=

新設敷居端

点検用コンセント

AC1φ100V10A以上

地震感知器

（撤去）

1/20

改A-34

春日居福祉会館大規模改修工事(建築主体)(債務)

改修エレベーター詳細図２



承認 設計 縮　　尺

設計年月日

工事名称

図面名称

No.

出入口芯

NO.1

NO.1

煙感知器及び点検口

（既設品活用）

点字注意銘板

インジケーター

（既設ケース活用）
車いす用

車いす用ホールボタン
穴塞ぎ（電気工事）

注意銘板

電源引込み位置

（電気工事）地震感知器

（P・S波）

運転休止スイッチ

（1階）

点検用コンセント（既設品活用）

AC1φ100V10A以上

点検用タラップ（ELV工事）

防塵塗装仕上（ELV工事）
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Ｓ
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国土交通大臣認定仕様 1階停止レベル 停止レベル

特定防火設備 GL認定番号：

遮煙性能を有する
鋼製引き戸

※製品に貼付けするシールです。
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1,2階 出入口正面及断面図（1：20）
1、2階 出入口穴明図（1：20）

NO.1 昇降路断面図（1：50）

1/20・1/50

改A-35

春日居福祉会館大規模改修工事(建築主体)(債務)

改修エレベーター詳細図３



承認 設計 縮　　尺

設計年月日

工事名称

図面名称

No.
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遮煙性能を有する

認定番号：

鋼製引き戸

特定防火設備

国土交通大臣認定仕様

※製品に貼付けするシールです。

1,2階　　仕 様

三　方　枠 ステンレスヘアライン仕上

戸 鋼板単色塗装仕上

敷　　　居 硬質アルミ

2
0

1
0

遮煙性能付乗場戸

（大臣認定番号：CAS-0216）

4

（
20

75
）

NO.1

車いす用

ホールボタン

運転休止スイッチ

（1階）

点字注意銘板

車いす用

注意銘板

ELV

停止レベル

7
5
0

1
2
0
0

1
5
0
0

出
入

口
高

さ
　

21
00

1
0

10 出入口幅　800 10

200

（上枠のみ）

ヘアライン方向

ヘ
ア

ラ
イ

ン
方

向

X X

Y

Y

正面図（1：20）

20

既設敷居端

=

新設敷居端

新設出入口芯

=

既設出入口芯

モルタル詰め又はロックウール充填

（ELV工事）

ラス材

（ELV工事）

改A-36

1/3・1/20 春日居福祉会館大規模改修工事(建築主体)(債務)

改修エレベーター詳細図４



承認 設計 縮　　尺

設計年月日

工事名称

図面名称

No.

改A-37

春日居福祉会館大規模改修工事(建築主体)(債務)

改修エレベーター詳細図５

運
転

休
止

ヘ
ア

ラ
イ

ン
方

向

ヘ
ア

ラ
イ

ン
方

向

1 1 1 1

1 1

2
5
0

2
5
0

4
5
0

4
3
5

1 1

5
5
0

5
3
5

1
0
0

1
0
0

2
0
0

3
0
0

1
0
0

2
0
0

床
か

ら
12

00

100

床
か

ら
12

00

100

3
8
0

3

85

8
0

85

ウ エ シ タ

１ カ イ ２ カ イ

2階

1階

点字銘板意匠（1：1）

注）点字下部の数字、片仮名は銘板にはありません。

押ボタン意匠（1：1）

（1：1）

2
2

1
5

0.3 14 50

φ45

0
.
8

1

0
.
5

0
.
3

R2

R2

φ15 φ28

ウ エ
１ カ イ

運転休止スイッチ意匠

ヘ
ア

ラ
イ

ン
方

向

ヘ
ア

ラ
イ

ン
方

向

ウ エ
イカ１

R2

R2

0.3

2
2

14

1
5

50

45φ

0
.
8

1

タシ

イ２ カ

ウ エ

イカ１

注）点字下部の数字、片仮名は銘板にはありません。

1
0
0

2
0
0

3
8
0

85

2
8
5

100

床
か

ら
75

0

3
0
0

1
0
0

2
0
0

3
8
0

85

2
8
5

100

床
か

ら
75

0

3
0
0

点字銘板意匠（1：1）

押ボタン意匠（1：1）

2階1階

品　名 仕　様

ボタン部は黒色プラスチック製

押ボタン 矢印は乳白色 凸文字 矢印部オレンジ色点灯表示

抗菌（SIAA認証）

ボタン部はステンレスヘアライン仕上 3T
カバー

表示部は黒色プラスチック製

スモーク調プラスチック製，
表示部

裏面より黒色印刷

運転方向灯
矢印・文字共サンセットオレンジ色点灯表示

位置表示灯

キースイッチはクロームメッキ仕上
キースイッチ

銘板はグレー調プラスチック製　貼付銘板

和文字は新ゴシックR
文字書体

英数字はAVENIR NEXT

アルミ製　貼付銘板点字銘板

品　名 仕　様

カバー ステンレスヘアライン仕上 3T

車いすマーク マークは白色，地はブルー色（貼付銘板）

押ボタン

ボタン部は黒色プラスチック製

矢印は乳白色 凸文字

矢印部オレンジ色点灯表示

抗菌（SIAA認証）

点字銘板 アルミ製　貼付銘板

1/3



承認 設計 縮　　尺

設計年月日

工事名称

図面名称

No.

改A-38

春日居福祉会館大規模改修工事(建築主体)(債務)

改修エレベーター詳細図６

1,2階

1,2階

さ

ー

き

ー

い

あ

ー

じょー

だ

ひ

く さ

で

ご ちゅ

いり

ど

つ

と

だ

ぼ

。

たん

ひ

ぐ ち

い

の

く

じょー

を おし

の

だ

さ

ん

い

さ

。

き

づ

と わ

けて

す

の

まき

おり

く

えれ べ

だ

に

りの

ご

と

に

ちゅご

の いか

い

いへ

ー

じ は まさ いなれ よ

1
0
0

9
6

の

い。

たーない

ちゅ

わ

ーい

に

2

176

180

R1

注記 点字下部に記した文字は、銘板にはありません。

160

1
0
0

2

180

160
R1

ヘアライン方向ヘアライン方向

カールプラグ　4.1X25（サラモクネジ）
カールプラグ 4.1X25（サラモクネジ）

車 い す 使 用 の 方 は シ ン ボ ル マ ー ク 付 き の 操 作 盤 を

ご 利 用 く だ さ い 。 　 　 電 動 車 い す で は 利 用 で き な い

場 合 が あ り ま す 。 　 係 員 に ご 相 談 く だ さ い 。

F o r wh e e l c h a i r u s e r s ,

u s e h a l l / c a r b u t t o n s ( ) .

I f y o u a r e u n a b l e t o u s e t h e e l e v a t o r ,

p l e a s e a s k f o r a s s i s t a n c e .

お 　 願 　 い

設置場所：1階　事務所内

2
2
0

80

2
2
0

79

71

1
1
2

ＵＰ

1
2
0

80

壁取付位置図

※ 取付はＭ４ねじにて２箇所止め

8
3
.
5

センタ－プレ－ト

ハンドセット

ハウジング

4.2×10.2 長円穴

4.2×10.2 長円穴

品　名 車いす注意銘板仕様

プレート ステンレスヘアライン仕上

注意文字 エッチング後黒色塗料入れ

文字書体
和文字は新ゴシックR

英数字はAVENIR NEXT

品　名 点字注意銘板仕様

プレート ステンレスヘアライン仕上

点字銘板 ステンレス調プラスチック製　貼付銘板

品　名 仕　様

インターホン 同時通話方式

センタープレート ABS樹脂（ワームブラウン）

ハウジング ABS樹脂（ホワイト）

ハンドセット ABS樹脂（ワームブラウン）

下部スイッチボックス内（1：2）

平 常 平 常 平 常

保守専用 保 守 停 止

平 常 切 入

換気扇 灯ド ア開放

用途銘板及び表示部詳細図（1：2）

1 1

7 5 0

1 1

P A S S E NG E R

7 5 0

乗 　 用

カーポジションインジケータ表示パターン（参考）（1：2）

用 途

F O R

定 員

積 載 k g

k g

名

P E R S ON S

L O A D

Ear t hquake.

The el evat or wi l l st op

at t he near est f l oor .

近く の階まで運転します。

地震です

1 2 / 3 0 ( 金 ) 1 1 ： 2 8

Fi r e emer gency.

The el evat or wi l l go t o t he

escape f l oor .

避難階まで運転します。

火災です

1 2 / 3 0 ( 金 ) 1 1 ： 2 8

Power f ai l ur e.

The el evat or wi l l st op

at t he near est f l oor .

近く の階まで運転します。

停電です

1 2 / 3 0 ( 金 ) 1 1 ： 2 8

あ と か ら お 乗 り の 方 は

満 員 で す

お り て く だ さ い 。

1 2 / 3 0 ( 金 ) 1 1 ： 2 8

つぎは　 　 　階です

Wat er i mmer si on.

The el evat or wi l l go t o t he

escape f l oor .

退避階まで運転します。

冠水です

1 2 / 3 0 ( 金 ) 1 1 ： 2 8

前側板

1
1

7
5

0

1
1

P
A

S
S

E
N

G
E

R

7
5

0

乗
　

用

1615

1
8
0

R2

床面から1450

非
常

時
　

外
部

と
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話
で

き
ま

す

E
M

E
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G
E

N
C

Y
C

A
L

L

ド
ア

を
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け
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い
と

き
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し
て

く
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さ
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ド
ア

を
閉

め
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い
と

き
押

し
て

く
だ

さ
い

音
声

案
内

に
従

っ
て

く
だ

さ
い

お
子

様
は

保
護

者
と

同
乗

し
て

く
だ

さ
い

エ
レ

ベ
ー

タ
ー

内
は

禁
煙

で
す

P
U

S
H

B
U

T
T

O
N

T
O

O
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E
N

D
O

O
R

F
O

L
L

O
W

T
H

E
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O
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C
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A
N

N
O

U
N

C
E

M
E

N
T

C
H

I
L

D
R

E
N

M
U

S
T

B
E

A
C

C
O

M
P

A
N

I
E

D

N
O

S
M

O
K

I
N

G

P
U

S
H

B
U

T
T

O
N

T
O

C
L

O
S

E
D

O
O

R

B
Y

A
N

A
D

U
L

T

用
途

F
O

R

定
員

積
載

k
g k

g

名

P
E

R
S

O
N

S

L
O

A
D

非
常

時

押
し

つ
づ

け
る

と
外

部
に

連
絡

で
き

ま
す

E
M

E
R

G
E

N
C

Y
C

A
L

L

1
2

/
3

0
(

金
)

11
：

28

つ
ぎ
は
　
　
　
階
で
す

ジ
ヒ

ョ
ー

ア
ケ

シ
メ

１２

ヘアライン方向

（1：1）

（1：1）

3
3

43

φ 33

0.81

φ 33 R16.5

押ボタン意匠

点字銘板意匠

注）点字下部の数字，片仮名は銘板にはありません。

ア ケ

200.3

シ メ

R2

2
5

2
5

25

品　名 操作盤仕様

連絡装置 インターホン子機内蔵，相互同時通話方式

非常呼び

ボタン

ボタン部は黒色プラスチック製，

マークは黄色 凸文字，

オレンジ色点灯表示

使用説明銘板は無色透明フィルム，

文字は白色　貼付銘板

抗菌（SIAA認証）

ドア開

ボタン

ボタン部は緑色プラスチック製，

「 」マーク・「ひらく」は乳白色，凸文字

オレンジ色点灯表示

抗菌（SIAA認証）

ドア閉

ボタン

ボタン部は黒色プラスチック製，

「 」マーク・「とじる」は乳白色，凸文字

オレンジ色点灯表示

抗菌（SIAA認証）

行先階

ボタン

ボタン部は黒色プラスチック製，

文字は乳白色 凸文字，オレンジ色点灯表示

抗菌（SIAA認証）

注意文 無色透明フィルム　文字は白色　貼付銘板

カバー ステンレスヘアライン仕上

文字書体
和文字は新ゴシックＲ

英数字はAVENIR NEXT

点字銘板 アルミ製　貼付銘板

品　名 カーポジションインジケータ仕様

表面パネル
無色透明プラスチック製，裏面よりグレー色印刷

表示部は無色透明

日立ロゴ

用途文字
裏面より黒色印刷

文字書体
和文字は新ゴシックR

英数字はAVENIR NEXT

液晶パネル 8.4インチ　IPS液晶モニター　（背景色：白）

表示解像度 800（H）×600（W）　単位：ピクセル

主操作盤

2
2
0

450

5
3
8
0

主操作盤

非 常 時

押 し つ づ け る と 外 部 に 連 絡 で き ま す

E ME R G E N C Y C A L L

ヘ
ア

ラ
イ

ン
方

向

１ ２

ア ケ シ メジヒ ョ ー

副操作盤

1
6
1

450

5
3
2
1

非 常 時

押 し つ づ け る と 外 部 に 連 絡 で き ま す

E M E R G E N C Y C A L L

ヘ
ア

ラ
イ

ン
方

向

１ ２

ア ケ シ メジヒ ョ ー

3
3

440

側板

（1：1）

3
3

43

φ 33

0.81

φ 33 R16.5

押ボタン意匠
点字銘板意匠（1：1）

注）点字下部の数字，片仮名は銘板にはありません。

ア ケ

35

1
4

0.3

R2

１

品　名 仕　様

連絡装置 インターホン子機内蔵，相互同時通話方式

非常呼び

ボタン

ボタン部は黒色プラスチック製，

マークは黄色 凸文字，

オレンジ色点灯表示

使用説明文は表面より黒色印刷

抗菌（SIAA認証）

ドア開

ボタン

ボタン部は緑色プラスチック製，

「 」マーク・「ひらく」は乳白色，凸文字

オレンジ色点灯表示

抗菌（SIAA認証）

ドア閉

ボタン

ボタン部は黒色プラスチック製，

「 」マーク・「とじる」は乳白色，凸文字

オレンジ色点灯表示

抗菌（SIAA認証）

行先階

ボタン

ボタン部は黒色プラスチック製，

文字は乳白色 凸文字，オレンジ色点灯表示

抗菌（SIAA認証）

カバー

表示部
スモーク調プラスチック製，

裏面より黒色印刷

運転方向灯

位置表示灯
矢印，文字共，サンセットオレンジ色点灯表示

車いすマーク マークは白色，地はブルー色（表面印刷）

文字書体
和文字は新ゴシックR

英数字はAVENIR NEXT

点字銘板

ステンレスヘアライン仕上 3T

アルミ製　貼付銘板

1/2・1/4



承認 設計 縮　　尺

設計年月日

工事名称

図面名称

No.

側板コーナー及び中間継目詳細（1：2） D部詳細（1：2） ハンドレール取付部詳細（1：3）

断面AA

出
入

口
高

さ
　

21
00

天
井

高
さ

　
22

50
5
0

1
5
0

8
0
0

22
0（

主
操

作
盤

）

16
1（

副
操

作
盤

）

8
5
8

450

2

断面BB

5
0

2
2
5
0

6
0

2
2
4
0

2
3
0
0

3
0
0

540

20 20

1
4
4
0

4
0
0

断面ＣＣ

1
6
1
5

180

4
8
5

5
5
0

520

出入口幅　800

1
3
5

20 1360 20

内法　1400

5
5

内
法

　
13

50

1
2
4
0

5
5

A

A

B

C

B

C

外法　1450

外
法

　
15

15

80

2
7
.
5

150

2
7
.
5

80

2
7
.
5

5

5

5
5

55

54

φ
28

D部

マルチビームドアセンサー

メンテナンスサービス

提供用カメラ

車いす用操作盤

鏡

荷摺り

鏡

車いす用主操作盤

車いす用副操作盤

メンテナンスサービス

提供用カメラ

カーポジションインジケータ

かご内操作盤

車いす用主操作盤

車いす用副操作盤

ナノイーX吹出し口

鏡

車いす用主操作盤

車いす用副操作盤

音声案内スピーカー

かご上スピーカの音抜き穴

メンテナンスサービス

提供用カメラ

荷摺り

（四隅は全てC0.5）

側板

天井意匠面

φ32

品　名 仕　様

前側板，出入口上部枠 ステンレスヘアライン仕上

幅　木 化粧鋼板

側板，戸 化粧鋼板

天井 化粧鋼板

照　明
乳白色アクリルカバーLED照明

（天井照明色：白色）

停電灯 LED

換　気 ファン

床 樹脂タイル（2T）

敷　居 硬質アルミ

鏡 ステンレス鏡面（両脇ヘアライン仕上）

ハンドレール ステンレスパイプ（ヘアライン仕上）

光電装置 マルチビームドアセンサー付

天井換気ルーバー ABS樹脂（グレー）

荷摺り ステンレスヘアライン仕上（床から300mm）

付属品

車いす仕様付，視覚障がい者仕様付

ケアフルセンサー付，ナノイーX発生装置付

音声案内装置付

非常放送・一般放送用スピーカー付

メンテナンスサービス提供用カメラ付※

1/2・1/3 春日居福祉会館大規模改修工事(建築主体)(債務)

改A-39改修エレベーター詳細図７



承認 設計 縮　　尺

設計年月日

工事名称

図面名称

No.

2050 2700 1900

（2075） 2200 225

2
2
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1
5
0

内法　1400

1
6
5
0

オ
ー

バ
ー

ヘ
ッ
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34
95

2
2
0
0

内
法
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50

出
入

口
高

さ
　

21
00

全
高
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95

昇
降

路
頂

部
の

地
上

高
さ

　
74

10

行
程

　
36

15

出入口幅　800

（
20

7
5
）

3
0
0

2
6
2
5

1
2
8
5

ピ
ッ
ト

深
さ

（2075）

出
入

口
高

さ
　

21
00

出入口幅　800

NO.1

NO.1

H

4 3

3

4

4

4

昇降路平面図（1：20）

NO.1 昇降路断面図（1：50）

機械室平面図（1：20）

出入口正面及断面図（1：20）

2階

1階
GL

ELV
停止レベル

1
0

開
口

高
さ

　
22

00

：撤去部

エレベーター仕様
NO.1号　機　名

HPF-11-CO45型　　　式

用　　　途 乗用兼車いす用

定格積載質量/定員 750kg/11人乗

45m/min定　格　速　度

運　転　方　式 乗合全自動方式（乗り捨て方式）

制　御　方　式 インバータ制御方式

2箇所（1,2 階）停　止　階基
間口1400mm 奥行1350mmか　ご　寸　法本

仕 幅800mm 高さ2100mm出入口寸法

様 ２枚戸中央開き戸　型　式

AC 15kW電　動　機

AC 3φ 200V 50Hz動力用電源

AC 1φ 100V 50Hz照明用電源

連絡装置 同時通話式インターホン
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